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A5判美装/予840頁　予価：2,200円（本体予価2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09696-1　2024年3月刊行予定

保育者という専門職として知っておきたい最新の法
令や関連資料を収録した『最新保育資料集』がリニ
ューアル。こども基本法を新たに収録，児童福祉法
の重要改正やこども家庭庁設置に伴う関係法律の整
備に対応した。

最新保育小六法・資料集2024

大豆生田啓友／三谷大紀 編
NOW

PRINTING

ここが

ポイント
!!

◎ 好評の『最新保育資料集』を書名変更
◎ こども基本法等を収録し，法令が充実のアップデート
◎ 関連する通知，文書を精選
◎ 学習に役立つ年表や統計データをコンパクトに収録

近　刊

第１部　法　令
〔基本法令〕
　１　日本国憲法
　２　児童憲章
　３　児童権利宣言
　４　児童の権利に関する条約
　５　こども基本法
　６　教育基本法

〔保育所等〕
　７　児童福祉法
　８　児童福祉法施行令（抄）
　９　児童福祉法施行規則（抄）
　10　児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（抄）
　11　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
　12　児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員，
　　　設備及び運営に関する基準（抄）
　13　児童福祉法に基づく指定障害児入所施設等の人員，
　　　設備及び運営に関する基準（抄）
　14　児童福祉法に基づく指定障害児相談支援の事業の人
　　　員及び運営に関する基準（抄）
　15　児童福祉法施行規則第六条の二の二第一項第三号の
　　　指定保育士養成施設の修業教科目及び単位数並びに
　　　履修方法

〔幼稚園〕
　16　学校教育法（抄）
　17　学校教育法施行令（抄）
　18　学校教育法施行規則（抄）
　19　幼稚園設置基準
　20　特別支援学校設置基準（抄）
　21　児童福祉法第二十一条の九に規定する主務省令で定
　　　める事業等のうち文部科学大臣の所管するものを定
　　　める省令
　22　教育職員免許法（抄）
　23　教育職員免許法施行規則（抄）
　24　地方公務員法（抄）
　25　教育公務員特例法（抄）
　26　地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄）

〔認定こども園〕
　27　就学前の子どもに関する教育，保育等の総合的な提
　　　供の推進に関する法律

　28　就学前の子どもに関する教育，保育等の総合的な提
　　　供の推進に関する法律施行規則
　29　幼保連携型認定こども園の学級の編制，職員，設備
　　　及び運営に関する基準
　30　就学前の子どもに関する教育，保育等の総合的な提
　　　供の推進に関する法律第三条第二項及び第四項の規
　　　定に基づき内閣総理大臣，文部科学大臣及び厚生労
　　　働大臣が定める施設の設備及び運営に関する基準

〔少子化対策，子育て支援〕
　31　少子化社会対策基本法
　32　次世代育成支援対策推進法
　33　子ども・子育て支援法
　34　子ども・子育て支援法施行規則（抄）
　35　放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
　　　準（抄）
　36　育児休業，介護休業等育児又は家族介護を行う労働
　　　者の福祉に関する法律（抄）

〔保健，安全，食育〕
　37　学校保健安全法
　38　学校保健安全法施行令（抄）
　39　学校保健安全法施行規則（抄）
　40　母子保健法（抄）
　41　予防接種法（抄）
　42　食育基本法（抄）

〔社会福祉等〕
　43　社会福祉法（抄）
　44　母子及び父子並びに寡婦福祉法（抄）
　45　児童手当法（抄）
　46　児童扶養手当法（抄）
　47　特別児童扶養手当等の支給に関する法律（抄）
　48　里親が行う養育に関する最低基準（抄）
　49　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する
　　　ための法律（抄）
　50　発達障害者支援法（抄）
　51　医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法
　　　律（抄）
　52　児童虐待の防止等に関する法律
　53　配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関す
　　　る法律（抄）
　54　子どもの貧困対策の推進に関する法律
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　55　児童買春，児童ポルノに係る行為等の規制及び処罰
　　　並びに児童の保護等に関する法律（抄）
第２部　指針・要領
　56　保育所保育指針
　57　幼稚園教育要領
　58　幼保連携型認定こども園教育・保育要領
　59　小学校学習指導要領（抄）
第３部　通　知

〔保育要録等〕
　60　保育所保育指針の適用に際しての留意事項について
　61　幼稚園及び特別支援学校幼稚部における指導要録の
　　　改善について
　62　幼保連携型認定こども園園児指導要録の改善及び認
　　　定こども園こども要録の作成等に関する留意事項等
　　　について

〔保育士養成，保育士試験〕
　63　指定保育士養成施設の指定及び運営の基準について
　64　保育士試験の実施について
　65　保育士登録の円滑な実施について
　66　保育士登録の取扱いについて

〔研修〕
　67　保育士等キャリアアップ研修の実施について
　68　子育て支援員研修事業の実施について

〔保育所等〕
　69　保育所等における短時間勤務の保育士の取扱いにつ
　　　いて
　70　保育所の利用等におけるひとり親家庭の取扱いにつ
　　　いて
　71　保育所の設置認可等について
　72　保育所分園の設置運営について
　73　家庭的保育事業等の認可等について

〔幼稚園〕
　74　幼稚園と保育所との関係について
　75　幼稚園を活用した子育て支援としての二歳児の受入
　　　れに係る留意点について

〔認定こども園〕
　76　認定こども園における利用定員の適切な管理につい
　　　て
　77　幼保連携型認定こども園において新たに分園を設置
　　　する場合の取扱いについて

〔障害のある子どもの支援〕
　78　学校教育法施行令の一部改正について
　79　障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した
　　　支援について
　80　保育所に入所している障害のある児童が障害児通所
　　　支援を受ける場合の取扱いについて

〔安全管理〕
　81　教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時
　　　の対応のためのガイドラインについて
　82　「就学前の子どもに関する教育，保育等の総合的な
　　　提供の推進に関する法律施行規則」等の一部改正に
　　　ついて

〔認可外保育施設〕
　83　認可外保育施設に対する指導監督の実施について

〔第三者評価〕
　84　「福祉サービス第三者評価事業に関する指針につい
　　　て」の全部改正について
　85　保育所における第三者評価の実施について

〔地域子ども・子育て支援事業〕
　86　利用者支援事業の実施について
　87　地域子育て支援拠点事業の実施について
　88　一時預かり事業の実施について
　89　延長保育事業の実施について
　90　病児保育事業の実施について

〔仕事・子育て両立支援事業〕
　91　企業主導型保育事業等の実施について

〔社会的養護〕
　92　児童相談所運営指針について
　93　一時保護ガイドラインについて
　94　社会的養護施設運営指針及び里親及びファミリー　
　　　ホーム養育指針について
　95　里親制度の運営について
　96　里親委託ガイドラインについて
　97　社会的養護関係施設における第三者評価及び自己評
　　　価の実施について

〔子どもの健全育成〕
　98　「新・放課後子ども総合プラン」について
第４部　関連文書

〔保育・幼児教育の在り方〕
　99　子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児
　　　教育の在り方について――子どもの最善の利益のた
　　　めに幼児教育を考える（答申）
　100　幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方　
　　　について（報告）
　101　幼児教育部会における審議の取りまとめ
　102　「令和の日本型学校教育」の構築を目指して――全
　　　ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学び
　　　と，協働的な学びの実現（答申）
　103　幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会審議経過
　　　報告
　104　地域における保育所・保育士等の在り方に関する検
　　　討会取りまとめ
　105　全国保育士会倫理綱領

〔保育の質〕
　106　議論のとりまとめ――「中間的な論点の整理」にお
　　　ける総論的事項に関する考察を中心に（保育所等に
　　　おける保育の質の確保・向上に関する検討会）
　107　幼児教育の質の向上について（中間報告）
　108　保育所における自己評価ガイドライン（2020年改訂
　　　版）
　109　幼稚園における学校評価ガイドライン（平成23年改
　　　訂）
　110　保育の現場・職業の魅力向上に関する報告書

〔施設整備，保健，安全〕
　111　幼稚園施設整備指針
　112　保育所におけるアレルギー対応ガイドライン（2019
　　　年改訂版）
　113　保育所における感染症対策ガイドライン（2018年改
　　　訂版）
　114　学校安全資料「生きる力」をはぐくむ学校での安全
　　　教育

〔子どもにかかわる総合施策〕
　115　こども政策の推進に係る有識者会議報告書
　116　少子化社会対策大綱――新しい令和の時代にふさわ
　　　しい少子化対策へ
　117　新しい社会的養育ビジョン

保育・幼児教育関連年表
資料編（逆頁）

＊収録法令等は2023年版のものです。変更する可能性がございます。



四六判美装/予380頁　予価：2,420円（本体予価2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09658-9　2024年2月刊行予定

保育者をめざす人のための，保育・幼児教育にかん
する基本的な人名・事項約900項目を収めた用語集。
最新の法制度，保育所保育指針等に対応した内容を
掲載した。巻末には関連する主要な法規類を収録。

◎ 最新の制度に関する項目も加えた約 900 項目
◎ 保育士養成，幼稚園教諭養成のカリキュラムに対応
◎ 関連法規も充実

保育職・教職をめざす人のための
保育用語・法規

戸江茂博／隈元泰弘／広岡義之／猪田裕子 編
ここが

ポイント
!!

NOW
PRINTING

編集のことば
項目一覧
凡例

本文
（収録項目の一例）
　・遊び
　・アタッチメント

　・育児不安
　・一語文
　・エリクソン
　・恩物
　・環境
　・共感
　・倉橋惣三
　・構成遊び

［組見本］

　・こども家庭庁
　・児童中心主義
　・小１プロブレム
　・食育
　・地域型保育事業
　・テ・ファリキ
　・ドキュメンテーション
　・熱中症
　・発達障害
　・ピアジェ
　・保育カンファレンス
　・ポートフォリオ
　・マルトリートメント
　・森のようちえん
　・フレーベル
　・幼児期の終わりまでに育って
　　ほしい姿
　・幼児理解
　・予防接種
　・ルソー
　・レッジョ・エミリア・
　　アプローチ
　・わらべ歌
　ほか

参考文献
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集

近　刊

本チラシの情報は2023年９月時点のものです。



四六判美装/予650頁　予価：2,860円（本体予価2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09668-8　2024年2月刊行予定

子ども，保育，教育，家庭福祉に関連する多様な分
野の基本的事項を網羅。テーマごとの体系的な配列
により，「読む」ことで理解を深められる用語辞典。
こども基本法の制定に関わる事項などを新たに盛り
込んだ改訂版。

◎ 保育，教育，家庭福祉の複数分野にわたる多様な用語
　 を網羅し，学習から実務まで役立つ約2000語を収載
◎ こども基本法の制定など，新しい動向もおさえた改訂
　 版
◎ 50音検索で「引く」辞典であるとともに，テーマごと
　 の体系的な配列で「読む」辞典

保育・幼児教育・子ども家庭福祉辞典［第２版］

中坪史典／山下文一／松井剛太
伊藤嘉余子／立花直樹 編集委員

ここが

ポイント
!!
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◎目　次

　第１部　保育
１　教育・保育に関する法規・通達等
２　教育・保育制度
３　子ども・子育て支援新制度
４　保育を取り巻く現状
５　労働環境
６　家庭との連携
７　家庭支援
８　関係機関・地域との連携
９　保育を支える財政
10　遊びと学び
11　発達
12　保育（教育）内容
13　保育（教育）方法・形態
14　保育（教育）計画・評価
15　保育（教育）環境
16　保育者と保育者養成・研修
17　諸外国の保育・幼児教育
18　障害児保育（教育）
19　子どもの生活
20　保健
21　社会文化
22　保育の歴史と思想

　第２部　保育・幼稚園教育基本文書
23　保育所保育指針
24　幼稚園教育要領
25　幼保連携型認定こども園教育・
　　保育要領
26　特別支援学校学習指導要領

　第３部　保・幼・小の連携・接続
27　連携・接続の基本的な用語

28　資質・能力
29　幼児期の終わりまでに育って
　　ほしい姿
30　カリキュラム・交流活動
31　保育者と小学校教員の記録・対話・
　　研修
32　保護者との連携・説明
33　世界の動向

　第４部　子ども家庭福祉
34　子ども家庭福祉の援助理念・概念
35　日本における子ども家庭福祉の
　　歴史的変遷
36　諸外国における子ども家庭福祉の
　　歴史的変遷
37　子ども家庭福祉の法体系
38　児童福祉機関・専門職
39　児童福祉施設・専門職
40　子ども家庭福祉の行財政と
　　福祉計画
41　少子化と子育て支援サービス
42　母子保健と健全育成
43　子ども虐待とＤＶ防止
44　社会的養護
45　障害のある児童への対応
46　少年非行への対応
47　貧困家庭や外国籍の子どもと
　　家族への支援
48　子ども家庭福祉の現代的テーマ
49　子ども家庭福祉の援助方法

補　遺
（収録予定項目：50音順）
医療的ケア児支援法／エージェン
シー／絵本専門士／架け橋プログラ

［組見本］

ム／机上課題／恐怖麻痺反射／こど
も家庭センター／こども家庭ソー
シャルワーカー／こども家庭庁／
こども基本法／こども大綱／こども
の居場所づくりに関する指針／子ど
も・若者支援地域協議会／子ども・
若者総合相談センター／里親支援セ
ンター／サラマンカ声明（宣言）／
障害者権利条約に関する国連の勧告
／スケジュールボード／認定絵本士
／フォスタリング機関／保育ウェブ
／ヤングケアラー／幼児期までのこ
どもの育ちに係る基本的な指針（仮
称）／療育の源流

NOW
PRINTING

近　刊

本チラシの情報は2023年９月時点のものです。
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四六判美装/474頁　定価：2,530円（本体2,300円+税）
ISBN 978-4-623-07352-8　2015年4月刊行

「子ども・子育て関連３法」「施設型給付」「地域型
保育給付」「公定価格」「利用者支援事業」など，
子ども・子育て支援新制度に係る「保育」の部分
を中心に項目を新たに起こし，補遺としてまとめ
て巻末に掲載。

◎ 保育・幼児教育に必要な項目を収載
◎ 保育実践に，養成教育に，保育研究に欠かせない用語
　 をしっかりと定義
◎ 体系的編集による読む辞典

保育用語辞典［第８版］

森上史朗／柏女霊峰 編
ここが
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!!
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【第８版新規項目の一例】
子ども・子育て支援新制度
子ども・子育て関連３法
子ども・子育て会議
施設型給付
地域型保育給付
保育教諭

幼保連携型認定こども園教育・保育要領
公定価格
認定区分
１号認定
２号認定
３号認定
居宅訪問型保育事業

特例施設型給付費
利用者支援事業
保育を必要とする事由（保育の必要性）
保育の必要量
特定負担額（上乗せ徴収）
子育て支援員

など多数
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保育の基本となる原理を，具体的な事例や，学生を
学びに引き込むワークなどを豊富に取り入れ解説。
2018年施行の幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼
保連携型認定こども園教育・保育要領に対応したテ
キスト。

◎ 2018年施行の保育所保育指針，幼稚園教育要領，幼保連
　 携型認定こども園教育・保育要領へ完全対応
◎ 保育の基本原理を初学者に向けて，実際の事例や主体的
　 に考えるワークを豊富に掲載し，わかりやすく解説
◎ 章扉に保育の現場の写真を掲載。問いかけを掲載し，よ
　 り実際の保育がイメージしやすい

新しい保育講座 1

保育原理
渡邉英則／髙嶋景子／大豆生田啓友／三谷大紀 編著
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!!

はじめに
第１章　「保育」とは何か
　１ 「保育」とはどのようなイメージか
　２ 「保育」を行う場（施設）と人
　３ 「保育」「教育」「養護」という言葉
　４ あらためて「保育」とは何か
第２章　保育の基盤としての子ども観
　１ 子ども観とは何か
　２ 保育者の子ども観を形作るもの
　３ 子ども観と保育の内容・方法
第３章　子ども理解から出発する保育
　１ 保育における「子ども理解」とは
　２ 子どもの発達を捉える「まなざし」
　３ 子ども理解を深めるために
第４章　子どもが育つ環境の理解
　１ 環境による保育とは
　２ 子どもが育つ環境の基本
　３ 保育場面における環境構成の考え方
　４ 子どもを取り巻く環境と保育
第５章　保育内容・方法の原理
　１ 保育の基本と保育内容・方法
　２ 保育の一場面から
　３ 子どものための保育内容とは
　４ 子どものための保育方法とは
第６章　保育の計画と実践の原理
　１ 保育における計画
　２ 保育の計画にはどのようなものがあるか
　３ 「保育の質の向上」に努める計画を
第７章　保育における健康・安全の原理
　１ 健康・安全の重要性
　２ 子どもの健康支援
　３ 食育の推進
　４ 環境及び衛生管理と安全管理
　５ 災害への備え

第８章　多様な子どもと共に育つ保育
　１ 多様性が求められる時代の保育の在り方
　２ 事例を通して「多様な子ども」の保育を考える
　３ 多様な子どもと共に育つ保育の原理
　４ 多様な子どもを受け入れる園の体制
第９章　保育の歴史に何を学ぶか
　１ なぜ保育の歴史を学ぶのか
　２ 子ども主体の保育
　３ 子どもを中心とする保育を導いた思想家たち
　４ 日本における保育制度の移り変わり
　　 ――明治から戦時下
　５ 戦後の幼児教育制度と保育実践
第10章　保育者に求められるもの
　１ 保育者になるということ
　２ 「子どもの声を聴く」ことから
　３ 保育者として共に学ぶ
　４ 省察的実践家としての保育者
第11章　現代の子育てと子育て支援
　１ 子育て支援の必要性
　２ 子育て支援が求められる背景
　３ 子育て支援施策と子育て支援の場
　４ 子育て支援の具体的展開
　５ ひとりで子育てをさせない受容的な対応
第12章　保育の現状と課題
　１ すべての子どもに保育を
　２ 保育の独自性と重要性
　３ 保育の質の維持と向上
終　章　「保育原理」の原理を問う
　１ 「保育原理」って何？
　２ 保育とはどういうことか
　３ 我らの心の内なる勉強主義
　４ 倉橋惣三の「育ての心」を読む
　５ 「自然的保育」論
　６ 「べきである」が介入してくる時
　７ 「保育原理」をどう読むか
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新しい保育所保育指針等を踏まえるとともに，コア
カリ，新保育士養成課程にも対応した保育者養成テ
キストシリーズの第１巻。保育の意義，保育内容と
方法の基本，保育の思想と歴史的変遷，そして保育
の現状と課題までわかりやすく解説。

◎ 新しい教育要領，保育指針，教育・保育要領に対応した
　 シリーズ
◎ 新しい保育士養成課程にも対応
◎ 各章冒頭に設けたWORKを通して，主体的・対話的で深
　 い学びへと誘う

汐見稔幸／大豆生田啓友 監修

アクティベート保育学 1　

保育原理
汐見稔幸／無藤 隆／大豆生田啓友 編著
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はじめに

第１章　「保育」とは何か
　１ 「保育」の誕生と戦前の幼稚園・保育所
　２ 法的に規定される「保育」
　３ 「子ども主体の保育・教育」へ
　４ 保育を原理的に考える
　５ 制度としての「保育」

第２章　保育と子ども理解
　１ 子ども理解とは何か
　２ 「子ども理解」の根幹にあるもの
　３ 「子ども理解」から始まる遊びの援助
　４ 「子ども理解」を深めるために

第３章　保育の内容
　１ 保育内容とは何か
　２ 保育内容の変遷
　３ 幼稚園教育要領等における保育内容

第４章　保育の方法
　１ 保育の方法とは何か
　２ 望ましい保育の方法を考える
　３ 「子どもを中心に保育者がつないで発展」する
　　 保育の方法

第５章　保育の計画と評価
　１ 保育における計画と評価とは何か
　２ 保育の計画とは
　３ 保育の評価とは
　４ 保育の質の維持と向上を図るために

第６章　保育と子育て支援
　１ 子育て支援とは何か
　２ 何が子育てを困難にしているのか？
　３ 保育の場で行われる子育て支援

第７章　健康・安全と保育
　１ 子どもの健康と安全についての理解
　２ ０〜２歳の子どもの健康・安全と保育
　３ ３〜５歳の子どもの健康・安全と保育
　４ 子どもの発達を保障する健康・安全な保育のために

第８章　保育者の専門性と資質向上
　１ 法令における保育者の専門性
　２ 保育者の専門性の特質
　３ 保育者の資質向上

第９章　保育の歴史に学ぶ
　１ 保育の種類
　２ 保育思想とその歴史的背景
　３ 日本の幼稚園保育の展開
　４ 日本の保育所保育の展開
　５ プロジェクトの試み

第10章　多様な子どもの理解と保育
　１ 外国籍家庭の子どもの理解と保育
　２ 貧困家庭の子どもの理解と保育
　３ 障害のある子どもの理解と保育
　４ すべての子どもがうれしい保育をするために

第11章　学校や地域との連携のなかで行う保育
　１ 連携は何で大事なのだろう？
　２ エピソードから小学校や地域との連携を考える
　３ 学校との連携
　４ 地域との連携

第12章　保育に関わる法律と制度
　１ 法律等の意味と読み方
　２ 保育に関わる法律等
　３ 保育に関わる制度

第13章　これからの保育の課題と展望
　１ これからの保育の在り方を考える
　２ 今後の保育の課題とは何か
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子どもたちの育ちを深く支える保育者の姿とはどの
ようなものなのか，初めて保育を学ぶ読者に向けて
わかりやすく解説。優れた実践事例やワークを豊富
に掲載した，新要領・指針対応の幼稚園教諭・保育
士養成テキスト。

◎ 2018年施行の保育所保育指針，幼稚園教育要領，幼保連
　 携型認定こども園教育・保育要領へ完全対応
◎ 章扉に保育の現場の写真を掲載。問いかけを掲載し，よ
　 り実際の保育がイメージしやすい
◎ 事例・ワークを豊富に掲載し，主体的に学ぶきっかけと
　 なるテキスト

新しい保育講座 2

保育者論
汐見稔幸／大豆生田啓友 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　「保育者になる」ということ
　１ 「保育者」になりたいと思った理由
　２ 幼稚園教諭と保育士の免許・資格
　３ 魅力的な保育者って何だろう

第２章　保育者の１日
　　　　――具体的な仕事の流れに見える保育者のまなざし
　１ １日のスタート
　２ 午前中の保育
　３ 給　食
　４ 午睡～おやつ
　５ 夕方の保育
　６ １日の終わりに
　７ 現場からの声
　８ 「保育者」という仕事

第３章　子どもの思いや育ちを理解する仕事
　１ 子どもをわかるということ
　２ 子どもが育つということ
　３ 子どもを読み解くということ

第４章　子どもと一緒に心と体を動かす仕事
　１ 幼稚園の場合
　２ 保育所の場合
　　 ――０・１・２歳児保育における保育者の役割

第５章　豊かな文化や自然との出会いをつなぐ仕事
　１ 絵本を通して豊かな生活を生み出す保育者
　２ 子どもと豊かに生活するための保育者の個性

第６章　保護者や家庭と一緒に歩む仕事
　１ なぜ保護者支援が必要なのか
　２ 子育てのパートナーとしての保育者
　３ 多様な社会の中で私たちができる支援
　４ 地域における園の役割
　５ 親とつくる子育て支援

第７章　学び合う保育者
　　　　――保育の場における保育者の成長と同僚関係
　１ 保育者の専門性と省察
　２ 仲間と共に「語り合い」・「学び合う」ために
　３ 「語り合い」・「学び合い」が生み出すもの
　４ 「語り合い」・「学び合う」時には
　５ 園（組織）として「語り合う」・「学び合う」関係を作る
　　 ――誰もが自由に発言できる風土を作るために

第８章　保育者の専門性って何だろう――まとめにかえて
　１ 専門性というのはどういう意味だろう
　２ 引き出しをたくさんもっていることが専門性のひとつ
　３ かかわり方の専門性
　　 ――子ども自身の没頭保障とそれを支える安心感，
　　　　 信頼感
　４ 文化と文明の違い，そして文化的な実践の大事さ
　５ 「クラスの倫理的な雰囲気」をつくることと専門性
　６ 赤ちゃんだって倫理的雰囲気は感じ取る
　７ 一生かけて専門性を高めていこう
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新しい保育所保育指針等を踏まえるとともに，コア
カリ，新保育士養成課程にも対応した保育者養成テ
キストシリーズの第２巻。保育者の役割や倫理，制
度的な位置づけ，保育者の協働の在り方，保育者と
して専門性等についてわかりやすく解説。

◎ 新しい教育要領，保育指針，教育・保育要領に対応
　 したシリーズ
◎ コアカリ，新しい保育士養成課程にも対応
◎ 各章冒頭に設けたWORKを通して，主体的・対話的
　 で深い学びへと誘う

汐見稔幸／大豆生田啓友 監修

アクティベート保育学 2　

保育者論
大豆生田啓友／秋田喜代美／汐見稔幸 編著
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はじめに

第１章　保育者とは
　１ 保育者とは？
　２ 保育という仕事の本質・特質を考える
　３ 「自らを育てようとする」子どもを支える
　４ 「関係的な行為」のなかで育む
　５ 「互いに育ち合う」ということ
　６ 大切にしたい「原理・原則」を考える

第２章　保育者になるために――保育者の免許・資格
　１ 幼稚園教諭免許
　２ 保育士資格
　３ その他の資格
　４ 保育者に求められる心構え：服務と研修
　５ 採用試験

第３章　幼稚園教諭の仕事とその一日
　１ 幼稚園にはどのようなイメージがあるか
　２ 幼稚園教諭の仕事を事例から考える
　３ 幼稚園教諭の一日

第４章　保育士の仕事とその一日――保育所：３歳未満児
　１ 保育する一日：Ａ園１歳児Ｂ組
　２ 保育する一年

第５章　子どもの内面や発達を理解する保育者
　１ 子どもの発達をどう理解するか
　２ 保育のなかで子どもの内面と発達を捉える
　３ モノと出会い，コトを通して育っていく子ども

第６章　遊びを援助する保育者
　１ 子どもにとっての「遊び」とは
　２ 遊びを援助するとは
　３ 子どもの興味や関心を捉え，次の姿を予想する
　４ 遊びのなかで学んでいることを捉える
　５ 保育者の願いを環境に位置づける
　６ 実践し，自分の保育を振り返る
　７ 研修によって専門性を向上させる

第７章　個と集団を生かす保育者
　１ 個が育ち，集団が育つということ
　２ 保育・幼児教育の前提としての「個」と「集団」の
　　 捉え方
　３ 「個を生かし集団を生かす保育」を生みだす
　　 “省察”する力
　４ 子どもと保育者の主体性が生きる園生活へ

第８章　家庭や地域と連携・支援する保育者
　１ 家庭や地域との連携・支援
　２ 何を連携・支援するのか
　３ 家庭や地域と連携・支援する方法
　４ 学び，育ち合う家庭や地域との連携・支援
　５ 家庭や地域との連携・支援を行ううえでの原則

第９章　多様な子どもの理解と支援する保育者
　１ 子どもはそもそも多様である
　２ 多様性の背景要因
　３ 多様な子どもを支援する制度と他機関連携
　４ 多様性をもつ子どもの理解と支援の実際
　５ 多様性から学ぶ

第10章　教材などを通して学びを深める保育者
　１ 教材研究がなぜ大切か
　２ 絵本の教材研究
　３ 環境を構成する保育者の役割

第11章　成長する保育者と同僚性
　１ 同僚性の意味するところ
　２ 同僚性の重要性
　３ 豊かな同僚性を築くために

第12章　保育者の専門性
　１ 専門家として育つ
　２ 協働で学び合う専門家集団
　３ 保護者や地域の人たちと共に育ち合う
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保育実践に，なぜ計画や評価が必要なのか。計画に
関する基本的な考え方，計画の実践例，評価の方法
から具体的にわかりやすく学ぶ。現場で求められる
指導計画作成の方法について基本的知識を習得し，
自ら計画を立てる力が身につく。

◎ 保育の計画の必要性を理解し，自ら計画を立てる力
　 がつく
◎ 保育を評価し，次に生かすことができる
◎ 実例を豊富に収載し，その考え方を詳細に説明
◎ 新しい保育士養成課程のカリキュラム，最新の保育
 　所保育指針に準拠

名須川知子／大方美香 監修

MINERVAはじめて学ぶ保育 4

保育の計画と評価
卜田真一郎 編著
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はじめに
第１章　保育の計画と評価の基本
　レッスン１　乳幼児期における保育の基本と計画
　　①保育所・幼稚園・認定こども園とは子どもにとって
　　　どのような場所なのか
　　②保育とはどのような営みなのか：保育の基本原理
　　③保育者の役割と保育の計画
　レッスン２　なぜ保育に計画が必要なのか
　　①保育において計画を立てる意義
　　②保育の計画の種類と意識化すべき点
　レッスン３　保育における計画の種類と意義
　　①全体的な計画
　　②長期指導計画
　　③短期指導計画
　　④個別の支援計画
　レッスン４　「指針」「要領」「教育・保育要領」とは何か
　　①保育実践の根拠となるガイドラインとしての指針，要領，
　　　教育・保育要領
　　②各ガイドラインの概要
第２章　保育における計画
　レッスン５　指導計画作成の手続き
　　①指導計画作成の基本的な手続き
　　②指導計画作成の「前に」保育者が理解すべきこと⑴：
　　　発達の理解
　　③指導計画作成の「前に」保育者が理解すべきこと⑵：
　　　活動の理解
　　④子ども理解の視点
　レッスン６　全体的な計画の作成
　　①全体的な計画とは
　　②全体的な計画の内容
　　③全体的な計画の編成の原則
　　④全体的な計画の編成の実際
　　⑤全体的な計画の作成原理
　レッスン７　長期指導計画の作成
　　①長期指導計画とは
　　②長期指導計画の作成原理の２つのタイプ
　　③年間指導計画の作成原理
　　④期・月の指導計画の作成原理
　　⑤各園の指導計画を読み取る

　レッスン８　短期指導計画の作成
　　①短期指導計画とは
　　②短期指導計画の作成原理
　　③眼の前の子どもに即した具体的な計画
第３章　保育の計画の作成と展開
　レッスン９　 乳児の指導計画作成事例と展開
　　①乳児の指導計画作成の基本的な考え方
　　②乳児の指導計画作成事例
　レッスン10　幼児の指導計画作成事例と展開
　　①幼児の指導計画作成の基本的な考え方
　　②幼児の指導計画作成事例
　　③子どもの姿をとらえることの大切さ
　レッスン11　小学校との接続を意識した指導計画と展開
　　①小学校との連携の必要性
　　②接続期の位置づけ
　　③接続期カリキュラムの例
　　④小学校との接続を意識した保育の展開の例
　　⑤小学校との連携を意識した指導計画作成で押さえるべき点
　レッスン12　異年齢保育を意識した指導計画と展開
　　①異年齢保育の意義
　　②異年齢保育の指導計画の基本的な考え方
　　③異年齢保育の指導計画作成と展開
第４章　保育所・幼稚園・認定こども園における保育の評価
　レッスン13 　保育の省察および記録とカンファレンス
　　①保育の省察および記録と保育カンファレンス
　　②保育カンファレンス
　　③保育評価の意義
　　④保育の評価と反省
　レッスン14　保育所・幼稚園・認定こども園の評価のしくみ
　　①保育士・保育所の自己評価の意義
　　②幼稚園・認定こども園の評価制度
　　③要録の役割
　レッスン15　保育の計画と評価の意味の再確認
　　①「計画の大切さはわかるけれど…」
　　②「計画をつくるという営み」の原点に戻る
　　③「保育の計画と評価」を学ぶこととは
さくいん
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B5判美装/212頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08728-0　2019年8月刊行

保育士養成課程「保育の計画と評価」のテキスト。
保育の計画の基本や，カリキュラムの基礎理論につ
いて，やさしい文章と豊富な図解・イラスト・演習
課題でわかりやすく学ぶことができる。

◎ 新しい保育士養成課程の科目「保育の計画と評価」に準拠
◎ 豊富な図解・イラスト・演習課題でわかりやすく学べる
◎ 本文横の書き込み用の余白に講義内容を記録できる
◎ 教職課程コアカリキュラム「教育課程の意義及び編成の方
　 法」にも対応している

松本峰雄 監修

よくわかる！ 保育士エクササイズ 6

保育の計画と評価 演習ブック
浅川繭子／新井祥文／小山朝子／
才郷眞弓／松田清美 著

ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　保育の計画と評価の基本
　１コマ目　「保育所保育指針」等における　
　　　　　　保育の目標と計画の考え方
　　１ 「保育所保育指針」「幼稚園教育要領」　
　　 「幼保連携型認定こども園教育・保育
　　　要領」とは何か
　　２ 保育の目的と目標
　　３ 保育の計画と評価の意義
　　演習課題

　２コマ目　保育におけるカリキュラムとは
　　１ カリキュラムとは何か
　　２ 保育におけるカリキュラムの考え方
　　３ カリキュラム・マネジメント
　　４ 全体的な計画について
　　５ 全体的な計画と指導計画
　　６ 全体的な計画・教育課程と指導計画の
 　　　評価
　　７ 小学校教育とつながるための「アプローチ
 　　　カリキュラム」と「スタートカリキュラム」
　　演習課題

　３コマ目　子ども理解に基づくPDCA
　　　　　　サイクルの循環
　　１ 子どもの理解
　　２ 子どもの理解に基づく PDCA サイクル
　　３ 個別の支援計画としての活用
　　演習課題

第２章　保育の計画とはどのようなものか
　４コマ目　全体的な計画とは
　　１ 全体的な計画とは何か
　　２ 全体的な計画と指導計画の関係
　　演習課題

　５コマ目　長期的な指導計画の作成
　　　　　　（０・１・２歳児）
　　１ 長期的な指導計画とは
　　２ 年間指導計画
　　３ 期別指導計画
　　４ 月別指導計画
　　５ 指導計画の工夫 
　　６ 保健計画

　　７ 食育計画
　　８ 避難訓練計画
　　演習課題

　６コマ目　長期的な指導計画の作成
　　　　　　 （３歳以上児）
　　１ ３歳児の指導計画
　　２ ４歳児の指導計画
　　３ ５歳児の指導計画
　　４ そのほかの指導計画
　　演習課題

　７コマ目　短期的な指導計画の作成
　　　　　 　（０・１・２歳児）
　　１ ０・１・２歳児の短期的な指導計画とは
　　２ ０・１・２歳児の指導計画作成で特に
　　　 気をつけたいこと
　　３ 週案とはどういうものか
　　４ 日案とはどういうものか
　　５ 個別の指導計画とはどういうものか
　　６ デイリープログラムとはどういうものか
　　演習課題

　８コマ目　短期的な指導計画の作成
　　　　　　 （３歳以上児）
　　１ ３歳以上児の短期的な指導計画とは
　　２ ５歳児の指導計画作成で特に気を
　　　 つけたいこと
　　３ ３歳以上児の指導計画作成のポイント
　　４ 短期指導計画の実例
　　演習課題

　９コマ目　指導計画作成上の留意事項
　　　　　　 （０・１・２歳児）
　　１ 指導計画作成にあたって
　　２ ０歳児（乳児）の指導計画
　　３ １・２歳児の指導計画
　　４ 指導計画作成の際のポイント
　　　 （０・１・２歳児）
　　演習課題

　10コマ目　指導計画作成上の留意事項
　　　　　 　 （３歳以上児）
　　１ 保育の基本と指導計画の作成手順
　　２ ３歳以上児の指導計画

　　３ 指導計画作成の際のポイント
　　　 （３歳以上児）
　　演習課題

　11コマ目　指導計画作成上の留意事項
　　　　　　 （異年齢）
　　１ 異年齢保育
　　２ 指導計画作成の際のポイント（異年齢）
　　３ 異年齢での生活と遊びの実践
　　演習課題

　12コマ目　指導計画に基づく保育の柔軟な
　　　　　　展開
　　１ 子どもの変化に応じた柔軟な保育の展開
　　２ 子どもの実態に即した保育内容の見直し
　　演習課題

第３章　保育の評価とはどのようなものか
　13コマ目　保育の記録と省察
　　１ 保育の省察
　　２ 保育におけるさまざまな記録
　　３ 記録を書く意義
　　４ 実習生にとっての記録
　　演習課題

　14コマ目　保育の評価と改善
　　１ 保育における評価とは
　　２ 保育所等における評価
　　３ 幼稚園における学校評価
　　４ 評価を改善に生かす
　　５ 保育の質の向上を目指す研修 
　　演習課題

　15コマ目　生活と発達の連続性を踏まえた
　　　　　　保育所児童保育要録
　　１ 「生きる力」と育みたい資質・能力
　　２ 幼児期から児童期への接続
　　３ 小学校へつなげるための要録
　　演習課題

演習課題の解答例
索 引
参考文献
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B5判美装/258頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08532-3　2020年4月刊行

2018年施行の新しい幼稚園教育要領等に対応した最
新のテキストシリーズ第 6 巻。子どもの豊かな活動・
経験を援助するために保育者は子どもとどう関わっ
ていけばよいのか。豊富な実践事例をもとに具体的
に学べる一冊。

◎ 実践事例などを通して，子どもの豊かな活動・経験
　 のあり方を具体的に学べる
◎ 各章の扉に設けた写真と問いから保育の実際を考え
　 る
◎ 章末のExerciseを通して，さらに学びが深められる

新しい保育講座 6

保育方法・指導法
大豆生田啓友／渡邉英則 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに
第１章　保育方法とは何か？
　１ 保育方法とは？
　２ エピソードから考えてみよう！――こんなとき，どう関わる？
　　 どう保育する？
　３ 現場の先生にインタビューしてみよう！
　４ エピソードから見える保育方法のポイント
　５ 「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」
　　 「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」に見る保育方法
第２章　子ども理解にもとづいた保育方法と評価
　１ 保育の出発点としての子ども理解
　２ 子どもの内面に迫るためには
　３ 子どもの内面理解を支える発達を見る目
　４ 養護を基盤とし，遊びが学びになる保育方法のために
　５ 子ども理解にもとづいた保育の評価とは
第３章　子どもにふさわしい園生活と保育形態
　１ 子どもにとってふさわしい園生活
　　 ――子どもの実態に即した相互的で柔軟な保育形態
　２ 保育形態
　３ 子どもにふさわしい園生活を考える
第４章　養護と教育が一体となった保育の方法
　１ 「養護と教育が一体となった保育」という言葉
　２ 「養護」とは何か
　３ 「世話をする」という行為
　４ 安全の確保と心のケア
　５ 「世話をする」大人の立ち位置
　６ 友達をケアする子ども
　７ 「教育」とは，そして「養護と教育が一体となった保育」とは
　８ 保護者との共有と協働
　９ 「保育」はどこへいく？　「教育」はどこへいく？
第５章　環境を通した保育の方法
　１ 環境を通した保育とは
　２ 写真でわかる環境構成の工夫
第６章　遊びを通した保育の方法
　１ 子どもが遊ぶということ
　２ 保育における遊びとは
　３ 遊びを支える保育者の関わり
第７章　個と集団を活かした保育の方法
　１ 保育における個と集団

　２ 一人一人の子どもを「個」として見る
　３ 個の表現を引き出し，つなげていく
　４ 仲間づくり，クラス（学級）づくり
　５ 個を活かした集団づくり
　６ 個と集団を活かすために
第８章　０・１・２歳児の発達に応じた保育方法
　１ はじめての保育園
　２ 主体的に遊び，生活する乳児
　３ 乳児期の発達と遊び
　４ 保育室の環境
　５ 豊かな乳児の保育実践を
第９章　３・４・５歳児の発達に応じた保育方法
　１ 安心して自己発揮する時期
　２ 友達と関わりをもち一緒にする楽しさを味わう時期
　３ 協同して遊びや生活を展開していく時期
第10章　保育の計画・実践・評価
　１ 指導案を書いてみよう！
　２ 保育の計画・実践・評価とは
第11章　家庭・地域と連携した保育
　１ 子育ての現状
　２ 保護者との連携のために――保育の発信ツール
　３ 地域との連携
第12章　小学校との接続のデザイン
　１ 「小学校」とはどのようなところか
　２ スタートカリキュラムとは
　３ 小学校が大きく変わってきた背景を考えよう
　４ 「遊び」と「学び」の関係，そして「勉強」と「学び」の違い
　　 を考える
　５ これからの時代を生き抜く子どもを育てるために，幼児教育
　　 に求められていること
第13章　配慮を要する子どもへの保育方法
　１ ちょっと「気になる」子どもへの保育の実際
　２ インクルーシブな保育の実現
　３ 外国籍の子ども等への保育の実際
第14章　教材や情報機器を活かした保育方法
　１ 保護者に向けた情報発信のツールとしての活用
　２ 保育環境としての活用
　３ 保育環境の一つとしての捉え
　４ アナログあってこそのデジタル
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B5判美装/288頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-08964-2　2020年3月刊行

幼稚園教員養成・保育士養成課程での「教育の方法
と技術」のテキスト。育みたい資質や能力を身につ
けるためにはどうすればよいのかを豊富な実践例か
ら学ぶ。平成30年施行の「保育所保育指針」「幼稚
園教育要領」などに対応した。

◎ 幼児を対象にした「教育の方法と技術」が学べる
◎ 教育現場の職員や保護者にも役立つ知識
◎ 豊富な事例を掲載

実践につながる 新しい幼児教育の方法と技術

大浦賢治／野津直樹 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　これからの時代における新しい幼児教育の可能性
　１ 心理学や脳科学からみた子どもの特徴
　２ 世界の幼児教育の現状

第２章　環境指導法
　１ 領域「環境」に関連する保育内容の歴史的変遷
　２ 子どもの身近な環境について
　３ 主体的・対話的学びの推進役としての保育者

第３章　造形表現
　１ 表現が育むこと
　２ 造形表現の特質と課題
　３ 造形表現の展開

第４章　幼児教育における身体表現
　１ 子どもの育ちと身体表現
　２ 総合的な表現活動における身体表現
　３ 表現を引き出す保育者の技術
　４ 共に学ぶ保育への身体表現の可能性

第５章　新しい時代を生きる子どもたちの音楽
　１ 新しい時代に求められる「感性」と「表現」
　２ 子どもたちを音楽で支える
　３ 主体的で対話的な音楽遊び
　４ 社会の一員としての「小さな表現者」を育む意義

第６章　幼児期の生活と言葉の発達
　１ 言葉の誕生
　２ 幼児期に育む言葉
　３ 現代社会の課題と言葉

第７章　幼児の算数的活動
　１ 幼児の算数的活動とは
　２ 数の学び
　３ 量の学び
　４ 図形・空間の学び

第８章　幼児期における科学教育
　１ 幼児にとって科学とは
　２ 科学の芽を育てる方法
　３ 小学校への学習に向けて

第９章　総合学習
　１ 総合学習の理論
　２ 総合学習の実践

第10章　保育とＩＣＴ
　１ メディアとしてのＩＣＴ
　２ 園務のためのＩＣＴの活用
　３ 保育活動支援のためのＩＣＴの活用
　４ 遊具としてのＩＣＴ（コンピュータ）の活用

第11章　外国にルーツをもつ子どもたち
　１ 外国にルーツをもつ子どもの現状
　２ 外国にルーツをもつ子どもへの教育方法
　３ 多文化保育のための ICT の活用
　４ 多文化保育のための活動事例

第12章　障害がある子どもたちの教育
　１ 障害の診断を受けた子どもたち
　２ 発達が気になる子どもたち
　３ 遊びのなかで育てる
　４ インクルーシブ教育

第13章　虐待経験の影響と求められる支援教育
　１ 児童虐待とは
　２ 子どもたちのライフストーリーから
　３ 被虐待児に対する保育現場での支援と教育

第14章　保育計画の立て方と実践
　１ 保育における計画
　２ 指導計画の立て方
　３ 計画に基づく実践と評価
　４ 幼保小連携の現状と課題

第15章　教育の方法と技術のまとめ――保育者の真の姿とは
　１ 保育者として幼児教育の方法と技術をどうとらえるか
　２ 悩み続ける保育者，それが真実

さくいん
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B5判美装/176頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09091-4　2021年3月刊行

教職課程コアカリキュラムに対応した幼稚園教諭免
許状取得者向けの「教育の方法及び技術」のテキス
ト。指導計画の作成や，幼児教育における情報機器
の活用などを詳細かつ丁寧に解説した。これからの
幼児教育を担う学生にとって必携の一冊。

◎ 教職課程コアカリキュラムの内容を網羅
◎ 各到達目標の関連事項について詳細で丁寧な解説
◎ すぐに幼児教育の現場で使える

幼児教育・保育のための教育方法論

垂見直樹／池田竜介 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　教育方法の基礎理論──原点としてのフレーベル
　１ 「当たり前」にある幼児教育・保育を考え直すということ
　２ 「子ども」あるいは「子ども期」の発見
　３ フレーベルの幼児教育方法
　４ 現代の教育方法に向けて

第２章　日本の幼児教育方法の歴史
　１ 前近代の社会と子育て
　２ 幼稚園の誕生と初期の幼児教育実践
　３ 幼児教育実践の展開

第３章　環境を通して行う教育
　１ 方法としての「環境を通して行う教育」
　２ 環境構成の視点
　３ 保育者の関わり

第４章　子どもの育ちと物的環境
　１ 「学び」＝「物事の捉え方」を豊かにする
　２ アフォーダンスとシグニファイア
　３ 「環境と出会わせようとすること」と
　　 「子どもから学ぶということ」

第５章　子どもの育ちと人的環境
　１ 子どものコミュニケーション能力
　２ 人的環境としての子ども
　３ 人的環境としての保育者

第６章　子どもの育ちと社会的環境
　１ 社会的環境の重要性
　２ 地域社会と子どもの育ち
　３ 地域社会に根づく民衆カリキュラム
　４ 保育者と伝統行事

第７章　幼児期の終わりまでに育ってほしい姿と教育課程
　１ 「生きる力」とカリキュラム・マネジメント
　２ 幼稚園の教育課程と幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

第８章　「主体的・対話的で深い学び」と教育方法の関係
　１ 「主体的・対話的で深い学び」という概念
　２ 「主体的・対話的で深い学び」とは
　３ 幼稚園教育と「主体的・対話的で深い学び」

第９章　幼児理解に基づいた評価
　１ 「幼児理解に基づいた評価」の基本的な考え方
　２ 「幼児理解に基づいた評価」の方法
　３ 記録の活用

第10章　幼児教育・保育における遊び
　１ 幼稚園教育要領における遊び
　２ 「遊び＝学び」について考える
　３ 豊かな遊びと学びを支える条件

第11章　幼児教育・保育における計画と評価
　１ 保育の質の維持と向上を図るために
　２ 幼児教育・保育の計画
　３ 保育における評価
　４ 指導計画の評価の実際

第12章　幼児教育・保育における情報機器（ＩＣＴ）の活用
　１ 幼稚園・保育所におけるＩＣＴの普及
　２ 幼児教育・保育実践を支援するためのＩＣＴ活用
　３ 園務を効率的に処理するためのＩＣＴ活用

第13章　情報活用能力と幼児教育・保育
　１ 情報活用能力の考え方
　２ 情報活用能力を育む指導
　３ 幼児教育・保育の具体的なあり方と保育者自身に
　　 求められる情報活用能力の向上

第14章　幼児教育・保育のこれから
　１ 子どもたちに求められる力
　２ 日本の幼児教育・保育の特徴──国際比較から
　３ 「保育の質」を高めるために

索　引
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本書は，幼児一人ひとりが成長する喜びを実感しな
がら体験を積み重ねるための保育方法・教育方法に
ついて，多くの具体的な事例をまじえて解説する。
保育所保育指針，幼稚園教育要領，幼保連携型認定
こども園教育・保育要領に対応。

新しい保育・幼児教育方法［第２版］

広岡義之／猪田裕子 編著
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◎ 最新の保育所保育指針，幼稚園教育要領，幼保連携型
　 認定こども園教育・保育要領をふまえた改訂版
◎ 保育方法・教育方法について具体的な事例をまじえて
　 解説する

はじめに

第１章　西洋および日本の幼児教育思想の歴史 
　１ 西洋の幼児教育の思想と歴史
　２ 近代以降の日本における幼児教育の思想と歴史

第２章　保育方法の本質
　１ 保育の方法とは何か
　２ 幼稚園教育要領と保育所保育指針，
　　 幼保連携型認定こども園教育・保育要領における保育方法
　３ 保育方法の基本理念

第３章　幼児の発達と保育方法
　１ 愛着性の形成
　２ 日常生活の身辺の自立としての基本的生活習慣の獲得・形成

第４章　環境を通して行う保育
　１ 保育における環境とは
　２ 環境を通しての指導と援助
　３ これからの保育内容と子どもを捉える視点

第５章　幼児の生活・遊びと保育
　１ 幼児の生活とその援助
　２ 幼児の遊びとその援助
　３ 保育の中の自己選択・自己決定・自己責任

第６章　保育形態
　１ 幼児教育・保育方法と形態
　２ 幼児の活動と形態
　３ 子どもにふさわしい園生活の展開

第７章　保育の計画と実践
　１ 計画の意義と必要性
　２ 指導計画の作成のポイント
　３ 指導計画と保育の展開

第８章　幼児理解と保育方法
　１ 幼児理解とは
　２ 幼児理解のための保育者の基本姿勢
　３ 幼児理解と援助・指導の具体的方法

第９章　保育の記録をどう生かすか
　１ 子どもと共に保育を創るために（自己評価を含む）
　２ 保育の記録から
　３ 保育実践を深めるためのアプローチ

第10章　幼児教育・保育に活かす情報メディア――遊具編
　１ いのちを結び，育むメディアとしての絵本
　２ かかわりを育むツール
　３ 幼児教育・保育に活かすメディアとは

第11章　幼児教育・保育に活かす情報メディア――記録編
　１ 保育における記録とメディア
　２ 保護者と子どもと保育者を結ぶメディアとしての記録
　３ 保育における受信と発信の取り組み事例

第12章　これからの保育に求められるもの
　１ 発達障害の子どもたちについての定義
　２ 障害のある幼児の保育と教育
　３ 保育制度の変化から保育に必要な事柄を考える
　４ ライフスタイルの多様性と次世代育成支援対策の推進
　５ 今後の保育・教育に求められるもの

補章１　シュタイナー幼児教育方法の理論
　１ 〈かかわり〉を大切にした幼児教育
　２ 子どもの発達周期（発達段階）
　３ 「模倣存在」としての子どもの幼児教育方法論
　４ 想像力を活かした幼児教育方法論

補章２　シュタイナー幼児教育方法の実践
　１ シュタイナー幼稚園での幼児教育方法の取り組み事例
　２ シュタイナー幼稚園でのさまざまな教育方法・教育活動

索　引
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A5判美装/予240頁　予価：2,200円（本体予価2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09690-9　2024年2月刊行予定

多彩なエピソードから子どもたちの具体的な姿をイ
メージして学べる「保育内容総論」のテキスト。園
生活全体を通して総合的に子どもの育ちを支えてい
く保育者となるために必要な知識と考え方を身につ
ける。

◎ 教育要領，保育指針，教育・保育要領改訂（2018年）に
 　対応したシリーズ
◎ コアカリ，新しい保育士養成課程にも対応
◎ アクティブラーニングの視点を取り入れたワークや
 　事例を豊富に掲載

汐見稔幸／大豆生田啓友 監修
アクティベート保育学 6　

保育内容総論
大豆生田啓友／北野幸子／砂上史子 編著
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はじめに

第１章　遊びの原理と保育内容

第２章　保育の基本と保育内容
　１ 幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連携型認定こども園
　　 教育・保育要領に基づく保育の基本
　２ 幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連携型認定こども園
　　 教育・保育要領で育むもの
　３ 幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連携型認定こども園
　　 教育・保育要領の各年齢段階の保育内容
　　 
第３章　保育内容と子ども理解
　１ 保育における「子ども理解」とは
　２ 「子ども理解」と評価
　３ 子どもの育ちを理解する

第４章　発達を見通した指導計画の作成の理解
　１ 指導計画の基本的な考え方
　２ 長期と短期の指導計画
　３ 個々の子どもからの指導計画作成
　４ 指導計画の効果的な評価
　５ 幼児と行事

第５章　事例で学ぶ　保育の基本的な考え方
　１ 環境を通して行う保育
　２ 生活や遊びを通しての総合的な保育
　３ 子どもの主体性を尊重する保育
　４ 個と集団の発達を踏まえた事例
　５ 養護及び教育の一体的に展開する保育

第６章　事例で学ぶ　生活や遊びを通しての総合的な保育と領域
　１ 保育者と一緒にやってみたいことに出会う
　２ 家庭での体験を再現する
　３ 「やってみたいけど，やりたくない」：葛藤を乗り越える
　４ 繰り返しと予想外のことに出会うこと
　５ リレーを通して，仲間意識を高めていく	

第７章　事例で学ぶ　年齢による主な姿と保育内容①
　　　　――０・１・２歳児
　１ ０歳児クラスの保育内容と実践

　２ １歳児の保育内容と実践
　３ ２歳児の保育内容と実践

第８章　事例で学ぶ　年齢による主な姿と保育内容②
　　　　――３・４・５歳児
　１ 気持ちの安定による自己発揮から他者の思いへの気付きへ
　　 （３歳児３月）　
　２ イメージの深まりや遊びの広がりと試行錯誤（４歳児10月）
　３ 生き物への想いから問題解決をめざす（５歳児５月）
　４ 仲間のみんなが納得する解決策を見出す（５歳児２月）
　５ 子どもの経験を支える保育実践のために	

第９章　事例で学ぶ　家庭や地域との連携
　１ 現代社会における親の子育ての状況と園に求められる役割
　２ 「ともに育てる」ための家庭との連携に向けて
　３ 家庭との連携から地域との連携へ

第10章　事例で学ぶ　小学校との接続
　１ 幼児期の教育と小学校教育をつなぐことがなぜ大切なのか
　２ 小学校のスタートカリキュラムについて学ぼう
　３ 小学校のスタートカリキュラムの授業実践について学ぶ

第11章　事例で学ぶ　多様な保育と保育内容
　１ 長時間保育
　２ 異年齢の子どもたちがかかわって過ごすということ
　３ 特別な配慮を要する子どもの保育
　４ 多文化共生の保育
　５ 緊急事態の対応

第12章　保育内容を深める遊びと教材
　１ 保育内容を深める教材とは
　２ 遊びと教材
　３ 遊びを見る視点
　４ 教材研究を生かした指導案作り

第13章　保育内容の歴史的変遷

近　刊
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B5判美装/240頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08534-7　2020年4月刊行

2018年施行の新しい幼稚園教育要領等に対応した最
新のテキストシリーズ第４巻。乳児から５歳児まで
の園生活のすべてを，具体的なエピソードを交えな
がら，わかりやすく紹介。

◎ 園での生活，保育内容の実際を具体的に学べる
◎ 各章の扉に設けた写真と問いから保育の実際を考え
　 る
◎ 事例や写真を豊富に掲載
◎ 章末のExerciseを通して，さらに学びが深められる

新しい保育講座 4

保育内容総論
渡邉英則／大豆生田啓友 編著
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はじめに	

第１章　ワークで学ぶ保育内容はじめの一歩
　１ 園生活をイメージし，幼稚園・保育所・認定こども園を
　　 知ろう	
　２ 子どもになって保育内容を理解しよう	
　３ 実際の子どもの姿から学んでみよう	

第２章　「幼稚園教育要領」等における保育内容の捉え方　　
　１ 保育内容の捉え直し	
　２ 「幼稚園教育要領」等における保育内容の考え方
　３ 「保育所保育指針」における保育内容の考え方
　４ 子どもの側から保育内容を考えよう	

第３章　子ども理解と評価の考え方	
　１ 保育における子ども理解とは？	
　２ 子ども理解にもとづく評価とは？	

第４章　指導計画の作成の理解	
　１ 指導計画の考え方	
　２ 長期の指導計画と短期の指導計画との関係性	
　３ 具体的な子どもの姿から指導計画を作成する手順と配慮点
　４ 指導計画の評価の考え方	

第５章　遊びや生活を通して学ぶということ	
　１ 「遊び」だけでは育たない？	
　２ 「遊びのなかで学ぶ」とはどんなことだろう	
　３ 遊びと生活との関係	
　４ 改めて「学びとは何か」を考える	

第６章　養護と教育が一体的に展開する保育	
　１ 「養護」と「教育」という言葉	
　２ 子どもの世界をのぞいてみよう	
　３ 「養護」と「教育」の観点から保育を理解する
　４ 「養護」と「教育」の観点から保護者との連携を考える

第７章　子どもの主体性を尊重する保育	
　１ とても大切な主体性を尊重した保育	
　２ 主体的な活動としての遊び	
　３ 子どもの主体性が育まれる環境	

第８章　環境を通して行う保育	
　１ 環境とは何か	
　２ 子どもの育ちを保障する環境	

　３ 主体的な遊びを支える環境	
　４ 保育はデザインするもの	
　５ 「環境を通して行う保育」を考える	

第９章　個と集団の育ちを支える保育	
　１ 「個」を見る，「集団」を見る	
　２ 子どもを見るまなざし	
　３ 一人一人に応じた保育	
　４ 子どもへのまなざし	
　５ 「個」が育つ，関係が育つ	

第10章　家庭や地域との連携をふまえた保育	
　１ 子育て支援としての家庭との連携	
　２ 子育て支援としての地域との連携	
　３ 保育の質を高めるための家庭との連携	
　４ 保育の質を高めるための地域との連携	
　５ 家庭や地域と連携することの意味	

第11章　小学校への接続をふまえた保育	
　１ 小学校への接続をふまえた保育の重要性	
　２ 幼保小連携の取り組み	
　３ 連携から接続へ――学びと育ちの連続性	

第12章　保育の多様な展開	
　１ 長時間保育	
　２ 特別な配慮を要する子どもの保育	
　３ 多文化共生の保育	

第13章　保育内容の歴史的変遷と社会的背景	
　１ 幼稚園の始まりと保育内容	
　２ 保育所保育施設の始まりと保育内容	
　３ 戦後における保育内容の展開	
　４ 「幼稚園教育要領｣ ｢保育所保育指針」の刊行
　　 ――「６領域」の時代	
　５ 子どもを中心にした保育内容へ――「５領域」の始まり
　６ 社会的変化に応じた改訂（定）	
　７ 現在の保育内容
　　 ――「幼稚園教育要領」等の同時改訂（定）	
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遊びと生活をひらく保育内容総論

太田光洋 編著

子どもを環境や人との関わりを通して学び育つ存在
として捉え，子どもの育ちの原動力である生活と遊
びを豊かにする保育内容をわかりやすく解説。現場
や実習場面で生かすことができる生活と遊びの質を
向上させる保育内容の具体的実践について示す。
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◎ 現場のイメージをもって意欲的に学べる
◎ 各章の「学びのポイント」「演習問題」「読書案内」
 　が学習をサポート
◎ 保育士養成課程における「保育内容総論」教授内容
 　に対応

はじめに

　第Ⅰ部　保育の全体構造と保育内容の
　　　　　総合的理解
第１章　保育の基本と保育内容
　１ 保育内容とは何か
　２ 社会の変化，文化の違いと保育
　３ 保育の基底
　４ 保育の全体構造と保育内容
　５ 幼稚園・保育所・こども園における
　　 保育内容

第２章　保育の基本をふまえた保育内容の
　　　　展開
　１ 養護と教育の一体的展開
　２ 保育の基本とその意義，保育者の役割

第３章　子どもの発達と生活に即した保育
　１ 子どもの生活をまるごと理解する
　２ 子どもの育ちをどのように捉えるか
　３ 生活習慣と遊びの発達
　４ 特別な配慮を要する子どもの保育，
　　 関係機関との連携

第４章　乳幼児期の子どもにとっての
　　　　遊びと学び
　１ 保育における「遊び」の位置づけ
　２ 遊びとは何か
　３ 子どもの発達と遊び
　４ 遊びを通して育つ力
　５ 遊びを通しての指導

第５章　保育内容としての遊びや活動の
　　　　具体的展開
　１ 保育環境として遊びを生み出す環境
　２ 環境との関わりから学びを深める
　　 ──実践事例から
　３ 遊びと学びを深める保育者の役割

第６章　保育の計画と評価
　１ 計画の必要性
　２ 保育の計画
　３ 指導計画立案の手順
　４ 指導計画立案と指導のポイント
　５ 保育の記録と評価

　第Ⅱ部　各年齢における保育内容の展開
第７章　０歳児の発達と保育
　１ ０歳児保育の特徴と基本的な生活習慣
　　 の理解
　２ 情緒の発達と信頼関係
　３ 身体機能・運動機能の発達と保育
　４ 非認知的な心を育む保育
　５ 言葉と社会性の発達と保育
　６ 保護者との連携

第８章　１歳児の発達と保育
　１ １歳児の保育を考えるために
　２ １歳児の発達と子どもの姿
　３ １歳児の保育内容と保育者の関わり
　　 ──保育の実践とポイント
　４ 生活習慣の獲得へ向けて
　５ 保育の充実を目指して
　　 ──保育の振り返り
　６ １歳児保育における保育者の役割

第９章　２歳児の発達と保育
　１ 運動機能の発達と保育のポイント
　２ 言葉の発達と保育のポイント
　３ 基本的生活習慣の自立と保育のポイント
　４ 自我の発達と保育のポイント
　５ 他者への関心と保育のポイント

第10章　３歳児の発達と保育
　１ ３歳児の発達と子どもの姿
　２ ３歳児の保育内容と保育者との関わり
　３ ３歳児の保育のポイント

第11章　４歳児の発達と保育
　１ ４歳児の発達と子どもの姿
　２ ４歳児の保育のポイント

第12章　５歳児の発達と保育
　１ ５歳児の発達の特徴と保育
　２ ５歳児の姿と保育者の支援と援助
　３ 幼児期の終わりから学童期への学び

　第Ⅲ部　子どもの育ちと保育内容
第13章　地域の特色を生かした保育を育てる
　　　　──保育内容の個性化
　１ 多様な価値を認めることと保育内容の
　　 個性化
　２ 保育内容を見直す視点
　３ 保育内容をどのように見直すか
　４ 保育方法と環境の見直し

第14章　小学校との接続
　１ 学習者としての子どもの視点（立場）
　　 からの接続
　２ 乳幼児期の遊びから学童期の学びへの
　　 連続性，接続
　３ 接続のための具体的な取り組み
　４ カリキュラムの連続性（接続）
　５ 接続における今後の課題

第15章　保育内容の歴史的変遷
　１ 日本の保育の草創期から戦前・戦中まで
　　 ──恩物中心主義から保育「項目」へ
　２ 戦後の保育の発展
　　 ──「保育要領」から保育６領域へ
　３ 平成期から現在まで
　　 ──保育 5 領域から幼保一体化へ

第16章　保育内容の現代的課題
　１ 現代社会における保育の現状
　２ 多様な保育ニーズ
　３ 現代社会における保育のあり方
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B5判美装/220頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08533-0　2020年4月刊行

保育内容「健康」の考え方とその実際を豊富な事例
を用いながらわかりやすく解説。2018年施行の新し
い幼稚園教育要領等に対応した最新のテキストシリ
ーズ第７巻。領域に関する「専門的事項」および「指
導法」にも対応した一冊。

◎ これからの時代の子どもの育ちを議論する
◎ 各章の扉に設けた写真と問いから保育の実際を考え
　 る
◎ 事例や写真を豊富に掲載
◎ 章末のExerciseを通して，さらに学びが深められる

新しい保育講座 7

保育内容「健康」
河邉貴子／鈴木康弘／渡邉英則 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　乳幼児期の発育発達と領域「健康」
第１章　保育の基本と領域「健康」
　１ 保育の基本と健康
　２ 領域「健康」とは

第２章　乳幼児期の身体の発達と健康
　１ 身体の形態的発達
　２ 身体の機能的発達

第３章　乳幼児期の生活リズムと生活習慣
　１ 乳幼児期の生活リズムの現状と課題
　２ 乳幼児期の基本的生活習慣の現状と課題

第４章　乳幼児期の食生活
　１ 子どもの食を取り巻く現状と課題
　２ 乳幼児期に培いたい「食を営む力」
　３ アレルギーのメカニズム

第５章　乳幼児期の運動発達
　１ 胎児・新生児期の運動発達の特徴
　２ 乳児期の運動発達の特徴
　３ 幼児期の運動発達の特徴
　４ 運動発達における遊びの重要性
　５ 運動遊びが育むたくましい心

第６章　乳幼児期の安全
　１ 乳児・１～２歳児の安全
　２ ３歳以上児の安全
　３ 安全教育と危険の捉え方
　４ 子どもの事故と怪我
　５ 計画的な安全教育
　６ 園で行う避難訓練の実際

　第Ⅱ部　保育内容「健康」の指導法
第７章　領域「健康」と保育方法
　１ 保育内容・領域の基本
　２ 子どもが「健康」に育つために求められること
　３ 指導計画の基本的な考え方
　４ 環境の重要性
　５ 子ども理解と保育者の援助
　６ 子どもが元気に育っていくために

第８章　生活リズム・生活習慣にかかわる指導
　１ 乳幼児期における生活リズム・生活習慣を育む
　　 基本的視点
　２ 自分たちで生活の場をつくり出す力を育む
　３ 生活の連続性を視野に入れた生活習慣の援助

第９章　食育にかかわる指導
　１ 子どもの発達過程に応じた楽しい食の支援
　２ アレルギーへの対応
　３ 食を通した家庭との連携

第10章　運動遊びにかかわる指導
　１ ２歳頃までの運動指導における留意点や工夫
　２ ３歳児以降の運動指導における留意点や工夫

第11章　安全への配慮と子どもへの安全教育
　１ 乳児の安全
　２ 幼児の安全
　３ 安全教育
　４ 医療につなぐ

第12章　領域「健康」にかかわる現代的課題と動向
　１ 子どもの遊びと「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
　２ 小学校教育との接続
　３ 子どもの経験と安全管理
　４ 福島県の子どもの現状とこれから



B5判美装/200頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09582-7　2023年10月刊行

保育内容「健康」領域の基本（領域に関する専門的
事項）と，就学後の主に生活科，体育，道徳，特別
活動につながる領域「健康」の指導法について学ぶ
テキスト。実践例，環境構成や教材例，ＩＣＴ活用も
紹介する。

保育内容「健康」
―― 幼児期の教育と小学校教育をつなぐ

鈴木みゆき／望月文代 編著
ここが

ポイント
!!

◎ モデルカリキュラム「幼児と健康」「健康の指導法」
　 に対応
◎ 幼児期の教育と小学校教育のつながりもわかる
◎ 実践例やworkも充実し，学びが深まる

はじめに
　
　第Ⅰ部　乳幼児期の発達と健康――領域に関する専門的事項
第１章　保育内容　領域「健康」の意義
　１ 乳幼児期の教育と保育内容
　２ 幼児教育において育みたい資質・能力及び
　　 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
　３ 「領域」とねらい・内容とは何か
　４ 領域「健康」が目指すもの
　５ 架け橋期
　
第２章　乳幼児期の発育・発達と心身の健康
　１ 身体の発育・発達
　２ 心の発達と心身の健康
　３ 近年の子ども達を取り巻く発育と発達の課題
　
第３章　乳幼児期の基本的生活習慣
　１ 基本的生活習慣の形成と意義
　２ 食事――食べることの発達と保育
　３ 睡眠――寝ることの発達と保育
　４ 排泄――排泄することの発達と保育
　５ 衣服の着脱――衣服の着脱の発達と保育
　６ 清潔――清潔の発達と保育
　
第４章　乳幼児期の運動発達
　１ 子どものからだの発達
　２ 体力・運動能力の現状
　
第５章　乳幼児期の安全
　１ 子どもの事故・けがの要因
　２ 安全教育と環境管理
　
　第Ⅱ部　保育内容「健康」の指導法――保育内容の指導法
第６章　基本的生活習慣にかかわる指導
　１ 保育の場における「睡眠」
　２ 保育の場における「排泄」
　３ 保育の場における「衣服の着脱」

　４ 保育の場における「清潔」
　５ 家庭との連携
　６ 小学校教育との学びとつながり
　
第７章　食育にかかわる指導
　１ 指導法（アレルギー含む）
　２ 保育の場における「食育（活動）」実践例
　３ 家庭との連携
　４ 小学校教育の学びとつながり
　
第８章　運動遊びにかかわる指導
　１ しなやかな心と体を育てる指導
　２ 遊びを指導するとは
　３ 運動遊びにおける保育者の役割
　４ 動きを引き出す環境を用意する
　５ 日常生活における身体活動
　６ 小学校教育の学びとつながり
　
第９章　安全教育にかかわる指導
　１ 安全教育計画の作成
　２ 防災・減災教育の実際
　３ 救急対応
　４ 小学校教育の学びとつながり
　
第10章　領域「健康」の指導における保育者の役割
　１ 保育者の役割とは
　２ 生活場面での保育者の役割
　３ 運動遊び場面での保育者の役割
　
第11章　指導案，教材研究，模擬保育の取扱い
　１ 指導計画とは
　２ 指導案の作成にあたって
　３ 模擬保育の実際
　
おわりに
索　引

近　刊
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B5判美装/192頁　定価：2,640円（本体2,400円+税）
ISBN 978-4-623-08811-9　2020年4月刊行

子どもたちの丈夫な体，豊かな心，生き生きと活動
できる体力や運動能力・意欲等を育んでいくための
指導方法とは。豊富な実践例や演習問題を盛り込み，
わかりやすく解説した。初学者必携のテキスト。

◎ 領域「健康」の具体的指導法について学べる
◎ 理論と実践を関連づけて学べるように構成
◎ 豊富な事例を掲載

保育内容「健康」
―― 遊びや生活から健やかな心と体を育む

重安智子／安見克夫 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　領域「健康」の意義
　１ 幼稚園教育の基本，保育所保育の
　　 基本等と領域「健康」の関係
　２ 幼児教育において育みたい資質・
　　 能力及び「幼児期の終わりまでに
　　 育ってほしい姿」
　３ 領域「健康」のねらいと内容

第２章　乳幼児期の発育・発達と健康
　１ 体の形態的発育
　２ スキャモンの発育曲線

第３章　乳幼児期の生活習慣と健康
　１ 乳幼児期の基本的な生活習慣の形成
　２ 生活リズムの確立
　３ 睡眠の自立
　４ 排泄の自立
　５ 衣服の着脱の自立
　６ 身辺の清潔の自立

第４章　乳幼児の食生活
　１ 子どもの食を取り巻く現状と課題
　２ 食育の基本と内容
　３ 乳児の食育
　４ ３歳児から就学前の食育
　５ 食育のための環境づくり
　６ 食を通じた保護者支援のあり方
　７ 食物アレルギー

第５章　乳幼児期の発達と運動
　１ 乳幼児期の運動発達の特徴
　２ 体力・運動能力の発達と援助
　３ 心の発達と運動

第６章　乳幼児期の安全
　１ 子どもの行動の特徴について
　２ 子どもの事故やけがの要因と発生場所
　３ 安全教育と安全管理の必要性
　４ 子どもの遊びにおける危険性と事故
　５ ハザードの除去と安全教育
　６ 安全点検の重要性
　７ 園における安全指導計画

第７章　子どもの健康支援
　１ 健康状態の把握
　２ 発育・発達状態の把握
　３ 疾病等への対応
　４ 感染症対策
　５ アレルギー対策
　６ 与薬（投薬）

第８章　遊びと健康
　１ 近年の子どもを取り巻く環境と現状
　２ 幼児期運動指針
　３ 具体的な体を動かす遊びと環境，指導

第９章　体育的行事と健康
　１ 運動会
　２ 水遊び・プール遊び
　３ 園外保育

第10章　特別支援教育
　１ 特別支援教育の歴史と変遷
　２ 幼児教育における特別支援
　３ 保育におけるインクルーシブシステム
　４ 障害の種類
　５ 障害のある乳幼児への支援
　　 （インクルーシブ教育）
　６ インクルーシブ保育の実態

第11章　家庭との連携
　１ 家庭・地域の生活と健康
　２ 親の子どもへの影響
　３ 家庭との連携の重要性
　４ 子育て支援・親子の触れ合いを通して

第12章　領域「健康」と小学校教育との
　　　　つながり
　１ 小学校「体育」の理解
　２ 幼児期から低学年までの発達特性
　３ 乳幼児期の心の発達と
　　 小学校教育へのつながり

第13章　応急処置
　１ 手当の順序と配慮事項
　２ 傷に対する応急処置
　３ 打ち身（打撲），捻挫，脱臼及び
　　 骨折の応急処置
　４ 熱中症（熱射病）の応急処置
　５ けいれんの応急処置
　６ 食物アレルギーの応急処置
　７ 乳幼児突然死症候群
　８ ノロウイルス感染症
　９ 心肺蘇生法（ＡＥＤを含む）

索　引　



A5判美装/248頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09278-9　2023年1月刊行

幼稚園教職課程科目，保育士課程科目に対応した領
域「健康」のテキスト。各章に現場で活用できる指
導の実践例を取り上げ，図解，コラム，イラストを
豊富に掲載し，領域「健康」と指導法についてわか
りやすく学べる。

健やかな育ちを支える領域「健康」

上野奈初美 編著
ここが

ポイント
!!

◎ 各章に現場で活用できる指導の実践例を取り上げた
◎ 図解，コラム，イラストを豊富に掲載し，わかりや
　 すく学べる
◎ 気づく→わかる→できるといった学習者の視点に立
　 ち，重要な基礎的事項は繰り返し解説した

はじめに

第１章　幼児と健康
　１ 健康とは
　２ 領域「健康」のねらいと内容
　３ 健康指導の基本

第２章　発育・発達
　１ 発育・発達とは
　２ 形態的発育：身体
　３ 形態的発育評価の意義とその方法
　４ 機能的発育：生理的側面
　５ 発育評価（身体的側面）
　６ 発達評価（運動機能的側面）

第３章　運　動
　１ 幼児の運動
　２ 運動遊びの指導
　３ 成長と運動
　４ 指導の実際

第４章　生活習慣
　１ 生活習慣とは
　２ 園生活における指導
　３ 生活習慣獲得のための課題

第５章　食　育
　１ 食育の基本と食生活の現状と課題
　２ 食育を推進するための考え方
　３ 食物アレルギー

第６章　幼児の保健
　１ 保育現場における健康管理
　２ 応急処置
　３ 発達障害

第７章　保育における安全管理
　１ 安全管理と事故の動向
　２ 安全教育

第８章　現代的課題――多様な保育ニーズへの対応
　１ 保育におけるＩＣＴ
　２ 異文化理解・多文化共生と健康
　３ 領域「健康」の指導にあたって
　４ 園行事
　５ 保育者の健康

索　　引
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A5判美装/226頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09393-9　2022年4月刊行

汐見稔幸／大豆生田啓友 監修

アクティベート保育学 8　

保育内容「人間関係」
大豆生田啓友／岩田恵子／久保健太 編著

教育要領，保育指針，教育・保育要領で示される領
域「人間関係」のテキスト。指導法のベースとなる
専門的な知識と，具体的に保育を構想する方法を，
子ども達の「人とかかわる力」が育つ姿をイメージ
しながら身につけられる。

ここが

ポイント
!!

◎ 教育要領，保育指針，教育・保育要領改訂（2018年）
　 に対応したシリーズ
◎ 幼稚園教諭の教職課程モデルカリキュラム「幼児と
　 人間関係」「保育内容『人間関係』の指導法」に対応
◎ アクティブラーニングの視点を取り入れたワークや
　 事例を豊富に掲載

保
育
内
容

はじめに

　第Ⅰ部　保育内容「人間関係」の専門的事項
第１章　保育内容「人間関係」をめぐる視点
　１ 人間関係の中にいる「わたし」
　２ かかわり合いと学び
　３ 保育内容の領域「人間関係」とは何だろうか

第２章　人とのかかわりの育ちの意味
　１ ひびきを聴く
　２ 子どもの身になって
　３ お母さんの「ひびき」を聴く

第３章　人とのかかわりの原点
　１ 人とのかかわり合いのはじまり
　２ 共にする世界の広がり
　３ 共にする世界のありよう

第４章　人とのかかわりの発達
　１ 人と共に「よく」生きようとする
　２ かかわり合いの中でわきおこる道徳
　３ ルール（規範）を問い直す

第５章　家族や地域とのかかわりと育ち
　１ 家庭の中での子育て
　２ 子育ての現状
　３ 家庭と保育現場の支え合い，深め合い
　４ 発信をきっかけとした保護者の保育参画
　５ 子ども達にとってより豊かな環境を保障するために

　第Ⅱ部　領域「人間関係」と保育の実際
第６章　領域「人間関係」のねらいと内容
　１ 「乳児保育に関わるねらい及び内容」
　２ 「１歳以上３歳未満児の保育に関わるねらい及び内容」
　３ 「３歳以上児の保育に関するねらい及び内容」

第７章　領域「人間関係」と小学校とのつながり
　１ 幼児期は小学校の準備の場ではない
　２ 葛藤し，折り合いをつける経験を大切にする
　３ 幼児期の教育と小学校の教育のつながり

第８章　それぞれの願いを大切に過ごす３歳未満児の生活
　　　　――領域「人間関係」にかかわる具体的な保育の構想１
　１ 子どもと保育者のかかわり
　２ 子ども同士のかかわり
　３ かかわりを育てる保育の計画とは

第９章　安心感からひろがる３歳児の姿
　　　　――領域「人間関係」にかかわる具体的な保育の構想２
　１ 新しい環境に向き合う３歳児
　２ 園だからこそ生まれる関係性からの育ち
　３ 園でのルールを子どもの姿の背景から探る
　４ 子どもの姿から次の学びへのつながりの可能性を考えてみる

第10章　遊び込み伝え合おうとする４歳児の姿
　　　　――領域「人間関係」にかかわる具体的な保育の構想３
　１ ４歳の発達的特徴を捉えてみよう
　２ 人とのかかわりを育てる保育実践
　３ 気になる子ども
　４ 保育者の役割と援助の視点
　５ 保護者支援
　６ ４歳において大切にすべき活動と指導計画

第11章　目標を共にし協働する５歳児の姿
　　　　――領域「人間関係」にかかわる具体的な保育の構想４
　１ ５歳児の姿から
　２ 誰かが応答してくれるという信頼感
　３ 自分の意見を主張し合える人間関係
　４ 自分達の意見（共有できる目標）を生み出せる人間関係
　５ 「５歳ならでは」の順番，役割
　６ 計画を立てるために

第12章　子ども理解から保育をつくる
　１ 保育・幼児教育における評価の考え方
　２ 幼稚園教育および保育所保育における「評価」とは
　３ 保育をつくる

第13章　領域「人間関係」の現代的課題を考える
　１ 現代社会における人間関係の課題：「群れ育て」の場としての園
　２ 「自立心」の捉え方
　３ 「地域の人とのかかわり」の捉え方
　４ 人間関係の難しさのある子へのかかわり
　５ 異年齢保育における人間関係
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ISBN 978-4-623-09605-3　2024年1月刊行予定

第Ⅰ部では，乳幼児期の人間関係の育ちに関わる環
境と人と関わる力を養うための指導法をわかりやす
く解説する。第Ⅱ部では，子どもの発達過程を理解
し，豊富な事例から発達を踏まえた保育の実践方法
を領域「人間関係」の視点から学ぶ。

◎ 乳幼児期の人間関係の育ちに関わる環境と人と関わる
　 力を養うための指導法をわかりやすく解説する
◎ 豊富な事例を掲載
◎ 幼保接続「架け橋期」を取り上げる
◎ 初学者必携のテキスト

領域「人間関係」
―― 乳幼児期にふさわしい生活で育む

河合優子／大澤洋美／佐々木 晃 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　領域「人間関係」とは
第１章　幼児教育の基本
　１ 幼児教育の重要性
　２ 幼児教育の基本とは
　３ 子どもを取り巻く状況と人間関係
　　
第２章　領域「人間関係」のねらいと内容
　１ 領域「人間関係」のとらえ方
　２ 乳児保育
　３ １歳以上３歳未満児の保育
　４ ３歳以上児の「人間関係」
　　
第３章　遊びの中での人とのかかわり
　１ 環境を通しての教育
　２ 遊びや生活と幼児の育ち
　３ かかわりの中で育つ非認知能力
　
第４章　乳幼児期における人とのかかわりの発達
　１ 人とのかかわりの重要性
　２ 愛着形成の理論と実際
　３ 依存から自立へ
　４ 他児への関心
　　
第５章　人とのかかわりの発達
　１ いざこざから生み出されるもの
　２ 共感・思いやり，道徳性と規範意識の芽生え
　３ 個と集団の育ち
　　
第６章　保育者の様々な役割
　１ 求められる保育者像
　　 ――人とかかわる力を育てる保育者の役割
　２ 幼児とつくる保育
　３ 保育の楽しさ
　
第７章　家族や地域とのかかわりと育ち
　１ 家族を支え，支えられる
　２ 様々な人とのかかわり
　３ 地域の中での役割

　第Ⅱ部　子どもの発達と人間関係
第８章　０歳児における人とのかかわりの発達と保育者の援助
　１ ０歳児の人とのかかわりの発達
　２ アタッチメントの重要性
　３ 保育者の援助
　４ 保護者への支援
　　
第９章　１，２歳児における人とのかかわりの発達と保育者の援助
　１ １，２歳児における人間関係の意義
　２ １，２歳児の人間関係の発達と保育者の援助
　３ 人間関係の育ちを支える援助とは
　
第10章　３，４，５歳児における人とのかかわりの発達と
　　　　保育者の援助
　１ ３歳児―― 一人ひとりの経験から
　２ ４歳児――友達の思いに気づく
　３ ５歳児――友達との関係の中で
　４ 小学生との交流

第11章　人とのかかわりが難しい子どもへの支援
　１ 特別支援教育と多様性
　２ 障害のある子どもへの支援
　３ 外国籍の子どもへの支援

第12章　子ども理解から保育をつくる
　１ 子ども理解から始まる保育
　２ 指導計画を立てる
　３ 指導案を作成する
　４ 幼児と児童の交流活動を考える

第13章　発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育
　１ 幼児期から児童期への発達や学びの連続性
　２ 幼小接続に関する基本的な考え方
　３ 接続期の事例からみる人とのかかわり

演習課題　回答のためのヒント
索　　引

近　刊

本チラシの情報は2023年９月時点のものです。

保
育
内
容



B5判美装/208頁　定価：2,640円（本体予価2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09604-6　2024年1月刊行予定

第Ⅰ部では領域「人間関係」に必要な知識や年齢ご
との発達を具体的に解説し，第Ⅱ部は「保育内容の
指導法」を指導案作成や模擬保育などアクティブラ
ーニング形式の授業で活用できる構成にした。豊富
な指導計画を掲載した実用的な一冊。

◎ 「幼児と人間関係」「保育内容の指導法（人間関係）」の２つの授業を網羅
◎ 教職課程コアカリキュラムの内容をふまえ，保育士養成課程に対応
◎ 指導案作成や模擬保育などアクティブラーニング形式の授業で活用で
　 きる
◎ 「地域子育て支援拠点での保育者の役割」を解説する
◎ 現代の人間関係を取り巻く課題を示し，課題解消となる考え方・保育
 　方法を提示する

実践につながる 新しい保育内容「人間関係」
―― 共生を育む保育をめざして

山本陽子／大浦賢治 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに
カリキュラムと本書の対応表

　第Ⅰ部　講義編
第１章　子どもをとりまく現代社会の状況
　１ 子どもをとりまく現代的課題と子どもの生活の変化
　２ 新しい時代に求められる幼児教育効果としての非認知能力
　３ 領域「人間関係」の成り立ちと目指すもの

第２章　領域「人間関係」
　１ ０歳児のねらいと内容における「人間関係」
　２ 領域「人間関係」における１歳以上３歳未満児のねらいと内容
　３ 領域「人間関係」における 3 ～５歳児のねらいと内容

第３章　０歳児における人間関係と援助
　１ ０歳児の心身の育ちと人間関係
　２ 人との関わりを育むあそび

第４章　１～２歳児における人間関係と援助
　１ １～２歳児の心身の育ちと人間関係
　２ 人との関わりを育むあそび（保育者による支援）

第５章　３～５歳児における人間関係と援助
　１ ３～５歳児の心身の育ちと人間関係
　２ 人との関わりを育むための子ども理解
　３ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿と小学校への接続

第６章　人との関わりが難しい子どもへの支援
　１ 集団生活に困難が伴う子どもとは
　２ インクルーシブな保育に向けて

第７章　子育て支援における人との関わり
　１ 子育て支援
　２ 園における保護者支援の種類と関わり
　３ 子育て支援センターにおける「おもちゃの広場」の実践例

第８章　保育における現代的課題
　１ ＩＣＴ技術の発展と幼児期の影響
　２ 外国にルーツをもつ子どもや家族との関わり

　第Ⅱ部　演習編
第９章　保育環境としての保育者のあるべき姿
　１ 保育者としての理想像とは
　２ 子ども理解のための自己理解
　３ 保育環境としての人間関係

第10章　事例からみる０歳児における人との関わり
　１ ０歳児の心身の育ちと人間関係
　２ あそびと生活における保育者との関わり

第11章　事例からみる１～２歳児における人との関わり
　１ １～２歳児の心身の育ちと人間関係
　２ あそびと生活における保育者との関わり

第12章　事例からみる３～５歳児における人との関わり
　１ ３～５歳児の心身の育ちと人間関係
　２ あそびと生活における保育者との関わり
　３ 小学校への接続と幼稚園幼児指導要録

第13章　事例からみる特別な支援を必要とする子どもと人との
　　　　関わり
　１ 障害のある子ども・気になる子どもと保育者の援助
　２ インクルーシブな保育の実際

第14章　人間関係を育む指導計画・評価
　１ 保育を豊かにする教材研究の方法
　２ 人間関係を育む指導計画のアイデア
　３ 模擬保育の実施による相互評価と自己評価

第15章　保育における現代的課題
　１ 幼児期におけるＩＣＴの活用
　２ 多文化共生保育の実現に向けて

終　章　新しい時代の保育とは
　１ 持続可能な社会を目指す教育
　２ 自己肯定感を育む保育
　３ 人間関係の重要性について

演習問題解答例
こども基本法
さくいん

近　刊

本チラシの情報は2023年９月時点のものです。
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B5判美装/232頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
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保育内容「環境」の考え方とその実際を豊富な事例
を用いながらわかりやすく解説。2018年施行の新し
い幼稚園教育要領等に対応した最新のテキストシリ
ーズ第９巻。領域に関する「専門的事項」および「指
導法」にも対応した一冊。

◎ 「環境」を考えるための具体的な事例や写真を豊富に
　 掲載
◎ 各章の扉に設けた写真と問いから保育の実際を考え
　 る
◎ 章末のExerciseを通して，さらに学びが深められる

新しい保育講座 9

保育内容「環境」
久保健太／髙嶋景子／宮里暁美 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　保育内容（領域「環境」）の専門的事項
第１章　子どもを取り巻く環境
　１ 子どもを取り巻く環境って？
　２ 環境を考える視点
　３ ５つの視点からの年齢ごとの取り組み
　４ あらためて子どもを取り巻く環境とは

第２章　身近な環境とのかかわりと感性の育ち
　１ 手で感じる
　２ 気になるから，かかわり続ける
　３ 自分でいろいろに感じ取る
　４ 「感じる」を根っこにして育つ子どもたち

第３章　モノとのかかわりを通して生まれる育ち（学び）
　１ モノとのかかわりから生まれる育ち・学びとは
　２ モノとは
　３ モノとのかかわりを支える保育者とは

第４章　自然とのかかわりを通して生まれる育ち（学び）
　１ なぜ「自然」とかかわることが大切なのか
　２ 自然とのかかわりの中身
　３ 自然とのかかわりを通した経験内容
　４ 自然とのかかわりを通して生まれる育ち（学び）

第５章　社会とのかかわりを通して生まれる育ち（学び）
　１ 社会とのかかわり
　２ 環境から見えてくる「社会」と社会とのかかわり方

　第Ⅱ部　保育内容（領域「環境」）の指導法
第６章　保育における「領域」の意義と領域「環境」のねらい
　　　　及び内容
　１ 保育の基本と「領域」の意義
　２ 領域「環境」のねらい及び内容
　３ 保育における評価の考え方

第７章　乳児保育における「環境」とのかかわり
　１ 探索的にものとかかわる子どもを育てる
　２ 多様な動きを引き出す保育の計画
　３ 明日の保育につながる保育の振り返り

第８章　モノとのかかわりを支える保育の展開
　１ 遊びの深まりによってモノへの理解や感覚が豊かに
　　 なっていく子どもたち
　２ 遊びの中で繰り返される失敗から学ぶ子どもたち
　３ 継続した育ちや学び，遊びを支えるとは

第９章　自然とのかかわりを支える保育の展開
　１ 時間，空間を保障しよう
　２ かかわる自由を保障しよう
　３ 子どもが感じることを受け止めよう
　４ 多様な自然と出合う機会を保障しよう
　５ かかわりを深める援助をしよう
　６ 多様性を大事にしよう
　７ 自分のこととして考える経験となるようにしよう
　８ 自然とのかかわりを支える保育の指導案の作成にあたって

第10章　社会とのかかわりを支える保育の展開
　１ 社会とかかわる力の根っこを育てる
　２ 生活に関係の深い情報や施設などへの興味や関心を促す
　３ 地域の伝統や文化，外国の文化などへの興味や関心を促す

第11章　領域「環境」と小学校教育のつながり
　１ 保育と小学校教育とのかかわり
　２ 小学校教育への接続を意識した幼児教育・保育の展開の
　　 可能性

第12章　環境における現代的課題と保育
　１ 安心して続いてゆく毎日があってこそ
　２ ヒト社会が安心して続いてゆくためには
　３ このままではヒト社会が続いてゆくことは難しい
　４ 資本主義が生み出した問題，そして SDGs へ
　５ カギとなるノンヒューマンへのまなざし
　６ 私たちの世代が初めて取り組む保育の実際を考えてみよう

第13章　共に環境を創造する「創り手」としての子ども・保育者・
　　　　保護者の育ち合い
　１ 子どもと保育者が一緒に創る環境
　２ 環境と対話する子どもたち
　３ 大人と子どもの響き合い
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ISBN 978-4-623-09251-2　2022年1月刊行

保育学生のための「幼児と言葉」「言葉指導法」

馬見塚昭久／小倉直子 編著

幼稚園教諭，保育士を目指す人のための「幼児と言
葉」「言葉指導法」に関するテキスト。言葉とは何か，
児童文化財における言葉，年齢別の言葉の発達など，
乳幼児の保育における言葉と言葉指導法について要
点をわかりやすく解説する。

ここが

ポイント
!!

◎ 年齢別の言葉の発達と言葉指導法の要点をわかりや
　 すく解説
◎ 児童文化財（絵本，おはなし，紙芝居など）につい 
 　て詳述
◎ 図版，事例，イラストを豊富に掲載

保
育
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容

はじめに

　第１部　幼児と言葉
１　人間と言葉
　１ 言葉と文化
　２ 言葉とは何か

２　乳幼児期の言葉の獲得
　１ なぜ話せるようになるのか
　２ 言葉の仕組みを見つける

３　言葉の豊かさ
　１ 日本語の特徴
　２ 言葉を感じる

４　言葉遊び
　１ 子どもと言葉遊び
　２ 言葉遊びの実際

５　児童文化財①　〔おはなし〕
　１ 児童文化財とは
　２ おはなし

６　児童文化財②　〔紙芝居〕
　１ 紙芝居とは
　２ 紙芝居の実際

７　児童文化財③　〔絵本とは何か〕
　１ 絵本の基礎知識
　２ 絵本の特性と絵の構成要素

８　児童文化財④　〔絵本と子ども〕
　１ 絵本の読み聞かせ
　２ 絵本に描かれた子ども

　第２部　言葉指導法
９　領域「言葉」とは
　１ 領域の考え方と言葉の育ち
　２ 領域「言葉」と保育の方法

10　子どもの発達と言葉
　１ 乳児の発達と言葉の獲得
　２ 幼児の発達と言葉の役割

11　前言語期のコミュニケーションと保育
　１ 言語獲得前のコミュニケーション
　２ コミュニケーションを育むための働きかけ

12　話し言葉の機能と発達
　１ 「話す」ということ
　２ 園生活で話す力を育てる

13　書き言葉の発達と保育
　１ 文字の読み書きと保育
　２ 文字の読み書きを支援する方法

14　言葉に関する諸問題
　１ 言葉に関する課題
　２ 母語が日本語ではない子ども
　３ 子どもとデジタルメディア

15　言葉を育む保育の構想
　１ 領域「言葉」と指導計画
　２ 保育の評価と保幼小連携

16　現代社会と言葉
　１ 子どもを取り巻く言語環境

索　引
参考文献
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B5判美装/184頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08812-6　2020年3月刊行

豊かな言葉を獲得し，考えたり，表現したり，想像
したりして新たな価値を生み出していける子どもた
ちを育てるにはどうすればよいか。本書では，豊富
な事例をとりいれ，具体的な指導法をわかりやすく
解説する。

◎ 領域「言葉」の具体的指導法について学べる
◎ 理論と実践を関連づけて学べるように構成
◎ 豊富な事例を掲載

保育内容「言葉」
―― 乳幼児期の言葉の発達と援助

塩 美佐枝／古川寿子 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　言葉の誕生
　１ 人間と言葉
　　１ 言語に関する神話的世界観
　　２ 言語の科学的実験の始まり
　　３ 言葉の起源をめぐる哲学説
　　４ 科学の進歩と新事実の発見
　　５ 赤ちゃんの言葉を考察する
　　６ 目指すはコロンブスの勇姿
　２ 象徴としての言葉
　　１ 言葉の獲得とそれを支える保育者
　　　 の関わり
　　２ 子どもの姿を通して考える象徴と
　　　 しての言葉
　３ イメージと言葉
　　１ イメージの始まり
　　２ イメージと行動
　　３ イメージと言葉
　　４ ごっこ遊びとイメージ

第２章　言葉の役割
　１ 伝達機能
　　１ 「伝達機能」としての役割
　　２ 乳児期
　　　 ――言葉にならない「ことば」
　　　 　　からの始まり
　　３ 幼児期
　　　 ――自分と異なる「他者」との
　　　 　　出会い
　　４ 「伝わる言葉」を育む
　　５ 伝達時における保育者の関わり
　２ 思考機能
　　１ 子どもの姿を通して考える
　　　 思考機能
　　２ 子どもの発達をふまえた言語環境
　　　 や言語活動の充実
　３ 言葉の行動調整機能
　　１ 他者からの言語による依頼，命令，
　　　 示唆によって行動を調整

　　２ 子ども自身の外語によって自分の
　　　 行動を調整する
　　３ 自分自身の内語によって行動を
　　　 調整する

第３章　言葉の発達
　１ 言葉の発達の理論
　　１ 保育者が言葉の発達を理解
　　　 すること
　　２ 言葉の機能と発達の区分
　２ 各年齢の特徴
　　１ 前言語期（誕生～１歳頃）
　　２ 発語期（１～３歳頃）
　　３ 幼児期（３～６歳頃）
　　４ 学齢期（６歳頃～）

第４章　言葉の獲得を支える環境
　１ 物との関わり
　２ 体験との関わり
　３ 人との関わり
　４ メディア，文化財との関わり
　　１ テレビ等の映像
　　２ 絵本
　　３ 紙芝居
　　４ 人形劇
　　５ ペープサート
　　６ パネルシアター
　　７ 素話
　　８ 写真による記録

第５章　保育内容としての領域「言葉」　
　　　　の理解
　１ ３歳未満児の「言葉」の獲得
　　１ 言葉の始まり
　　２ 保育内容とは
　　３ ３歳未満児の保育内容
　　４ 乳児保育に関わるねらい及び内容
　　５ 乳児の言葉の獲得と保育者の役割

　　６ １歳以上３歳未満児の保育に
　　　 関わるねらい及び内容
　　７ １歳以上３歳未満児の言葉の獲得
　　　 と保育者の役割
　２ ３，４，５歳児の領域「言葉」
　　１ ねらい・内容の取扱い
　　２ 具体的な内容

第６章　言葉の指導に配慮が必要な
　　　　幼児への指導
　１ 言葉の障害
　　１ 聴覚障害による言語の遅れ
　　２ 構音障害
　　３ 吃音
　　４ 発達障害
　　５ 場面緘黙
　　６ 虐待
　　７ 体験不足による言葉の遅れ
　　８ 保護者との連携
　　９ 園内や関係機関との連携
　２ 外国人幼児の日本語の獲得と母語の
　　 保持
　　１ 外国人幼児の現状
　　２ 外国人幼児の日本語の獲得と
　　　 保育者の役割

第７章　絵本，紙芝居等と幼児の関わり
　１ 絵本
　２ 紙芝居
　３ 人形劇
　４ 劇遊び

第８章　言葉遊びを使った指導
　１ わらべ歌
　２ かるた遊び
　３ しりとり遊び

索　引
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B5判美装/244頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08545-3　2019年4月刊行

2018年施行の新しい幼稚園教育要領等に対応した最
新のテキストシリーズ第11巻。保育内容「表現」の
考え方とその実際を豊富な事例を用いながらわかり
やすく解説。領域に関する「専門的事項」および「指
導法」にも対応した一冊。

◎ 各章の扉に設けた写真と問いから保育の実際を考え
　 る
◎ 事例や写真を豊富に掲載
◎ 章末のＥｘｅｒｃｉｓｅを通して，さらに学びが深められる

新しい保育講座 11　

保育内容「表現」
小林紀子／砂上史子／刑部育子 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに
　第Ⅰ部　領域に関する専門的事項
第１章　子どもの遊びや生活における表現
　１ 子どもの遊びや生活における領域「表現」の位置づけ
　２ 「子どもの存在」としての表現　
　３ 審美性を尊重する保育の場　
第２章　乳幼児期の発達と表現
　１ 表現における素材と出会う喜び　
　２ 他者との関わりのなかで表現が生まれる　
　３ 表現の源にある強い意思と願い　
　４ 表現の場と物語　
　５ 表現と鑑賞　
第３章　身体的な感性と表現
　１ 身体の諸感覚と感性及びイメージ　
　２ 諸感覚による身の周りのものとの出会いと身体表現　
　３ 身体表現の楽しさとその要因　
　４ 身体表現の活動例　
　５ 乳幼児の身体表現を豊かにする基礎的な知識と技能　
第４章　造形的な感性と表現
　１ 身体の諸感覚と造形的感性及びイメージ　
　２ 諸感覚による身の周りのものとの出会いと造形表現　
　３ 造形表現の楽しさとその要因　
　４ 造形表現の活動例　
　５ 乳幼児の造形表現を豊かにする基礎的な知識・技能　
第５章　音楽的な感性と表現
　１ 身体の諸感覚と音楽的感性　
　２ 諸感覚による身の周りのものとの出会いと音楽表現　
　３ 音楽表現の楽しさとその要因　
　４ 音楽表現の活動例　
　５ 乳幼児の音楽表現を豊かにする基礎的な知識・技能　

　第Ⅱ部　保育内容の指導法
第６章　領域「表現」の歴史と内容
　１ 領域「表現」以前の保育内容　
　２ 領域「表現」の誕生　
　３ 領域「表現」のねらい及び内容，内容の取扱い　
第７章　領域「表現」と小学校教科等とのつながり
　１ 接続という時期　
　２ 幼児期から児童期へ　
　３ 子どもの見方をつなぐ　
第８章　領域「表現」と環境構成
　１ 保育における表現と環境　
　２ 環境構成の実際　
第９章　３歳未満児の領域「表現」の指導方法及び
　　　　保育の構想
　１ 遊びや生活における「表現」　
　２ 行事への取り組みと「表現」　
　３ 保育の構想と省察　
第10章　３歳以上児の領域「表現」の指導方法及び
　　　　保育の構想
　１ 遊びや生活における「表現」　
　２ 行事への取り組みと「表現」　
　３ 保育の構想と省察　
第11章　造形表現の教材と指導法
　１ 造形表現とねらい　
　２ 教材研究　
　３ 造形活動の実践　
第12章　音楽表現の教材と指導法
　１ 音楽表現とねらい　
　２ 教材研究　
　３ 音楽表現活動の実践　
第13章　乳幼児期の表現に関わる現代的課題
　１ 「社会や環境の変化」と子どもの表現　
　２ 保育者養成と表現　
　３ 課題と可能性
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A5判美装/274頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-08860-7　2020年4月刊行

新しい教育要領・保育指針・教育・保育要領，コア
カリ，新保育士養成課程に対応した保育者養成テキ
ストシリーズ第11巻。子どもたちが，感じたことや
考えたことを自分なりに表現するために，保育者に
求められることとは何か。

◎ 新しい教育要領，保育指針，教育・保育要領に対応した
　 シリーズ
◎ 各章冒頭に設けたWORKを通して，主体的・対話的で深
　 い学びへと誘う
◎ 豊かな感性と表現を育む保育とは何か，豊富な事例から
　 具体的に学べる

汐見稔幸／大豆生田啓友 監修

アクティベート保育学 11　

保育内容「表現」
岡本拡子／花原幹夫／汐見稔幸 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　領域「表現」の専門的事項
第１章　子どもの感性と表現
　１ 乳幼児の生活や遊びにおける領域
　　 「表現」の位置づけ
　２ 「表現」と「感性」
　３ 感性を育てることの意義

第２章　子どもの発達と表現
　１ 表現の発達の背景
　２ 身体表現の発達
　３ 造形表現の発達
　４ 音楽表現の発達
　５ 総合的活動としての表現

第３章　身体的な感性を育む表現
　１ 日常の保育のなかの身体表現
　２ イメージと身体の動き
　３ 自分たちの物語を即興で自分たちで
　　 つくる（What comes next）
　４ 普段の遊びで楽しんできたことが
　　 発表会の劇になる

第４章　造形的な感性を育む表現
　１ 子ども本来の自由な造形表現とは
　２ 保育現場における造形表現活動の
　　 実際
　３ 子どもの豊かな造形表現を支える
　　 保育者として

第５章　音楽的な感性を育む表現
　１ 身近な環境との関わりにおいて
　　 育まれる音楽的感性と表現
　２ 「わらべうた」遊びにおいて育まれる
　 　音楽的感性と表現
　３ 和楽器を用いた活動において
　　 育まれる音楽的感性と表現
　４ 子どもの音楽的感性と表現の育ちに
　　 寄り添う保育者として

第６章　保育における「表現」の歴史的変遷
　１ 領域「表現」誕生のルーツをたどって
　２ 「描くこと」「つくること」の育ちは
　　 どのように考えられてきたか
　３ 「身体」の教育はどのように
　　 考えられてきたか
　４ 保育のなかの歌・音・音楽
　５ 行事のルーツをたどって
　６ これからの領域「表現」を考えるために

　第Ⅱ部　領域「表現」の指導法
第７章　領域「表現」のねらい及び内容
　１ 乳児保育に関わるねらい及び内容
　２ １歳以上３歳未満児の保育に関わる
　　 ねらい及び内容
　３ ３歳以上児の保育に関するねらい
　　 及び内容
　４ 領域「表現」の観点から見る保育の
　　 評価

第８章　領域「表現」と小学校教科等との
　　　　つながり
　１ 領域「表現」と音楽科とのつながり
　２ 領域「表現」と図画工作科との
　　 つながり
　３ 領域「表現」とその他の教科との
　　 つながり

第９章　身体を介した表現と指導法
　１ 表現をする存在としての子ども
　２ 身体の表現がもつ意味
　３ 身体を介した表現や遊びが生まれる
　　 保育のために

第10章　モノを介した表現と指導法
　１ 感性と造形表現について
　２ 子どもの主体的な造形表現の理解：
　　 オモシロサの視点
　３ 子どもの主体的な造形表現と
　　 その具体的な援助

第11章　音を介した表現と指導法
　１ 園生活のなかで育まれる乳幼児の
　　 素朴な音楽的表現
　２ 子どもの主体的な音楽的表現が
　　 育まれるための援助や環境
　３ 音楽的表現活動の指導と援助
　４ 音を介した表現活動の保育構想と
　　 その評価

第12章　乳児保育における「表現」
　１ 生理的な欲求の表現
　２ 感じることの表現
　３ 学ぶ意欲としての表現
　４ 一人遊びのなかの表現

第13章　豊かな感性と表現を育む
　　　　環境づくり
　１ 自分自身と環境
　２ 感性と表現
　３ 子どもの特性
　４ 多様で手ごたえのある環境
　５ 自然という環境
　６ 時間という環境
　７ 人間という環境
　８ 人間として育つために
　９ 子どもにふさわしい生活

第14章　子どもの感性を育む保育者
　１ 感性を育む保育者とは
　２ 「どうして」と「どのように」
　３ 保育のアクチュアリティ
　４ 主語の偏在，感性の所在

おわりに
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幼稚園・保育所・家庭で
楽しくうたあそび 123［改訂版］

河北邦子／坂本久美子 編著

◎ 子どもとたのしく歌ってあそべる楽曲123曲を収録
◎ ３歳未満児を対象としたわらべうた教材も豊富
◎ 保育所保育指針，幼稚園教育要領の改訂にあわせて
　 内容を改訂

B5判美装/212頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09339-7　2022年4月刊行

保育者養成，保育現場，家庭で活用できる音楽教材
集。歌う活動だけでなく器楽や身体活動への応用も
盛り込んだ幼児歌曲 123曲を収録。遊び方，工夫の
ヒントも盛り込んだ。新しい保育所保育指針，幼稚
園教育要領に沿って改訂。

はじめに

　Ⅰ　子どもの発達と
　　 うたあそび──理論編
１　表現へのみちすじ
２　音楽表現のはじまり
３　うたあそびと子どもの発達
４　子どもの音楽文化
５　領域「表現」に求められるもの
６　子どもの発達を促す保育の
　　在り方

　Ⅱ　実践編（1）──幼児歌曲
［春の歌］
１.　おはながわらった
２.　せんせいとお友だち
３.　やぎさんゆうびん
４.　こいのぼり
５.　とけいのうた
６.　ぽかぽかてくてく

［夏の歌］
７.　あめふり
８.　あめふりくまのこ
９.　水あそび
10.　おつかいありさん
11.　おばけなんてないさ
12.　かえるの合唱
13.　かたつむり
14.　たなばたさま
15.　ながぐつマーチ
16.　南の島のハメハメハ大王
17.　バナナのおやこ
18.　はなび

［秋の歌］
19.　大きなくりのきのしたで
20.　きのこ
21.　たき火
22.　こおろぎ

23.　どんぐりころころ
24.　とんぼのめがね
25.　まつぼっくり
26.　はたけのポルカ
27.　やきいもグーチーパー

［冬の歌］
28.　北風小僧の寒太郎
29.　サンタクロース
30.　あわてん坊のサンタクロース
31.　もちつき
32.　お正月
33.　ゆき
34.　まめまき
35.　うれしいひなまつり

［動きを誘う歌］
36.　大きなたいこ
37.　おもちゃのチャチャチャ
38.　おはなしゆびさん
39.　さんぽ
40.　あひるのぎょうれつ
41.　こぶたぬきつねこ
42.　しあわせなら手をたたこう
43.　バスごっこ
44.　金太郎
45.　手をつなごう
46.　わにのうた
47.　やまのおんがくか

［みんなの歌］
48.　おんまはみんな
49.　ことりのうた
50.　すうじのうた
51.　ぞうさん
52.　ドレミの歌
53.　ハッピー・バースデー
54.　ふしぎなポケット
55.　みんなのなまえ
56.　ゆりかごのうた

　Ⅲ　実践編 (2) ──あそびうた
１.　かなづちトントン
２.　トントントントンひげじいさん
３.　木登りコアラ
４.　あたま・かた・ひざ・ポン
５.　さかながはねて
６.　５つのメロンパン
７.　いっぽんばし にほんばし
８.　いわしのひらき
９.　はじまるよ
10.　ピクニック
11.　ゆびのはくしゅ
12.　キャベツの中から
13.　５人の家族
14.　グーチョキパーでなにつくろう
15.　いとまき
16.　カレーライスのうた
17.　コロコロたまご
18.　ごんべさんのあかちゃん
19.　でんでんむしどこだ
20.　小さな庭
21.　パンダ うさぎ コアラ
22.　もうじゅうがりにいこう
23.　かっこうのごあいさつ
24.　アブラハムの子
25.　おにのパンツ
26.　かもつれっしゃ

［わらべうた］
27.　おべんとうばこのうた
28.　こどもとこどもが けんかして
29.　十べえさんと八べえさん
30.　おてらのおしょうさん
31.　げんこつやまのたぬきさん
32.　おもちつき
33.　おちゃをのみに
34.　ねこがごふくやに
35.　あんたがたどこさ
36.　なべなべ

37.　ゆうびんやさん
38.　かおかお
39.　とんぼやとんぼ
40.　だるまさん
41.　にぎりぱっちり
42.　はなちゃん
43.　ほっぺのもっちゃ
44.　ここはとうちゃん
45.　ねずみねずみ
46.　とうきょうと にほんばし
47.　いちり
48.　てってのねずみ
49.　いないいない ばあ
50.　かくれよ ばー
51.　じーじーばー
52.　どんぐり ころちゃん
53.　おふねはぎっちらこ
54.　うまはとしとし
55.　えんやらもものき
56.　たけんこが はえた
57.　じごく ごくらく
58.　かごかご
59.　こめこめ
60.　なかなか ほい
61.　ちょちちょち あわわ
62.　あしあし あひる
63.　たまげた こまげた
64.　くまさん くまさん
65.　どっちん かっちん
66.　ももや ももや
67.　かれっこやいて

楽曲索引
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楽しみながら保育の現場で歌われる曲が弾けるよう
になるピアノ楽譜集。季節の歌，行事の歌，子ども
たちに人気の歌など134曲を掲載。伴奏は難易度を
幅広く設定した。現場の保育士も独学でやさしく学
べる一冊。

◎ 保育の現場で役に立つ曲が弾けるようになる
◎ 伴奏の響きの美しさに触れ，ピアノを弾くのが楽しく
　 なる
◎ 基礎的な曲から応用まで豊富に掲載
◎ 楽典やアンサンブルについても理解できる

保育のためのやさしい子どもの歌
―― 弾き歌い・合奏・連弾・合唱

有村さやか／今泉明美／望月たけ美 編著
ここが

ポイント
!!

ここが

ポイント
!!

はじめに
演奏のための基礎知識

　第 1部　ピアノ弾き歌い編

　第 2部　実践編――創作・合唱・合奏・連弾
Ⅰ  さまざまな音符や休符を知ろう
Ⅱ  歌をつくってみよう

Ⅲ  声でさまざまな表現を楽しもう
Ⅳ  リズムをつくってみよう
Ⅴ  保育現場の合奏曲
Ⅵ  奏法による音楽遊びの実践
Ⅶ  アンサンブルを楽しもう～ピアノ連弾～

参考文献
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ISBN 978-4-623-08642-9　2019年4月刊行

「乳児保育とは何か」を理解し実践につながる知識
を学べるテキスト。グループディスカッションの
テーマやロールプレイなど豊富な演習課題や資料
も収載した。「保育所保育指針」「幼保連携型認定
こども園教育・保育要領」にも対応。

松本峰雄 監修

よくわかる！ 保育士エクササイズ 5

乳児保育 演習ブック［第２版］

池田りな／才郷眞弓／土屋 由／堀 科 著
ここが

ポイント
!!

◎ 2019年度からの保育士養成課程「乳児保育Ⅰ」「乳
　 児保育Ⅱ」に対応
◎ 講義にも演習にも使うことができる
◎ 最新の指針，要領に対応し，資料も最新版に対応
◎ 豊富な演習課題を収載した使いやすいテキスト

はじめに
第１章　講義編　
　１コマ目　乳児保育とは何か　
　　１ 乳児とは何か
　　２ 乳児保育はどこで行われているのか
　　３ 乳児保育はなぜ必要か　
　　演習課題
　２コマ目　「保育所保育指針」における
　　　乳児保育の理念と概念　
　　１ 乳児保育の理念と目標　
　　２ ３つの視点と，愛情豊かに，
　　　 応答的に行われる保育　
　　３ 児童福祉施設の設備及び運営に
　　　 関する基準　
　　演習課題
　３コマ目　乳児保育の歴史　
　　１ 乳児保育の始まり　
　　２ 諸外国における特徴的な保育・
　　　 幼児教育の現状　
　　演習課題
　４コマ目　乳児保育の基礎知識１
　　１ 乳幼児の心の発達理論　
　　２ ０〜３歳児（低年齢児）の発達の特徴
　　３ ０〜３歳児（低年齢児）の発達過程
　　４ 自我の芽生えと自己統制力　
　　演習課題
　５コマ目　乳児保育の基礎知識２
　　１ 幼児教育を行う施設としての
　　　 保育の目標　
　　２ 乳児保育に関わるねらい及び内容
　　３ １歳以上３歳未満児の保育に
　　　 関わるねらい及び内容　
　　演習課題
　６コマ目　乳児保育の基礎知識３
　　１ 保育の実施に関わる「配慮事項」　
　　２ 特別な配慮が必要な子どもへの支援
　　演習課題
　７コマ目　保育所・認定こども園に
　　　おける乳児保育１　
　　１ 保育所とは　
　　２ 認定こども園とは　
　　３ 乳児保育の物的環境　
　　４ 乳児保育の人的環境　
　　演習課題
　８コマ目　保育所・認定こども園に
　　　おける乳児保育２　
　　１ 保育所の生活活動　
　　２ 幼保連携型認定こども園における
　　　 生活活動　
　　演習課題
　９コマ目　乳児院における乳児保育　
　　１ 乳児院とは　
　　２ 近年の乳児院の状況　
　　３ 乳児院の養育の基本　

第２章　発達・保育内容編　
　17コマ目　６か月未満の子どもの育ち
　　　と保育内容１
　　１ ０〜３か月の育ちと保育　
　　２ ４〜６か月未満の育ちと保育　
　　演習課題
　18コマ目　６か月未満の子どもの
　　　育ちと保育内容２
　　１ 睡眠　
　　２ 栄養摂取〜乳汁栄養（母乳・ミルク）
　　３ 排泄　
　　４ 衣服や着替え　
　　５ 安全　
　　６ 遊び　
　　演習課題
　19コマ目　６か月以上１歳未満の
　　　子どもの育ちと保育内容１
　　１ ６〜９か月の育ちと保育　
　　２ 10か月 〜１歳未満の育ちと保育　
　　演習課題
　20コマ目　６か月以上１歳未満の
　　　子どもの育ちと保育内容２
　　１ 睡眠と排泄　
　　２ 離乳の開始　
　　３ 衣服と着替え　
　　４ 安全
　　５ 遊び
　　演習課題
　21コマ目　１歳以上２歳未満の
　　　子どもの育ちと保育内容１
　　１ １歳〜１歳６か月未満の子どもの
　　　 育ちと保育　
　　２ １歳６か月〜２歳未満の子どもの
　　　 育ちと保育　
　　演習課題
　22コマ目　１歳以上２歳未満の
　　　子どもの育ちと保育内容２
　　１ 睡眠　
　　２ 食事　
　　３ 排泄　
　　４ トイレトレーニング　
　　５ 着替え　
　　６ 安全　
　　７ 遊び　
　　演習課題
　23コマ目　２歳〜３歳の子どもの育ちと
　　　保育内容１
　　１ ２歳〜２歳６か月未満の子どもの
　　　 育ちと保育　
　　２ ２歳６か月〜３歳未満の子どもの
　　　 育ちと保育内容　
　　３ ３歳の子どもの育ちと保育
　　演習課題

　　４ 乳児院の養育内容　
　　５ 乳児院における養育の原則〜
　　　 人的環境
　　６ 入所背景と養育環境の問題　
　　７ 早期の家庭復帰を支援する　
　　演習課題
　10コマ目　家庭的保育等における
　　　乳児保育　
　　１ 家庭的保育事業とは　
　　２ 家庭的保育事業の法規定　
　　３ 家庭的保育室における保育の特徴
　　４ 家庭的保育室の実際　
　　５ 家庭的保育者の資質向上　
　　演習課題
　11コマ目　乳児保育が行われる
　　　そのほかの保育　
　　１ 「子ども・子育て支援新制度」に
　　　 おける保育施設の位置付け　
　　２ 地域型保育事業の概要　
　　３ 小規模保育事業　
　　４ 居宅訪問型保育事業　
　　５ 事業所内保育事業　
　　演習課題
　12コマ目　子育て支援における
　　　乳児保育
　　１ 保育所及び認定こども園における
　　　 子育て支援に関する基本　
　　２ 保育所や認定こども園等を利用して
　　　 いる保護者に対する子育て支援　
　　３ 地域の保護者等に対する子育て支援
　　４ 子育て支援と虐待予防　
　　演習課題
　13コマ目　保護者とのパートナー
　　　シップ１　
　　１ 保護者が置かれている環境　
　　２ 乳児保育における保護者支援　
　　演習課題
　14コマ目　保護者とのパートナー
　　　シップ２　
　　１ 連絡帳，個人面談・保育相談，保育
　　　 参加・参観，園便り・クラス便り　
　　２ 発達の遅れと向き合う保護者との
　　　 連携
　　演習課題
　15コマ目　職員間・地域の関係機関
　　　との連携　
　　１ 異職種との連携
　　２ 職員間の連携　
　　３ 地域の関係機関との連携　
　　演習課題
　16コマ目　乳児保育の現状と課題　
　　１ 乳児保育実践の視点から　
　　２ 保護者の就労と保育の場の視点から
　　３ 人間形成の視点から　
　　演習課題

　24コマ目　２歳〜３歳の子どもの育ち
　　　と保育内容２
　　１ 睡眠　
　　２ 食事　
　　３ 排泄　
　　４ 着替え　
　　５ 安全　
　　６ 遊び　
　　演習課題
第３章　演習編　
　25コマ目　乳児保育における指導計画
　　１ 保育の計画とは何か　
　　２ 乳児保育における指導計画の特徴
　　３ デイリープログラムと短期指導
　　　 計画の関係性　
　　４ ０，１，２歳児の短期指導計画　
　　５ ０，１，２歳児の長期指導計画　
　　演習課題
　26コマ目　観察・記録及び自己評価　
　　１ 観察のポイント　
　　２ 記録のポイント　
　　３ 自己評価　
　　演習課題
　27コマ目　子どもの生活と遊びが豊か
　　　になる保育環境１
　　１ 子どもにとって魅力ある環境とは
　　２ 保育所で具体的に使われている
　　　 ものを見てみよう　
　　３ 環境としての人　
　　４ 自ら関わりたくなるような事柄，
　　　 雰囲気　
　　演習課題
　28コマ目　子どもの生活と遊びが
　　　豊かになる保育環境２
　　１ 遊びのアイデア　
　　２ 遊びの導入，持続　
　　演習課題
　29コマ目　集団での生活における配慮
　　１ 集団生活における配慮　
　　２ 集団のなかの「一人ひとり」を大事
　　　 にする　
　　３ 個に振り回されない「集団」を大事
　　　 にする
　　演習課題
　30コマ目　環境の変化や移行に対する
　　　配慮　
　　１ 新しい部屋に慣れる配慮　
　　２ 新しい保育者・友だちに慣れる配慮
　　３ 進級のプレッシャーを与えない配慮　
　　４ 保育者間の引き継ぎ・共有　
　　５ 慣らし保育に対する保護者の理解
　　演習課題
資料集／演習課題の解答例／索引／参考文献



B5判美装/224頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09470-7　2023年1月刊行

保育士養成課程「乳児保育Ⅰ」「乳児保育Ⅱ」の教
科書。各年齢段階の発達過程をふまえながら，保育
内容の理解を促し保育者の援助の実際を解説する。
各章末に保育実践につながるテーマを演習課題とし
て設けた。

実践につながる 新しい乳児保育
―― ともに育ち合う保育の原点がここに

大浦賢治 編著

◎ 乳児の各年齢段階の発達過程をふまえながら，保育者
　 の援助の実際を解説する
◎ 「乳児保育Ⅰ」に対応の15章，「乳児保育Ⅱ」に対応の
　 ８章からなり，さまざまな授業スタイルに活用でき
　 る
◎ 各章末に保育実践につながるテーマを演習課題として
　 設けた

はじめに

　第Ⅰ部　講義編
第１章　乳児保育の意義と役割
　１ 乳児保育と子育て家庭の社会的状況　
　２ 乳児保育の意義・目的と役割　
　３ 乳児保育における養護及び教育の一体性　
　４ ３つの視点と五領域　

第２章　乳幼児保育の歴史
　１ 保育の歴史　
　２ 子育て先進国の保育と子どもの人権　

第３章　日本における乳児保育の現状
　１ 子ども・子育て支援新制度の概要　
　２ 子ども・子育て支援新制度における様々な
　 　児童福祉施設　
　３ 地域型保育事業　
　４ 企業主導型保育事業　

第４章　発達の連続的理解
　１ 愛着と気質　
　２ 手指と身体の育ち　
　３ こころと言葉の育ち　
　４ 認知能力の育ち　
　５ 非認知能力の育ち　

第５章　乳児保育の基本
　１ 子どもの主体性を尊重する保育　
　２ 個々の育ちを大切にする乳児保育の実際

第６章　０歳児保育前半
　　　　──生活とあそびの環境および保育者
　　　　　　の援助・関わり，配慮
　１ 基本的生活リズムの芽生え　
　２ ０歳児前半のあそび　
　３ ０歳児前半の言葉とヒトとの関わり　

第７章　０歳児保育後半
　　　　──生活とあそびの環境および保育者
　　　　　　の援助・関わり，配慮
　１ 基本的生活リズムの芽生え　
　２ ０歳児後半のあそび　
　３ ０歳児後半の言葉とヒトとの関わり　

第８章　１歳児保育
　　　　──生活とあそびの環境および保育者
　　　　　　の援助・関わり，配慮
　１ １歳児の基本的生活習慣　
　２ １歳児のあそびと援助　
　３ １歳児の言葉の育ち・ヒトとの関わりに
　 　おける援助　

第９章　２歳児保育
　　　　──生活とあそびの環境および保育者
　　　　　　の援助・関わり，配慮
　１ ２歳児の基本的生活習慣　
　２ ２歳児のあそびと援助　
　３ ２歳児の育ちとヒトとの関わりと援助　

第10章　移行期の子どもへの関わり方，そして
　　　　配慮
　１ ３歳以上児の保育に移行する時期の保育　
　２ 集団形成に関わる援助や配慮　

第11章　子どもの病気と健康・安全
　１ 乳幼児期にかかりやすい病気と感染症の
　 　予防　
　２ 子どもとアレルギー　
　３ 体調不良と傷害への対応　
　４ 子どもの安全と危機管理　

第12章　障害など，特別な配慮を要する
　　　　子どもの保育
　１ インクルーシブ保育　
　２ 障害のある子どもや置かれた環境により
　 　ケアを必要とする子ども　
　３ 日本語を母語としない子ども　

第13章　乳児保育における計画と記録
　１ 乳児保育における計画・記録・評価と
　　 その意義　
　２ 長期的な指導計画と短期的な指導計画　
　３ 個別の指導計画と集団の指導計画　
　４ 記録の方法と子ども理解の視点　

第14章　保護者への子育て支援
　１ 保育者が行う子育て支援　
　２ 特別な配慮を必要とする保護者への支援　

第15章　乳児保育における連携と協働
　１ 職員間での連携・協働　
　２ 保護者との連携・協働　
　３ 自治体や地域の関係機関との連携・協働　

　　第Ⅱ部　演習編
第16章　０歳児保育の実際
　１ ０歳児保育の事例　
　２ ０歳児保育のあそび　

第17章　１歳児保育の実際
　１ １歳児の生活　
　２ １歳児のあそびのワーク　

第18章　２歳児保育の実際
　１ ２歳児保育の事例　
　２ ２歳児保育のあそび　

第19章　心身の健康・安全と情緒の安定を図る
　　　　ための配慮
　１ こころと体の健康を支援する　
　２ 子どもの安全を支援する　

第20章　障害等，特別な配慮を要する子どもに
　　　　対する支援
　１ 障害のある子どもなどへの対応　
　２ 日本語を母語としない子どもや保護者への
　 　対応　

第21章　集団での生活における配慮と環境の
　　　　変化や移行に対する配慮
　１ 集団での生活における配慮　
　２ 環境の変化や移行に対する配慮　

第22章　長期的な指導計画と短期的な指導計画
　１ 保育所における指導計画　
　２ 保育内容の記録・評価　

第23章　集団の指導計画と個別の指導計画
　１ 集団と個別の指導計画　
　２ 保育内容の記録の活用　

演習課題の模範解答　
児童の権利に関する条約（抄）　
全国保育士会倫理綱領　
さくいん
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B5判美装/232頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08535-4　2021年1月刊行

子どもととどのように向き合い，共に育っていくの
か。一人ひとりに対する特別な支援の重要性が指摘
される今，改めてその意味を考え，これからの障害
児保育のありかたを探る。

◎ 「最新保育講座」を後継し，最新の動向を踏まえつつ
　 さらに内容を充実させたシリーズ
◎ 各章の扉に設けた写真と問いから保育の実際を考え
　 る
◎ 事例や写真を豊富に掲載
◎ 章末のExerciseを通して，さらに学びが深められる

新しい保育講座 14

障害児保育
若月芳浩／宇田川久美子 編著
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はじめに

第１章　障害児保育とは
　１ 障害児保育を支える理念
　２ 子ども理解の重要性
　３ 合理的配慮とは何か
　４ 障害児保育の基本

第２章　障害の理解と援助の基本
　１ 育ちのなかで獲得する人間の機能と障害について
　２ さまざまな障害の特性
　　 　――視覚障害・聴覚障害，肢体不自由，知的障害
　３ さまざまな障害に対する援助
　４ 発達障害の特性と援助
　５ 重症心身障害児，医療的ケア児の理解と援助

第３章　インクルーシブ保育の実現を目指して
　１ 園生活に「参加する」ということ
　２ インクルーシブなクラスづくり

第４章　障害のある子どもと共に学びを創造する
　１ 「学び」を問い直す
　２ 障害のある子どもと共に学びを創造することは可能か

第５章　家庭との連携
　１ 家族との出会いからの出発
　２ 家族理解のために――家族の心情を理解する
　３ 連携の質を高める家族支援
　４ 家族同士のつながりを創る支援

第６章　関係機関との連携
　１ 連携の必要性
　２ 関係機関の各事業について
　３ 地域における自治体や関係機関との連携・協働と
　　 実際の課題

第７章　小学校への接続
　１ 小学校における特別支援教育の推進
　２ 小学校における特別支援教育の実際
　３ 小学校就学までの１年間の流れ
　４ 就学を前に保護者と向き合い支えるために
　５ 小学校との接続期の「今」を生きるために

第８章　障害児保育の制度と歴史
　１ 戦前，戦中，戦後から1950年代の障害児保育
　２ 1960年代の障害児保育
　３ 1970年代の障害児保育
　４ 1980年代から1990年代の障害児保育
　５ 2000年代以降の障害児保育

第９章　指導計画・個別の支援計画
　１ 保育の計画について
　２ 計画の作成にあたっての留意事項
　３ 子どもの行動観察と記録
　４ 個別の指導計画の作成の実際
　５ 個別の支援計画

第10章　障害児保育における健康と安全
　１ 保育における「健康かつ安全な生活」とは
　２ 障害児その他の特別な配慮を要する子どもの保育の実際
　３ 事例から健康と安全な園生活を考える

第11章　その他の特別な支援を要する子どもの保育
　　　　　――外国籍・貧困・虐待の問題を考える
　１ 外国籍の子どもの保育
　２ 子どもの貧困と保育
　３ 子ども虐待と保育

第12章　障害のある子どもの保育にかかわる現状と課題
　１ 障害のある子どもを地域で支える人や機関
　２ 保健，医療における現状と課題
　３ 福祉，教育における現状と課題
　４ 支援の場の広がりとつながり
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A5判美装/250頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09148-5　2021年3月刊行

新しい教育要領・保育指針・教育・保育要領，コア
カリ，新保育士養成課程に対応した保育者養成テキ
ストシリーズ第14巻。これからの障害児保育のあり
かたを探るテキスト。

◎ 教育要領，保育指針，教育・保育要領改訂（2018年）
　 に対応したリーズ
◎ コアカリ，新しい保育士養成課程にも対応
◎ 各章冒頭にアクティブラーニングの視点を取り入れた，
　 ワークや事例を豊富に掲載
◎ 一人一人を大切にする保育の視点でまとめたテキスト

汐見稔幸／大豆生田啓友 監修

アクティベート保育学 14　

障害児保育
榊原洋一／市川奈緒子／渡邉英則 編著
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はじめに

　第Ⅰ部　障害児保育とは何か
第１章　かかわりの難しい子どもとの出会い
　１ 障害のある子どもとの出会い
　２ 障害のある子どもを受け入れるとは
　３ 障害のある者とない者が共に学ぶ（インクルージョン）意味とは

第２章　保育を通して見えてくる子どもの理解
　１ 障害児を受け入れて，保育を行うということ
　２ 障害のある子ども（かかわりの難しい子どもも含めて）と
　　 かかわるとは
　３ Ａくんの成長を支える中で
　４ Ａくんの事例から見えてきたこと

第３章　障害児保育の歴史
　１ 障害児保育の歴史に刻まれたねがいに学ぶ
　２ 障害のある子どもの発達保障へのねがい
　３ 障害児保育の制度をつくる
　４ 障害のある子どもの権利と特別なニーズ
　５ どの子も排除されない保育をめざして
　６ 幸福に生きる主人公として発達する

　第Ⅱ部　障害の理解
第４章　心身の障害とその理解
　１ 障害の種類と特性①運動系の障害（肢体不自由）
　２ 障害の種類と特性②精神機能系の障害
　３ 障害の種類と特性③発達障害
　４ 医師との連携

第５章　障害のある子どもを理解する
　１ 障害のある人は何を感じているのか？
　２ 障害のある子どもの気持ちを体験する
　３ 生活上の困難を支える視点

　第Ⅲ部　保育のなかで子どもが育つとは
第６章　人が育つ，発達するとは
　１ 子どもの育ち
　２ 子どもに向けるまなざし
　３ 育ちにかかわる「場」づくり

第７章　保育の中でのかかわりと育ち
　１ 保育者に求められる「丁寧な」かかわりとは
　２ 子どもが自分の外に目を向けようとしている姿を積極的に捉える
　３ 子ども独自の興味・関心のもち方を大切にする
　４ 子どもと仲間，物がつながるきっかけを作る

第８章　子ども理解と指導計画
　１ 障害のある子どもに対する保育者の子ども理解
　２ 個別の計画に基づいた指導，支援の方法
　３ 幼稚園，保育所等での学びの履歴を次へとつなげていくために

第９章　園に求められる受け入れ体制
　１ 多様な子どもを受け入れるという事実
　２ 幼稚園，保育所，認定こども園の体制と実態
　３ 受け入れ体制の整備（形式から実現可能なスタイルの創生）
　４ チーム○○園の体制整備
　５ 実務に活かされる研修と連携体制の構築
　６ 全ての子どもの健康と安全
　７ 互恵性と相互理解に包まれて

　第Ⅳ部　家庭や地域との連携
第10章　家庭との連携
　１ 障害のある子どもの受け入れ
　２ みんなの中での育ち
　３ 保護者へのサポート
　４ 周囲の保護者の理解
　５ 人間対人間のおつきあい

第11章　児童発達支援でのかかわりと育ち
　１ 障害のある子どもたちが通う機関について学ぶ
　２ 児童発達支援機関における支援の専門性
　３ 児童発達支援機関との連携
　４ 児童発達支援の機関と連携した支援の実際

第12章　小学校等との接続
　１ 障害のある子どもを受け入れる小学校の体制
　２ 小学校段階における学びや生活の場
　３ よりよい就学支援に向けて

第13章　障害の有無にかかわらず地域で育つために
　１ いろいろな子どもと共に生活する意味を考えよう
　２ 「みんなの学校」の事例から
　３ いろいろな友だちがいるのが当たり前に
　４ 子どもの可能性を見通した指導が，子どもや地域を変えていく

第14章　障害のある子どもの保育にかかわる現状と課題
　１ 保健，医療における現状と課題
　２ 福祉・教育における現状と課題
　３ 保育現場における現状と課題
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B5判美装/216頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09068-6　2021年9月刊行

障害児保育に関する基礎的な理論を図解，イラスト
等を用いてわかりやすく解説。障害の特徴によって
異なる支援の方法を，具体的に学べる。対応のレパー
トリーを増やせるように事例も掲載した。保育現場
に出てからも役立つ実践的なテキスト。

◎ 新しい保育士養成課程のカリキュラムに完全準拠
◎ 豊富な図解，イラスト，事例を掲載
◎ 子どもへの対応で悩みやすい場面とその対応につ
　 いて学べる実践的なテキスト

松本峰雄 監修

よくわかる！ 保育士エクササイズ 9

障害児保育 演習ブック
増南太志 編著
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はじめに
本書の構成

第１章　障害児保育を支える理念および
　　　　障害児等の理解・援助
　１コマ目　障害児保育を支える理念
　　１ 「障害」の概念と障害児保育の歴史的
　　　 変遷
　　２ 障害のある子どもの地域社会への
 　　　参加・包容（インクルージョン） 
　　３ 合理的配慮の理解と障害児保育の基本
　　４ 障害児その他の特別な配慮を要する
　　　 子どもの保育に関わる課題 
　　演習課題 

　２コマ目　知的障害児の理解と支援 
　　１ 知的障害とは 
　　２ 知的障害児の特徴 
　　３ 知的障害児の支援 
　　演習課題 

　３コマ目　肢体不自由児・重症心身障害児・
　　　　　　医療的ケア児の理解と支援 
　　１ 肢体不自由児の理解と支援 
　　２ 重症心身障害児の理解と支援 
　　３ 医療的ケア児の理解と支援
　　演習課題 

　４コマ目　視覚障害児・聴覚障害児の理解と支援 
　　１ 視覚障害児の理解と支援 
　　２ 聴覚障害児の理解と支援 
　　演習課題 

　５コマ目　言語障害・場面緘黙のある子どもの
　　　　　　 理解と支援 
　　１ 言語障害の理解 
　　２ 言語障害のある子どもの特徴：
　　　 症状・様子 
　　３ 言語障害のある子どもの支援
　　４ 場面緘黙の理解 
　　５ 場面緘黙のある子どもの特徴 
　　６ 場面緘黙のある子どもの支援 
　　演習課題 

　６コマ目　発達障害児の理解と支援①：ＡＳＤ 
　　１ ＡＳＤとは 
　　２ ＡＳＤのある子どもの特徴 
　　３ ＡＳＤのある子どもの支援
　　演習課題

　７コマ目　発達障害児の理解と支援②：
　　　　　　ＡＤＨＤ・ＳＬＤ 
　　１ ADHDのある子どもの理解と支援
　　２ ＳＬＤのある子どもの理解と支援
　　演習課題 

　８コマ目　生活課題を抱える家庭の子どもの
　　　　　　理解と援助 
　　１ 子ども虐待 
　　２ 多文化共生の保育 
　　３ 貧困家庭の子どもの理解と援助 
　　演習課題 

第２章　障害児その他の特別な配慮を
　　　　要する子どもの保育の実際
　９コマ目　子ども同士の関わりと育ち合いと
　　　　　　子どもをみる視点 
　　１ 子ども同士の関わりと育ち合い 
　　２ 子どもたちのとらえ方と関わり方 
　　演習課題 

　10コマ目　指導計画および個別の支援計画の
　　　　　　 作成，職員間の連携・協働 
　　１ 障害児保育における計画 
　　２ 個別の（教育）支援計画と個別の
　　　 指導計画 
　　３ 記録と評価　 
　　４ 職員間の連携・協働 
　　演習課題 

第３章　家庭および自治体・関係機関との
　　　　連携
　11コマ目　保護者や家族に対する理解と支援，
　　　　　　 保護者間の交流や支え合い 
　　１ 保育所保育指針における保護者支援 
　　２ 子どもの障害についての親の障害受容 

　　３ 保護者との連携の実際 
　　４ 保護者間の交流や支え合い 
　　演習課題 

　12コマ目　障害児支援の制度の理解と地域に
　　　　　　おける自治体や関係機関の連携・協働 
　　１ 障害児支援制度の理解 
　　２ 障害児支援に関連する各種機関の役割 
　　３ 児童発達支援センターにおける
　　　 支援の実際
　　４ 関連諸機関の縦と横の連携　
　　演習課題 

　13コマ目　小学校等との連携，就学に向けて 
　　１ 就学の流れ 
　　２ 障害のある子どもが学ぶ場 
　　３ 小学校との円滑な連携
　　演習課題 

第 4 章　障害児保育の現状と課題および
　　　　場面事例
　14コマ目　特別な配慮を必要とする子どもの
　　　　　　 保育に関わる現状と課題 
　　１ 保健・医療における現状と課題 
　　２ 福祉・教育における現状と課題 
　　３ 支援の場の広がりとつながり 
　　演習課題 

　15コマ目 支援事例 
　　１ ６つの支援事例と活用方法 
　　２ 支援事例からみる実際の対応 

演習課題の解答例 
参考文献 
索　引
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名須川知子／大方美香 監修

MINERVAはじめて学ぶ保育 9

インクルーシブ保育論［第２版］

伊丹昌一 編著

保育士養成課程「障害児保育」のテキスト。旧版のわ
かりやすさ，親しみやすさはそのままに，各種デー
タの更新，ガイドラインの改訂に対応した。さまざ
まな障害特性のある子どもたちへの支援方法を豊富
な事例や図解を通して具体的に学べる。
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◎ 各種データの更新，ガイドラインや保育士養成課程
　 のカリキュラム改訂などに対応
◎ 用語解説や補足を適宜掲載，各レッスンごとに演習
　 課題を設けるなど，学びを深める構成
◎ さまざまな障害特性のある子どもたちへの支援の方
　 法を具体的に学べる

障
害
児
保
育

はじめに

第１章　障害児保育を支える理念
　レッスン１ 「障害」の概念と障害児保育の歴史的変遷
　　①「障害」の概念
　　②障害児保育の歴史的変遷

　レッスン２　インクルーシブ保育とは
　　①インクルーシブ保育という概念が生まれてきた経緯
　　②インクルーシブ保育とは何か

第２章　障害の理解と保育における発達の援助
　レッスン３　身体面の支援の必要な子どもの理解と援助
　　①身体面の支援の必要な子どもの理解について
　　②身体面の支援の必要な子どもへの援助について

　レッスン４　知的な面の支援の必要な子どもの理解と援助
　　①知的な面の支援が必要な子どもの理解について
　　②知的な面の支援が必要な子どもへの援助について

　レッスン５　感覚面の支援の必要な子どもの理解と援助
　　①感覚について
　　②感覚面の支援が必要な子どもへの援助について

　レッスン６　愛着・言語面の支援の必要な子どもの理解と援助
　　①愛着に課題のある子どもの理解と援助
　　②言語面に課題のある子どもの理解と援助

　レッスン７　行動面・学習面の支援の必要な子どもの理解と援助
　　①行動面・学習面の支援の必要な子どもの理解について
　　②行動面・学習面の支援の必要な子どもへの援助

　レッスン８　情緒面・その他の支援の必要な子どもの理解と援助
　　①情緒障害／情緒症とは
　　②情緒障害／情緒症のある子どもの理解と支援
　　③重症心身障害／重度心身症・医療的ケアとは
　　④重症心身障害／重度心身症のある子どもの理解と支援
　　⑤外国にルーツのある子どもの理解と支援
　　⑥その他──ひとり親家庭・貧困家庭児の理解と支援

第３章　障害児保育の実際
　レッスン９　個別の指導計画の作成
　　①個別の指導計画とは

　　②個別の指導計画の作成
　　③開示と守秘義務
　　④個別の指導計画の実際

　レッスン10　個々の発達を促す生活や遊びの環境と記録
　　①子どもにとって，わかりやすく居心地のよい保育の場 
　　②子どもが自分の好きな遊びが楽しめる環境構成
　　③個々の子どもの姿を読み取るための記録

　レッスン11　子ども同士の関わりと育ち合い 
　　①対人意識の育ち
　　②対人関係を育てる遊び（ソーシャルスキル）
　　③支援が必要な子どもへの対応

　レッスン12　保育の計画の実践と評価
　　①保育の計画の実践について
　　②保育の計画の評価について
　　③インクルーシブ保育における子どもの健康と安全

　章末事例① 進級後，幼稚園に行きしぶる子どもへの援助事例
　章末事例② 注意する友だちを叩きにいく子どもへの援助事例

第４章　家庭及び自治体・関係機関との連携
　レッスン13　保護者や家族に対する理解と支援
　　①障害特性のある子どもの保護者への支援
　　②障害特性のある子どもを取り巻く家族の理解と支援

　レッスン14　地域の専門機関等との連携と小学校等との連携
　　①地域の関係機関との連携
　　②小学校等との連携
　　③生涯にわたる一貫した支援のために

　レッスン15　インクルーシブ保育の課題と展望
　　①障害特性のある子どもをめぐる法整備
　　②わが国のインクルーシブ保育の課題と展望

資料編
　「保育所保育指針」　
　「幼稚園教育要領」
　「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

さくいん
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B5判美装/184頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09066-2　2021年4月刊行

演習科目用であった旧版を，新しいカリキュラム
にそった講義科目用に大幅にリニューアル。基礎
的な心理学の理論をやさしい文体，豊富な図解，
イラスト，写真，動画などを通して理解すること
ができる。演習課題も多数掲載。

◎ 新しい保育士養成課程のカリキュラム「保育の心理学」
　 に準拠
◎ 豊富な図解，イラスト，写真で基礎的な心理学の理論を
　 理解できる
◎ 講義を受けたあと演習課題に取り組むことで自分で考え
　 る力がつく
◎ 実際の映像を見て学べるＱＲコード付き

松本峰雄 監修

よくわかる！ 保育士エクササイズ 4

保育の心理学 演習ブック［第２版］

大野雄子／小池庸生／小林 玄／前川洋子 著
ここが

ポイント
!!

はじめに
０～２歳までの発達表
２～６歳までの発達表

第１章　発達をとらえる視点
　１コマ目　子どもの発達を理解することの
　　　　　　意義
　　１ なぜ発達について学ぶのか
　　２ 発達の原理，原則
　　３ 発達の個人差
　　４ 多様な発達への理解
　　５ 発達を理解するための手法
　　演習課題

　２コマ目　子どもの発達と環境
　　１ 子どもの発達を規定するものは
　　　 遺伝か，環境か
　　２ 子どもと環境の相互作用
　　３ 子どもをめぐる社会的環境
　　演習課題

　３コマ目　発達に関する理論
　　１ さまざまな発達理論
　　２ 生涯発達と発達課題
　　３ 発達理論と保育
　　演習課題

　４コマ目　子ども観と保育観
　　１ 子ども観とは何か
　　２ 保育観とは何か
　　３ 子どもを取り巻く問題と保育の課題
　　演習課題

第２章　子どもの発達過程
　５コマ目　社会情動的発達
　　１ 感情の発達
　　２ 社会性の発達
　　演習課題

　６コマ目　身体的機能と運動機能の発達
　　１ 身体・運動機能の発達の基礎
　　２ 乳児期の身体・運動機能の発達
　　３ 幼児期前期の身体・運動機能の発達
　　４ 幼児期後期の身体・運動機能の発達
　　演習課題

　７コマ目　認知の発達１
　　１ 認知発達の概説
　　２ 乳児期の認知発達
　　３ 幼児期前期の認知発達
　　演習課題

　８コマ目　認知の発達２
　　１ 幼児期前期の認知発達（続き）
　　２ 幼児期後期の認知発達
　　演習課題

　９コマ目　言語の発達と
　　　　　　コミュニケーション１
　　１ 前言語期の発声の変化
　　２ 活発化する言語活動（幼児期初期）
　　３ 保育者の関わり
　　演習課題

　10コマ目　言語の発達と
　　　　　　コミュニケーション２
　　１ 広がる世界と幼児期の言語活動
　　　 （３～６歳）
　　２ 耳から聞く言葉，目で見る言葉
　　演習課題

　11コマ目　発達に偏りのある子どもの理解と
　　　　　　 支援
　　１ 発達障害の理解
　　２ 発達障害に併存しやすい困難さ
　　３ 保育と特別支援
　　演習課題

第３章　子どもの学びと保育
　12コマ目　乳幼児期の学びに関わる理論１
　　１ 学びとは何か
　　２ 学びの理論
　　演習課題

　13コマ目　乳幼児期の学びに関わる理論２
　　１ 動機づけ
　　２ 学びと心の発達
　　演習課題

　14コマ目　乳幼児期の学びの過程と特性
　　１ 学びの特性
　　２ 学びを支える愛着の形成
　　演習課題

　15コマ目　乳幼児期の学びを支える保育
　　１ 主体性を育む保育
　　２ 道徳観を育む保育：バンデューラの
　　　 観察学習（モデリング事例より）
　　３ 保幼小の連携
　　演習課題

演習課題の解答例
参考文献
索　引
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B5判美装/220頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08584-2　2019年3月刊行

保育士養成課程の見直しに準拠したテキスト。図や
表を豊富に掲載し，やさしく学べるよう工夫した。
書き込み式の演習課題などにより自ら考え，また講
義で議論しながら深い学びに導くように構成してい
る。

◎ 大学や短大専門学校の講義で使いやすい章構成
◎ 具体的な事例を多く取り上げ保育現場でもすぐに役
　 立つ実用的な内容
◎ イラストや写真，図版を使用し視覚的にも充実した
　 紙面

実践につながる 新しい保育の心理学

大浦賢治 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに
第１章　子どもの発達を理解することの意義
　１ 子どもに関わるかずかずの諸問題
　２ 平成30年の保育所保育指針や幼稚園教育要領における
　　 改訂の要点
　３ 求められる保育者像
第２章　子どもの発達と環境
　１ 発達の原則とその特徴
　２ 子どもの発達を決定づける要因
　３ 人的環境としての保育者の特質
第３章　子ども観・保育観と発達理論からの視点
　１ 子ども観の変遷
　２ 保育の始まりと現代の子ども観
　３ 発達理論からの視点
第４章　社会情動的発達
　１ 人間がもつ欲求
　２ アタッチメント（愛着）の問題
　３ アイデンティティの問題
　４ 非認知的能力の重要性
第５章　身体機能と運動機能の発達
　１ 身体機能の発達
　２ 運動機能の発達
　３ 運動機能の発達において大切にしたいこと
第６章　認知の発達
　１ 認知の一般的な発達過程
　２ ピアジェの発達理論
　３ ピアジェ理論の発展
第７章　言語の発達
　１ 言語の起源
　２ 言語に関する一般的な発達傾向
　３ 言語に関するヴィゴツキーの発達理論
　４ 言語の障害
第８章　アセスメント
　１ アセスメントとは
　２ 検査の種類
　３ 発達に遅れや偏りがある子ども
　４ 発達に遅れや偏りがある子どもの理解と支援

第９章　０，１，２歳の発達
　１ 乳児期前半（誕生から６，７か月まで）の発達
　２ 乳児期後半（生後６，７か月～１歳ごろ）の発達
　３ １歳児の発達
　４ ２歳児の発達
第10章　３，４，５歳の発達
　１ ３歳児の発達
　２ ４歳児の発達
　３ ５歳児の発達
　４ 就学に向けて
第11章　学童期から青年期までの発達
　１ 就学するということ
　２ 学童期の発達
　３ 青年期の発達
第12章　成人期から老年期までの発達
　１ 成人期の発達
　２ 老年期の発達
第13章　乳幼児期の学びに関する理論
　１ 学習理論
　２ 動機づけ
　３ 子どもが学びやすい環境
第14章　乳幼児期の学び（遊び）の過程
　１ 遊びとは？遊びの意味
　２ 遊びの分類と特徴
　３ 遊び方の変化
　４ 幼児期において育みたい資質・能力
第15章　乳幼児期の遊びを支える保育実践
　１ 「遊び」のなかで「学ぶ」保育実践
　２ 「子どもの主体性」と「大人の対等性」
　３ 子どもと「遊び」
さくいん



B5判美装/224頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09522-3　2023年2月刊行

乳幼児期からの発達について総合的に理解できる
「保育の心理学」の教科書。多くの図版や側注でわ
かりやすく解説し，キンダーカウンセリングに関わ
る執筆陣による事例からは，「気になる子」の理解
や支援についても具体的に学べる。

実践に活かす保育の心理学

原口喜充 編著

◎ 保育士養成課程「保育の心理学」のテキスト
◎ 教職課程科目「幼児，児童及び生徒の心身の発達及び
　 学習の過程」にも対応
◎ 多くの図版や側注などで内容をよりわかりやすく解説
◎ 事例を豊富に掲載
◎ 各章の「考えてみよう！（＝演習問題）」でさらに理解
　 を深める

はじめに

　第Ⅰ部　発達をとらえる視点
第１章　発達を学ぶ意義
　１ なぜ発達を学ぶのか
　２ 「発達する」とはどういうことか
　３ 保育の心理学を学ぶ

コラム　私が心理学を学ぼうと思った
　　　　きっかけ

第２章　子どもの発達と環境
　１ 「遺伝」か「環境」か？「遺伝」も
　　 「環境」も？
　２ 発達に影響する遺伝と環境に関する
　　 考え方の変遷
　３ 環境が子どもに与える影響を理解した
　　 保育者の関わりの重要性

第３章　発達理論と子ども観・保育観
　１ 社会の変化と「子ども観」
　２ さまざまな発達理論と発達観
　３ 保育者に必要な発達観
　４ 子どもの世界を理解する

コラム　変わりゆく社会と子どもの発達

　第Ⅱ部　子どもの発達過程
第４章　身体と運動機能の発育・発達
　１ 身体の発育・発達
　２ 運動機能の発達

第５章　発達を支えるアタッチメント
　１ アタッチメントとは
　２ アタッチメント理論
　３ アタッチメントの個人差
　４ 保育におけるアタッチメントの重要性

コラム　登園しぶりを大切に扱う

第６章　自己と感情・情動の発達
　１ 感情の発達と自己意識の発達
　２ 情動調整の発達
　３ 幼児期における情動調整発達の支援
　　 ──子どもと養育者が「イヤイヤ期」
　　 　　を越えていくために

コラム　マシュマロでわかる子どもの未来？

第７章　社会性の発達
　１ 赤ちゃんにとっての社会
　２ 他者を理解する
　３ 保育の中ではぐくむ社会性
　　 ──いざこざ場面を題材に

第８章　認知の発達
　１ 認知発達とは何か
　２ ピアジェの発達理論に学ぶ
　３ 乳幼児期の認知発達
　４ 学童期以降の認知発達

コラム　分数の割り算と「10歳の壁」

第９章　言語の発達
　１ 言葉はどんな時に使っているのか
　２ 言葉が生まれるまで
　３ 大人が乳幼児に話しかける言葉
　４ 言葉の発達

第10章　発達障害と発達
　１ 乳幼児期にみられる発達障害
　２ 気になる子どもと早期発見・早期支援
　３ 発達障害と発達

コラム 　乳幼児と記憶

第11章　虐待から考える発達
　１ 子ども虐待とは
　２ 虐待やマルトリートメントが与える
　　 子どもの発達への影響

　３ 子どもたちを虐待やマルトリートメント
　　 から守るために

コラム　少年院・少年鑑別所からみた
　　　　幼児期に大事な 3 つのこと

　第Ⅲ部　子どもの学びと保育
第12章　保育にいかす学習理論
　１ 心理学における「学習」と「行動」
　２ 保育に役立つ３つの「学習理論」
　　 ──行動を学習する仕組み
　３ 学習理論を保育にいかすために
　　 ──行動理解編
　４ 学習理論を保育にいかすために
　　 ──技法編

コラム　子どもの行動も，まわりの大人の
　　　　対応次第 !?

第13章　遊びの発達
　１ 遊びとは？
　２ 遊びの発達
　３ 保育場面にみられる遊びの発達と
　　 その意義

コラム　プレイセラピーにみる遊び

第14章　乳幼児期の学びの過程と特性
　１ 乳幼児期の学びの過程と特性の理解
　２ 乳児の発達
　３ １歳以上３歳未満児の発達
　４ ３歳以上児の発達

第15章　乳幼児期の学びを支える保育
　１ 幼児期に育みたい資質・能力について
　２ 乳幼児期の学びを支える保育実践
　３ 保護者への支援

考えてみよう！〈解答例・解説〉
索　　引

ここが
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B5判美装/196頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-08531-6　2019年4月刊行

2018年施行の新しい幼稚園教育要領等に対応した最
新のテキストシリーズ第３巻。保育者の専門性の中
核である「子ども理解」について豊富な事例から学
びを深めることができる１冊。

◎ 各章の扉に設けた写真と問いから保育の実際を考え
　 る
◎ 事例や写真を豊富に掲載
◎ 章末のＥｘｅｒｃｉｓｅを通して，さらに学びが深められる

新しい保育講座 3　

子ども理解と援助
髙嶋景子／砂上史子 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　子ども理解の意義と原理
第１章　保育における「子ども理解」とは
　１ 保育の始まりとしての「子ども理解」
　２ 子どもを見る「まなざし」
　３ 子どもの行為の「意味」を探る
　４ 「子ども理解」を深めるために求められるもの

第２章　子どもを取り巻く環境の理解
　　　　――発達と学習の視点から
　１ さまざまな環境が子どもの発達と学習を取り巻いている
　２ さまざまな環境を発達と学習の視点から捉えるために①
　　 ――エリクソンの理論
　３ さまざまな環境を発達と学習の視点から捉えるために②
　　 ――エンゲストロームの理論
　４ 挑戦の土台にある意欲――意欲に火をつける環境
　５ 持ち味に出番を

第３章　子ども理解における発達的観点
　１ 大人が変わると子どもが変わるという発見
　２ 「まなざし」の背後にある私たちの発達観
　３ 発達心理学者ピアジェの発達理論の教育への影響
　４ 「○歳になるのに○○ができない」と考えるクセ
　５ 「個人能力還元説」を超えた「関係論的発達観」での
　　 捉え直し
　６ 保育（子ども理解）がおもしろくなることと発達観の変容

第４章　子ども理解における保育者の姿勢と
　　　　カウンセリングマインド
　１ 子ども理解における保育者の姿勢
　２ 子ども理解における保育者の姿勢の実際
　３ カウンセリングマインドにもとづく子ども理解
　４ 子ども理解を深め続けるために

　第Ⅱ部　子ども理解と援助の方法
第５章　保育における観察と記録の実際
　１ 保育における観察とは
　２ 保育の場で子どもを「見る」とは
　３ 保育における記録とは

第６章　記録にもとづく保育カンファレンス
　１ 「保育カンファレンス」とは
　２ よりよい保育者になるために
　３ 保育カンファレンスを行うための素材
　４ 保育カンファレンスの実際と参加者の感想
　５ 保育カンファレンスを実施する際の留意点

第７章　保育における個と集団の関係の理解と援助
　１ 個と集団の育ちの過程
　２ 個と集団の育ちを支える保育者の葛藤
　３ 個と集団の育ちを保障する保育デザイン

第８章　一人一人の子どもの特別なニーズの理解と援助
　１ 特別なニーズのある子どもとの出会い
　２ 子どものニーズの理解と支援
　３ 特別なニーズのある子どもに寄り添う保育
　４ ニーズを理解し，みんなで支える

第９章　保護者理解と援助の基本
　１ 保育における「保護者理解」とは
　２ 保育の専門性を活かした子育て支援
　３ 園を利用している保護者に対する子育て支援
　４ 地域の子育て支援の実際

第10章　「子ども理解」を深めるための保育共同体
　１ 子どもを協働的に見ることの意義
　２ 子どものことを「語り合う」関係の構造を探る
　３ それぞれの子ども理解を深める対話的関係の構築に
　　 向けて
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B5判美装/216頁　定価：2750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-09067-9　2021年3月刊行

新しい保育士養成課程のカリキュラムに完全準拠。
豊富な図解，イラスト，写真，保育現場における事
例を通して，具体的に，わかりやすく保育における
子ども理解について学べる。保育現場での実践力が
身につくテキスト。

◎ 新しい保育士養成課程のカリキュラムに完全準拠
◎ 豊富な図解，イラスト，写真を掲載
◎ 演習課題を通して，保育現場で実践できる力がつく

松本峰雄 監修

よくわかる！ 保育士エクササイズ 8

子どもの理解と援助 演習ブック
伊藤雄一郎／小山朝子／佐藤信雄／
澁谷美枝子／増南太志／村松良太 著

ここが

ポイント
!!

はじめに　
　
第１章　子どもの実態に応じた発達や
　　　　学びの把握　
　１コマ目　保育における子ども理解の意義
　　１ 子どもが発達するということ　
　　２ 保育における子どもの学び　
　　３ 子ども理解と保育実践　
　　演習課題　
　
　２コマ目　子どもの理解に基づく養護と
　　　　　　教育の一体的展開　
　　１ 保育における養護と教育　
　　２ 幼児教育施設における保育の
　　　 目指すもの　
　　３ 幼児期の終わりまでに
　　　 育ってほしい姿
　　４ 養護から教育へ：
　　　 「ねらい」から「願い」へ　
　　演習課題　
　
　３コマ目　子どもに対する共感的理解と
　　　　　　保育　
　　１ 子どもに対する共感的理解　
　　２ 子どもとの関わりにおいて
　　　 目指すもの　
　　３ 共感的理解と保育者　
　　演習課題　
　
第２章　子どもを理解する視点　
　４コマ目　子どもの生活と遊び　
　　１ 子どもの生活とは　
　　２ 子どもの遊びとは　
　　３ 保育における「生活や遊び」　
　　演習課題　
　
　５コマ目　保育の人的環境としての
　　　　　　保育者と子どもの発達　
　　１ 子どもの発達と保育者という
　　　 人的環境の関係性　

　　２ 子どもの発達に寄り添う保育者の
　　　 適切な関わりを考える　
　　演習課題　
　
　６コマ目  子どもの集団での育ち
　　１ 子どもの集団での関わり　
　　２ 子どもの育ちにつながる関わり　
　　演習課題　

　７コマ目　葛藤やつまずき　
　　１ 保育における葛藤・つまずき・
　　　 いざこざ
　　２ 事例からみる葛藤，つまずき，
　　　 いざこざへの支援　
　　演習課題　
　
　８コマ目　保育の環境の理解と構成
　　１ 保育の環境　
　　２ 子どもの理解を踏まえた環境の
　　　 構成および再構成　
　　演習課題　
　
　９コマ目　環境の変化や移行　
　　１ 環境の変化や移行とは　
　　２ 環境の変化や移行からの適応まで　
　　３ 環境の変化や移行していくための
　　　 保育者の援助　
　　演習課題　
　
第３章　子どもを理解する方法　
　10コマ目  子どもを理解するための観察・
　　　　　　記録・省察・評価　
　　１ 保育における観察・記録・省察・
　　　 評価の位置づけ　
　　２ 子どもを理解するための観察　
　　３ 子どもを理解するための記録　
　　４ 子どもを理解するための省察　
　　５ 子どもを理解するための評価　
　　６ 子ども理解をし続けることの重要性
　　演習課題　
　

　11コマ目　職員間の対話　
　　１ 職場における人間関係　
　　２ 円滑なコミュニケーションの
　　　 構成要素　
　　演習課題　
　
　12コマ目　保護者との情報共有　
　　１ 保護者と保育者の連携　
　　２ 保護者同士の連携　
　　演習課題　
　
第４章　子どもの理解に基づく発達援助　
　13コマ目　発達の課題に応じた援助と
　　　　　　関わり
　　１ 発達課題　
　　２ 乳児期の発達と保育　
　　３ 幼児期前期の発達と保育　
　　４ 幼児期後期の発達と保育　
　　演習課題　
　
　14コマ目　特別な配慮を要する子どもの
　　　　　　 理解と援助　
　　１ 特別な配慮を要する子どもの理解　
　　２ 発達障害の子どもの理解　
　　３ 障害以外の特別な配慮を要する
　　　 子どもの理解　
　　演習課題　
　
　15コマ目　発達の連続性と就学への支援
　　１ 発達の連続性　
　　２ 保育所・幼稚園・幼保連携型
　　　 認定こども園から小学校への連携　
　　演習課題　
　
演習課題の解答例
参考文献
索　引
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Ｂ5判美装/232頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-09069-3　2021年1月刊行

就学前の子どもが抱えるさまざまな課題を視野に入
れながら，最善の利益となる子どもとの関わり方や
効果的な支援方法を提示する。さらに，発達障害児
や外国にルーツをもつ子どもや家族に対する援助に
ついても網羅したテキスト。

◎ 授業のコマ数にあわせた 8 章立ての構成
◎ 年齢別に細かく区分けした内容
◎ 豊富な事例を掲載

実践につながる 新しい子どもの理解と援助
―― いま，ここに生きる子どもの育ちをみつめて

大浦賢治 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　子ども理解と援助の基本
　１ 保育者が抱える２つの問題

　２ 保育者に求められるもの

　３ 子どもの理解と援助に必要なこと

第２章　０歳から１歳児の理解と援助
　１ ０歳児の育ち

　２ １歳児の育ち

　３ 生活と遊びの一体的な０，１歳児の保育

第３章　２歳から３歳児の理解と援助
　１ ２歳児の育ち

　２ ３歳児の育ち

　３ ２，３歳児の環境構成と保育の展開

第４章　４歳から６歳児の理解と援助
　１ 現代の子どもの育ちをとりまく課題

　２ ４歳児の育ちと援助

　３ ５，６歳児の育ちと援助

第５章　保育の観察と記録
　１ 保育における観察と記録

　２ 記録を生かした保育実践

　３ 子どもの発達と学びをつなぐ幼保小連携の

　　 あり方

第６章　発達障害児とその家族支援
　１ 発達障害児とは

　２ 発達障害児の理解

　３ 発達障害児と家族の支援

第７章　外国にルーツをもつ子どもとその家族支援
　１ 外国にルーツをもつ子どもとは

　２ 外国にルーツをもつ子どもの保育環境と支援

　３ 外国にルーツをもつ子どもの家族支援

第８章　保育における協働と連携の意義
　１ 協働・連携とは

　２ 多職種や地域との協働・連携

　３ いま，ここに生きる子どもの育ちをみつめて

演習課題の模範解答

さくいん
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B5判美装/予208頁　予価：2,420円（本体予価2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09666-4　2024年2月刊行予定

保育士養成課程の「子ども家庭支援の心理学」対応。
保育者をイメージして学べるよう，具体的なエピソ
ードを導入とし，「実践的な課題」と関連する「理論」，

「支援方法」で知識と学びを深める。ワークシート
つき。

◎ 学生の身近な生活や保育現場がイメージできるエピソー
　 ドが豊富
◎ 「実践的な課題」と関連する「理論」，それらを包括した
　 「支援方法」で深く学べる
◎ 演習形式のワークシートつき

エピソードで学ぶ子ども家庭支援の心理学

小原倫子／小林佐知子 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに
本書の特長
本書を活用した学び方

第１章　生涯発達心理学から考える
　　　　子ども家庭支援
　１ 子ども家庭支援に生涯発達の心理学の
　　 学びがなぜ必要か
　　　１　生涯発達の心理学
　　　２　エリクソンにおけるライフサイクル理論
　　　３　ブロンフェンブレンナーの生態学的
　　　　　システム論
　　　４　なぜ生涯発達の視点が，子育て家庭の
　　　　　支援に必要か

　２ 妊娠・出産期，乳児期の発達
　　　１　妊娠・出産期の胎児の成長と発達
　　　２　妊娠・出産期における親の意識変化
　　　３　乳児期の発達的特徴
　　　４　乳児期における親の養育態度とその影響

　３ 幼児期・学童期の発達
　　　１　幼児期の発達の特徴
　　　２  幼児期における親の意識とその支援
　　　３　就学前後の時期における発達とその課題
　　　４　学童期の発達的特徴
　　　５　学童期の子どもの親の意識とその支援

　４ 青年期の発達
　　　１　青年期のからだ
　　　２　青年期の発達課題
　　　３　青年期の親子関係
　　　４　青年期の友人関係
　　　５　青年期の恋愛
　　　６　ＬＧＢＴＱ／性的マイノリティ
　　　７　青年期の不適応

　５ 成人期・老年期の発達
　　　１　成人期――社会の一員となること
　　　２　中年期――後進を育むことに喜びを感じる
　　　３　老年期――自分の人生に折り合いをつける
　　　４　老年期の発達理論

第２章　家族・家庭の理解から考える
　　　　子ども家庭支援
　１ 子ども家庭支援に家族や家庭を
　　 理解することが何故必要か
　　　１　家族や家庭を理解する意義
　　　２　家族や家庭を理解するために
　　　３　適切な支援とは

　２ 家族・家庭の意義と機能
　　　１　家族と家庭の意義
　　　２　家庭の機能
　　　３　社会変動と家族
　　　４　現代社会と家族
　　　５　家庭を支援する

　３ 親子関係・家族関係の理解と支援
　　　１　家族システム
　　　２　家族のライフサイクル
　　　３　家族の形態維持と形態変化
　　　４　ジェノグラムとエコマップ
　　　５  親子関係の理解と子育て
　　　６  親になる過程
　　　７　親になることによる人格的成長と変化
　　　８　親子関係と養育態度

　４ 子育て経験と親としての育ちの理解と
　　 支援
　　　１　親になると何が変化するのか
　　　２　親になることによる発達
　　　３　親への移行に伴う社会的環境
　　　４　多様な子育て支援

第３章　子育て家庭に関する現状から考える
　　　　子ども家庭支援
　１ 「子ども家庭支援の心理学」に
　　 子育て家庭に関する現状を理解し
　　 課題を考えることがなぜ必要か
　　　１　多様化する世帯構成
　　　２　少子高齢化社会の影響

　２ 子育ての社会状況の理解と支援
　　　１　少子高齢化の問題とは
　　　２　子育て家庭の現状と課題

　３ 多様な家庭への理解と支援
　　　１　ひとり親家庭とステップファミリー
　　　２　里親制度
　　　３　外国にルーツをもつ家庭

　４ 特別な配慮を要する家庭への理解と支援
　　　１　子どもの虐待（児童虐待）とリスク要因
　　　２　養育者のメンタルヘルス
　　　３　子どもの貧困

第 4 章　子どもの精神保健とその課題から考
える子ども家庭支援
　１ 子ども家庭支援に子どもの精神保健を
　　 理解し課題を考えることが何故必要か
　　　１　子どもの精神保健を理解する意義

　２ 子どもの生活・成育環境の理解と支援
　　　１　核家族化・少子化
　　　２　デジタル化と家族
　　　３　遊び場の減少
　　　４　ひとり親家庭と貧困
　　　５　疾患を抱える親
　　　６　新型感染症の流行

　３ 子どもの心の健康への理解と支援
　　　１　子どもの心の健康
　　　２　子ども達の心の病気や心の問題のサイン
　　　３　虐待
　　　　　――不適切な養育を受けた子どもの心の
　　　　　　　健康

　４ 子どもの障がい
　　 ――発達障がいへの理解と支援
　　　１　障がいとは――概念の変遷と分類
　　　２　発達障がいの理解と支援

ワークシート
索　　引
　

NOW
PRINTING
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B5判美装/228頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09276-5　2022年9月刊行

保育士養成課程「子ども家庭支援の心理学」のテキ
スト。カリキュラムに完全準拠し，今日の子育て家
庭を取り巻く課題についてわかりやすく学べる。演
習課題では，現代的な生育環境，愛着障害などのト
ピックを取り上げた。

ここが

ポイント
!!

◎ 今日の子育て家庭を取り巻くさまざまな課題につい
　 て，わかりやすく学べる
◎ 演習課題では，近年の子育て家庭を取り巻くさまざ
　 まなトピックを取り上げた

はじめに

第１章　生涯発達
　１コマ目　乳幼児期の発達
　　１ 乳児期の発達
　　２ 幼児期の発達
　　演習課題

　２コマ目　学童期の発達
　　１ 学童期前期の発達
　　２ 学童期中期から後期の発達
　　演習課題

　３コマ目　青年期の発達
　　１ 青年期前期の発達
　　２ 青年期後期の発達
　　演習課題

　４コマ目　成人期・老年期の発達 
　　１ 成人期の発達
　　２ 老年期の発達
　　演習課題

第２章　家族・家庭の理解
　５コマ目　家族・家庭の意義と機能
　　１ 家族・家庭とは
　　２ 家庭の機能
　　３ 子どもと家族：
　　　 子どもが育つ場としての家庭
　　演習課題

　６コマ目　親子関係・家族関係の理解
　　１ 親子関係を理解する
　　２ 家族関係の発達：
　　　 家族のライフサイクル
　　３ 家族のシステム理論
　　演習課題

　７コマ目　子育ての経験と親としての
　　　　　　育ち
　　１ いつから人は「親」になるのか
　　２ 子どもとともに親も育つ
　　３ 子育てに取り組む親を支援する
　　　 ということ
　　演習課題

第３章　子育て家庭に関する現状と課題
　８コマ目　子育てを取り巻く社会的状況
　　１ 子育てと家族の今
　　２ 子育てと保育
　　演習課題

　９コマ目　ライフコースと仕事・子育て
　　１ 女性と仕事
　　２ 女性のライフコースと就業状況
　　３ 依然として続く女性の就業継続の
　　　 難しさ
　　４ 出産を理由とする離職と復職の状況
　　５ ワーク・ライフ・バランスを
　　　 どう考えるのか
　　演習課題

　10コマ目　多様な家庭とその理解
　　１ 現在の子ども・家庭をめぐる状況
　　２ ひとり親家庭
　　３ ステップファミリー
　　４ 貧困が子どもに与える影響
　　５ 貧困問題への社会の関わり 
　　６ 家庭への支援：
　　　 新しい支え合いのしくみ
　　演習課題

　11コマ目　特別な配慮を要する家庭
　　１ 誰もが何らかのマイノリティをもつ
　　２ 障害のある子どもの保護者に
　　　 対する支援

　　３ 外国籍家庭や外国にルーツをもつ
　　　 家庭
　　４ 家庭が抱えるニーズへの気づきと
　　　 多面的な理解
　　演習課題

第４章　子どもの精神保健とその課題
　12コマ目　子どもの生活・生育環境と
　　　　　　その影響①
　　１ 発達と環境
　　２ 現代的な生育環境
　　演習課題

　13コマ目　子どもの生活・生育環境と
　　　　　　その影響②
　　１ 虐待
　　２ 愛着障害
　　演習課題

　14コマ目　子どもの心の健康に関わる
　　　　　　問題①
　　１ 障害のとらえ方と障害受容
　　２ さまざまな障害を抱えた子どもたち
　　演習課題

　15コマ目　子どもの心の健康に関わる
　　　　　　問題②
　　１ ストレスとストレスマネジメント
　　２ ストレスと関わりのある子どもの
　　　 症状
　　演習課題

演習課題の解答例
参考文献
索　引
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B5判美装/236頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）
ISBN 978-4-623-07929-2　2020年2月刊行

保育士養成課程「子ども家庭支援論」に対応するテキ
スト。保育士が家庭支援に関する専門性をどのよう
に身につけ，専門機関と連携していけばよいのかに
ついて，豊富な事例や図版を通して学びを深めるこ
とができる。

◎ 家庭支援に関する専門性が身につく
◎ 豊富な事例や図版を収載
◎ 新「保育所保育指針」，新しい保育士養成課程に対応

倉石哲也／伊藤嘉余子 監修

MINERVAはじめて学ぶ子どもの福祉 4

子ども家庭支援
倉石哲也／大竹 智 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　子ども家庭支援の意義と役割
　レッスン 1　子ども家庭支援とは何か
　　①子ども家庭支援の対象
　　②公的な子ども家庭支援が求められる
　　　背景　
　　③保育ニーズと子ども家庭支援に関する
　　　社会的な動向
　　④社会的支援システムの動向
　　⑤子育て環境の現状と求められる支援

　レッスン 2　子ども家庭支援の目標と機能
　　①子ども家庭支援の意義と目標
　　②子ども家庭支援の機能
　　③子ども家庭支援の原則

　レッスン 3　子ども家庭支援における保育者の
　　　　　　　 役割
　　①保育に関する保護者の指導の意味を
　　　理解する
　　②子育て家庭が抱える悩みを理解する
　　③保育士の役割の実際から考える

　章末事例　学童クラブ設置に関する事例

第２章　保育士による子ども家庭支援の基本
　レッスン 4　保育士に求められる基本的態度
　　①保育士の倫理を理解する
　　②信頼関係について学ぶ
　　③保護者支援の基本的姿勢を理解する

　レッスン 5　保育の特性と保育士の専門性を
　　　　　　　 生かした子ども家庭支援
　　①保育を通じて子どもの成長を支える
　　②家庭を支えることで子どもを支える

　レッスン 6　保護者との相互理解と信頼関係の
　　　　　　　 形成
　　①保護者との相互理解
　　②保育における相談支援
　　③受容的関わり
　　④自己決定
　　⑤秘密保持の尊重

　レッスン 7　家庭の状況に応じた支援
　　①家庭を支援する基本的態度を学ぶ
　　②家庭を支援する方法と技術を理解する
　　③家庭の状況に応じた支援の実際

　レッスン 8　地域の資源の活用と関係機関等との
　　　　　　　 連携・協力
　　①「地域の資源の活用と関係機関等との
　　　 連携・協力」を理解する
　　②連携・協力の必要性を学ぶ
　　③連携・協力の実際を学ぶ

　コラム　地域の社会資源を「見える化」しよう

第３章　子育て家庭に対する支援の体制
　レッスン 9　子育て家庭の福祉を図るための
　　　　　　　 社会資源
　　①「子ども家庭支援」が生まれた
　　　社会的背景
　　②子ども家庭支援を推進する社会資源
　　③社会資源間のネットワーク：
　　　要保護児童対策地域協議会

　レッスン10　次世代育成支援対策と
　　　　　　　   子ども・子育て支援新制度の推進
　　①次世代育成支援対策の推進
　　②子ども・子育て支援新制度
　　③２つの施策と子どもの保育に関わる問題

　コラム　子育ての責任は誰にあるのか

第４章　多様な支援の展開と関係機関との
　　　　連携
　レッスン11　子ども家庭支援の対象と内容
　　①子ども家庭支援の対象：
　　　子どもと保護者の定義
　　②保育者が対象者を支援する場
　　　（関連施設・事業）
　　③子ども家庭支援における実践の内容

　レッスン12　保育所等利用児童とその家庭への
　　　　　　　    支援
　　①保育所における子どもとその家庭への
　　　支援の意義
　　②保育所を利用する家庭への支援の視点
　　③子ども家庭支援の展開場面と方法
　　④子ども家庭支援を行う保育者の方向性
　　⑤関係機関との連携

　レッスン13　地域の子育て家庭への支援
　　①地域の子育て家庭への支援の視点
　　②地域の子育て家庭への支援の事業
　　③地域の子育て家庭への支援の技能
　　④地域の子育て家庭への支援の展望

　レッスン14　要保護児童およびその家庭への支援
　　①要保護児童とその家庭への視点
　　②要保護児童とその家庭への支援：
　　　通所型施設を活用した支援（家庭養護）
　　③要保護児童とその家庭への支援：
　　　入所型施設を活用した支援
　　　（社会的養護）

　レッスン15　子ども家庭支援に関する現状と課題
　　①子育て家庭を取り巻く現状と課題
　　②保育施設における子育て家庭への支援
　　　のあり方
　　③チームワークと連携
　　④市区町村における子育て家庭支援の
　　　方向性：子ども家庭総合支援拠点

　コラム　今後の子ども家庭支援を見据えた
　　　　　保育士の専門性

さくいん
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B5判美装/162頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09201-7　2021年8月刊行

保育士養成課程における「子ども家庭支援論」の教
科書。子育て家庭に対する支援の意義と役割・目的，
支援の体制をわかりやすく解説。保育の専門性を生
かした子ども家庭支援の基本と子ども家庭支援の現
状と課題を学ぶ。

◎ 原則見開き２頁でわかりやすく解説
◎ 保育士に求められる基本的態度を身に付ける
◎ 厚生労働省の標準シラバスに基づいた構成

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる子ども家庭支援論
橋本真紀／鶴 宏史 編著

ここが
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!!

はじめに
用語の表記について

Ⅰ　子ども家庭支援の役割
　１ 子ども家庭支援が求められる背景
　２ 保育所における子ども家庭支援の変遷
　３ 子ども家庭支援の基本理念
　４ 子ども家庭支援を方向付ける概念
　５ 子ども家庭支援の対象
　６ 子ども家庭支援の技術
　７ 保育士が担う子ども家庭支援の特質

Ⅱ　子どもや子育て家庭の育ちと社会の変容
　１ 子育て家庭とは
　２ 親になるプロセス
　３ 子育て家庭をとりまく社会の現状
　４ 子育てにおける「地域」の役割と
　　 その変化
　５ 子どもの発達に応じて生じる子育ての
　　 葛藤や課題
　６ 社会的状況の影響により生じる
　　 子育ての葛藤や課題
　７ 子育て家庭から見た保育施設や
　　 保育事業

Ⅲ　保育士が担う子ども家庭支援の
　　基本姿勢と倫理
　１ 子ども家庭支援における保育士の役割
　２ 保育所保育指針にみる子ども家庭支援
　３ 幼稚園教育要領，幼保連携型認定
　　 こども園教育・保育要領にみる
　　 子ども家庭支援
　４ 保育所以外の児童福祉施設における
　　 子ども家庭支援
　５ 子ども家庭支援における保育士の姿勢
　６ 子ども家庭支援における保育士の倫理
　７ 保育士による子ども家庭支援の対象と
　　 内容

Ⅳ　保育所を利用する全ての子育て家庭を
　　対象とした支援
　１ 保育士が行う子育て支援
　　 （保育相談支援）の構造

　２ 保育相談支援の基盤となる保育技術
　３ 保育相談支援の技術
　４ 日常における保育相談支援
　５ 行事を活用した保育相談支援
　６ 環境を活用した保育相談支援
　７ 保育相談支援という視点からの
　　 保育業務の再検討
　８ 保育相談支援の実際

Ⅴ　保育所を利用する特別な配慮を
　　必要とする子育て家庭への支援
　１ 特別な配慮を必要とする家庭とは
　２ 特別な配慮を必要とする家庭への
　　 支援体制
　３ 特別な配慮を必要とする
　　 子育て家庭への支援方法
　４ 障害のある子どもとその保護者への
　　 支援
　５ 虐待家庭，虐待が疑われる家庭への
　　 支援
　６ ひとり親家庭への支援
　７ 外国にルーツをもつ子育て家庭への
　　 支援

Ⅵ　地域の子育て家庭への支援
　１ 保育所が担う地域の子育て家庭への
　　 支援
　２ 地域の子育て家庭支援における観点
　３ 保育所における地域の親子の交流支援
　４ その他児童福祉施設における
 　　地域の子育て家庭への支援
　５ 地域子育て支援拠点事業における支援
　６ 利用者支援事業における支援

Ⅶ　保育所等を利用していない子どもを
　　対象とした支援
　１ 保育所等を利用していない子どもの
　　 実態
　２ 保育所等を利用していない子どもが
　　 利用できる事業
　３ 地域子育て支援における子どもの
　　 育ちを支える環境構成と働きかけ

　４ 地域子育て支援における子どもの
　　 育ちへの支援

Ⅷ　社会的養護を必要とする家庭への支援
　１ 社会的養護を必要とする家庭の特性
　２ 社会的養護を必要とする家庭への
　　 支援姿勢
　３ 乳児院における支援
　４ 児童養護施設における支援
　５ 母子生活支援施設における支援
　６ 障害児福祉事業を利用する家庭への
　　 支援
　７ 里親への子ども家庭支援
　８ 社会的養護を要する家庭への支援に
　　 おける課題

Ⅸ　子ども家庭支援に関わる法・制度
　１ 保育所等における子ども家庭支援の
　　 政策的経過
　２ 保育所以外の児童福祉施設における
　　 子ども家庭支援の政策的経過
　３ 子ども家庭支援に関わる条約
　４ 子ども家庭支援に関わる法律
　５ 子ども家庭支援施策の計画
　６ 子育て家庭を取り巻く新たな政策動向

Ⅹ　子ども家庭支援における社会資源との
　　連携
　１ 社会資源との協力・連携とは
　２ 子ども家庭支援に関わる人々
　３ 子ども家庭支援に関わる機関や活動
　４ 専門機関との連携・協力とその留意点
　５ 地域の人びとや活動団体との連携・
　　 協力とその留意点
　６ 包括的な子ども家庭支援体制
　７ 社会資源との連携・協働における
　　 新たな動向

さくいん



松本峰雄 監修

よくわかる！ 保育士エクササイズ 12

子ども家庭支援論 演習ブック
大野地平／我謝美左子／小山朝子／
遠田康人／野澤純子 著 

B5判美装/200頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09616-9　2023年12月刊行

保育士養成課程「子ども家庭支援論」の教科書。家
庭や地域の子育て機能が低下する中で，保育士が実
際に家庭支援に取り組む際に必要な知識，方法をわ
かりやすく学べる。豊富な事例や演習課題を掲載し，
自学自習できる。

◎ 保育士が家庭支援に取り組む際に必要な知識・方
　 法をわかりやすく学べる
◎ 講義で使いやすい15コマ形式で構成
◎ 豊富な事例を掲載
◎ 自学自習できる

ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　子ども家庭支援の意義と役割
　１コマ目　子ども家庭支援の意義と目的
　　１ 子ども家庭支援の意義
　　２ 子ども家庭支援の必要性
　　３ 子ども家庭支援への期待
　　演習課題

　２コマ目　子ども家庭支援の内容と対象
　　１ 子ども家庭支援の内容
　　２ 子育て支援の内容と対象
　　演習課題

第２章　保育士による子ども家庭支援の
　　　　意義と基本
　３コマ目　保育の専門性を生かした
　　　　　　子ども家庭支援とその意義
　　１ 保育の専門性と子育て支援
　　２ 保育士に求められる家庭支援
　　演習課題

　４コマ目　子どもの育ちの喜びの共有
　　１ 子どもの育ちと家庭支援
　　２ 保育における子どもの育ちの喜びの
　　　 共有
　　演習課題

　５コマ目　保護者および地域が有する
　　　　　　子育てをみずから実践する
　　　　　　力の向上に資する支援
　　１ 保護者の理解
　　２ 子育てをみずから実践する力の向上
　　　 への支援
　　演習課題

　６コマ目　保育士に求められる基本的
　　　　　　態度①
　　１ 受容的関わり
　　２ 保護者との相互理解

　　３ 信頼関係
　　演習課題

　７コマ目　保育士に求められる基本的
　　　　　　態度②
　　１ 関わりと信頼関係
　　２ 関わりの方法
　　演習課題

　８コマ目　家庭の状況に応じた支援
　　１ 保育士が担う保育に関する子育て
　　　 支援
　　２ 家庭の状況に配慮した個別支援
　　演習課題

　９コマ目　地域の資源の活用と自治体・
　　　　　　関係機関等との連携・協力
　　１ 地域の資源の活用
　　２ 自治体・関係機関等との連携・協力
　　演習課題

第３章　子育て家庭に対する支援の体制
　10コマ目　子育て家庭の福祉を図るため
　　　　　　の社会資源
　　１ 社会資源とは
　　２ フォーマルな社会資源
　　３ インフォーマルな社会資源
　　演習課題

　11コマ目　子育て支援施策・次世代育成
　　　　　　支援施策の推進
　　１ 子育て支援施策の流れ
　　２ 子ども・子育て支援新制度の概要
　　演習課題

第４章　多様な支援の展開
　12コマ目　保育所等を利用する子どもの
　　　　　　家庭への支援
　　１ 子ども家庭支援からみる保育所等の
　　　 役割

　　２ 保育所等を利用する子どもの家庭
　　　 支援の実際
　　３ 保育所等を利用する子どもの保護者
　　　 に寄り添う支援を考える
　　演習課題

　13コマ目　地域の子育て家庭への支援
　　１ 子育て家庭からみる地域の役割
　　２ 地域における子育て家庭の支援の
　　　 実際
　　３ 地域で子育て家庭を支える支援の
　　　 実際
　　演習課題

　14コマ目　要保護児童等およびその家庭
　　　　　　に対する支援
　　１ 要保護児童と子どもの権利
　　２ 要支援児童等および要保護児童に
　　　 対する支援
　　演習課題

　15コマ目　子ども家庭支援に関する現状
　　　　　　と課題
　　１ 市区町村における子ども家庭支援
　　２ 子ども家庭支援の質の向上
　　演習課題

演習課題の解答例
参考文献
索引
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本チラシの情報は2023年９月時点のものです。
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B5判美装/予160頁　予価：2,420円（本体予価2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09706-7　2024年2月刊行予定

現代の子育て環境の背景と子ども家庭支援の意義，
保育士の役割，多様な支援の展開などをわかりやす
く解説する。また，ひとり親，虐待などの具体的な
事例からも考えを深めて，さまざまな状況に対応で
きる支援の実際を学ぶ。

◎ 保育士養成課程「子ども家庭支援論」に準拠
◎ 図版や側注などで内容をよりわかりやすく解説
◎ 事例を豊富に掲載して実践的な考察を促す
◎ 各章末の「演習問題」でさらに理解を深める

実践で役立つ子ども家庭支援論

渡邊 暁／橋本 翼 編著
ここが

ポイント
!!
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PRINTING

はじめに

第１章　子ども家庭支援の意義と必要性
　１ 子育て家庭をとりまく社会状況
　２ 家族形態の変化と子育て支援の必要性
　３ 子育て家庭の支援ニーズの実際

第２章　子ども家庭支援の目的と機能
　１ 子ども家庭支援の目的
　２ 子ども家庭支援の機能

第３章　保育の専門性を活かした子ども家庭支援とその意義
　１ 保育の専門性を活かした子ども家庭支援に向けて
　２ 養護の視点から
　３ 教育の観点から―― 子育て支援

第４章　子どもの育ちの喜びの共有
　１ 子どもの育ちを共有する喜び
　２ 子どもの育ちのための共有
　３ 子どもの育ちを共有する方法

第５章　保護者および地域が有する子育てを自ら実践する
　　　　力の向上に資する支援
　１ 保護者の養育能力向上につながる支援
　２ 地域に開かれた子育て支援
　３ 保護者と保育者が「つながる」ための取り組み

第６章　保育士に求められる基本的態度
　１ 保育士に家庭支援が求められる背景
　２ 保育者に求められる基本的態度

第７章　家庭の状況に応じた支援
　１ 家族や本人が抱える課題に対応する
　２ 家族をとりまく現実的問題

第８章　地域の資源の活用と自治体・関係機関との連携・協働
　１ （園に）求められる連携の必要性
　２ 関係機関の種類と社会資源の特徴
　３ 連携の実際

第９章　子育て家庭の福祉の向上を図るための社会資源
　１ 様々な社会資源
　２ 多様化する家族関係・相談体制

第10章　子育て支援施策・次世代育成支援施策の推進
　１ 子育て施策の背景
　２ 子ども子育て支援制度
　３ 子ども施策の展開―― こども基本法・こども家庭庁

第11章　子ども家庭支援の内容と対象
　１ 子ども家庭支援の内容
　２ 子ども家庭支援の対象⑴
　　 ―― 子どもの事情から対象とすること
　３ 子ども家庭支援の対象⑵
　 　―― 保護者の事情から対象とすること

第12章　保育所等を利用する子どもの家庭への支援
　１ 保育所等で求められる家庭支援
　２ 保育者の行う家庭支援
　３ 保育者の行う家庭支援のポイント

第13章　地域の子育て家庭への支援
　１ 地域の子育て家庭への支援の必要性
　２ 地域における多様な子ども家庭支援

第14章　要保護児童等及びその家庭に対する支援
　１ 要保護児童について
　２ 要保護児童と保護者への支援

おわりに
索　引
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子ども家庭支援・子育て支援入門

才村 純／芝野松次郎／新川泰弘 編著

子ども家庭支援の意義と役割，保育士による子ども
家庭支援の意義と基本を解説。支援の体制と多様な
支援の展開，関係機関との連携について学ぶ。保育
士の専門性を生かした子育て支援の展開の実際を演
習事例も交えて紹介する。

ここが

ポイント
!!

◎ 保育士の行う子育て支援とその実際（内容・方法・技術）
　 を平易に解説
◎ 保育士に求められる基本的態度を身に付ける

子
ど
も
家
庭
支
援
論

はじめに

第１章　子ども家庭支援・子育て支援の
　　　　意義と役割
　１ 子どもの育ちと子ども家庭支援・
　　 子育て支援の必要性
　２ 子ども家庭支援・子育て支援の理念と
　　 意義
　３  保育所等のあゆみと子ども家庭支援・
 　　 子育て支援

第２章　少子高齢社会と子育て家庭を
　　　　めぐる問題
　１ 少子化の動向と要因
　２ 子育て家庭の現状と問題
　３ 保護者の第一義的責任を考える＝
　　 社会全体で子育てを支える

第３章　子育て家庭に対する支援の
　　　　実施体制
　１ 子ども家庭福祉行政の仕組み
　２ 児童相談所における相談援助活動
　３ 要保護児童施策と児童福祉施設
　４ ひとり親支援
　５ 母子保健施策

第４章　次世代育成支援の推進と
　　　　子ども家庭支援・子育て支援施策
　１ 次世代育成支援の推進
　２ 子ども・子育て支援新制度
　３ 地域子ども・子育て支援事業

第５章　保育者による子ども家庭支援の
　　　　意義と基本
　１ 保育所等における子ども家庭支援
　２ 保育の専門性を生かした子育て支援
　３ 子どもの育ちの喜びの共有
　４ 保護者の養育力の向上につながる支援
　５ 多様な家庭の状況に応じた支援

第６章　保育士に求められる基本的態度
　１ ソーシャルワーク実践モデルと
　　 援助関係の形成・支援
　２ 対人援助における基本的姿勢
　３ 相談援助におけるコミュニケーション
　　 スキル

第７章　保育士による子ども家庭支援の
　　　　展開過程
　１ 子ども及び保護者の状況・状態の把握
　２ 支援の計画と環境の構成
　３ 支援の実践・記録・評価・
　　 カンファレンス

第８章　保育士による職員間・関係機関・
　　　　専門職の連携・協働
　１ 保育所内の職員間の連携
　２ 保育所が連携する地域の関係機関と
　　 専門職
　３ 保育士がおこなう連携の実際
　４ 分野別にみる連携・協働の仕方
　５ 連携・協働の課題

第９章　保育士による子育て支援の特性と
　　　　展開
　１ 保育士による子育て支援
　２ 子育て支援とソーシャルワークの関係
　３ 演習事例「地域子育て支援拠点に
　　 おける電話相談」

第10章　保育環境を活用した子育て支援
　１ 施設内外の環境を活用した支援
　２ 演習事例「不適切な養育，病児，障がい，
　　 外国籍等に関する相談支援の環境」
　３ 保護者の子育て力を高める子育て支援
　　 の環境

第11章　送迎場面を活用した子育て支援
　１ 送迎場面を活用した子育て支援の
　　 重要性と基本姿勢
　２ 演習事例「出勤前の母親と登園を
　　 しぶって泣く子どもへの対応」

　３ 演習事例「子どものいざこざと怪我
　　 （嚙みつき）を伝える時の対応」

第12章　さまざまな伝達手段を活用した
　　　　子育て支援
　１ 連絡ノートやクラスだよりに
　　 活用される保育相談支援の技術
　２ 演習事例「連絡ノートの実際」
　３ 演習事例「クラスだよりの実際」

第13章　さまざまな保育体験活動を
　　　　活用した子育て支援
　１ 地域子育て支援拠点における
　　 保育体験活動
　２ 演習事例「どじょうつかみ」
　３ 演習事例「芋餅作り」

第14章　さまざまな児童福祉施設で
　　　　おこなわれる子育て支援
　１ 母子生活支援施設における子育て支援
　２ 乳児院における子育て支援
　３ 児童養護施設における子育て支援

第15章　子ども家庭支援・子育て支援の
　　　　課題と展望
　１ 子ども家庭支援・子育て支援の
　　 取り組みの推移
　２ 子ども家庭支援・子育て支援の課題と
 　　展望

索　引

コラム
　１ 「子どもの貧困」を考える
　２ 親と子のふれあい講座
　３ 障害児施設における保護者支援
　４ エコマップ
　５ 巡回訪問支援
　６ 個人懇談会における子ども家庭支援
　７ リフレーミング
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B5判美装/192頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09024-2　2021年1月刊行

新しい保育士養成課程科目「子どもの保健」に対応
したテキスト。保育士に求められる子どもの心身の
健康増進を図る保健活動，心身の発育に関する基礎
知識，疾病予防や多職種間の連携等についてわかり
やすく簡潔に見開きで解説する。

◎ 重要なトピックをそれぞれ見開きでわかりやすく解説
◎ 最新の情報・データにもとづき，現状にあった理解が
　 できる好評書籍の全面改訂版

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

新版 よくわかる子どもの保健
丸尾良浩／竹内義博 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

Ⅰ　子どもの心身の健康と保健の意義
　１ 健康の概念と健康指標
　２ 子どもの健康を脅かすもの
　３ 小児保健を日々の子育てに役立てるために
　４ 我が国の小児保健水準
　５ 母子保健
　６ 育児環境と精神保健
　７ 母親のメンタルヘルス
　８ 虐　待
　９ 子どものトラウマとその対応
　10 地域精神保健活動
　11 保健における養護と教育の一体性

Ⅱ　身体発育と保健
　１ 発育には原則がある
　２ 乳幼児の計測の仕方
　３ 身体発育値を評価する
　４ 体　重
　５ 身　長
　６ 頭　囲
　７ 身長，体重のバランス
　８ 肥満とやせ
　９ 身体発育に影響する要因

Ⅲ　運動機能の発達と保健
　１ 新生児の運動機能の発達
　　 ──原始反射から始まる生後の運動発達
　２ 乳児の運動機能の発達
　３ 幼児の運動機能の発達
　４ 学童期以降の運動機能の発達

Ⅳ　生理機能の発達と保健
　１ 自律神経
　２ 体　温
　３ 水分代謝と発熱
　４ 循　環
　５ 呼吸，心拍，血圧
　６ 消化吸収
　７ 排　泄
　８ 睡　眠
　９ 感覚器官
　10 免　疫

Ⅴ　精神機能の発達と保健
　１ 子どもの心の育ち
　２ 言語の発達
　３ 社会性の発達
　４ 情緒の発達
　５ 発達に影響する要因

Ⅵ　心身の健康状態とその把握
　１ 健康状態の観察ポイント
　２ 頭・頸部
　３ 胸・腹部
　４ 四肢・皮膚
　５ 子どもの心身の健康
　６ 心身症
　７ 生活習慣や行動上の問題
　８ 発達を評価する
　９ 乳幼児健康診査
　10 保護者との情報共有

Ⅶ　子どもの疾病の予防及び適切な対応
　１ 子どもの疾病の特徴
　２ 重要な感染症
　３ 呼吸器疾患
　４ 消化器疾患
　５ 循環器疾患
　６ 泌尿，生殖器疾患
　７ 中枢神経系疾患
　８ 内分泌，代謝疾患
　９ 血液，腫瘍性疾患
　10 アレルギー疾患
　11 整形外科疾患
　12 その他の疾患
　13 新生児マス・スクリーニング検査
　14 予防接種
　15 疾病異常と支援体制
　16 他職種間の連携・協働

巻末資料
さくいん
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B5判美装/176頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09023-5　2020年12月刊行

新しい保育士養成課程科目「子どもの健康と安全」
に対応したテキスト。保育士に求められる子どもの
健康や安全の知識をわかりやすく簡潔に見開きで解
説する。

◎ 重要なトピックをそれぞれ見開きでわかりやすく解説
◎ 「現場で役立つ救急時等の対応」も充実

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる子どもの健康と安全
丸尾良浩／竹内義博 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

Ⅰ　保健的観点を踏まえた保育環境
　　及び援助
　１ 保育における保健的対応の
　　 基本的な考え方
　２ 社会のなかでの保育環境
　３ 保育施設における環境整備
　４ 乳幼児健診の役割と意義

Ⅱ　保育における健康及び安全の
　　管理
　１ 保育現場における衛生管理
　２ 子どもの事故の特徴と現状
　３ 事故による心身の被害と
　　 救急処置
　４ 子どもの事故防止対策と
　　 安全教育
　５ 危機管理
　６ 災害への備え
　７ 大災害時の対応

Ⅲ　感染症対策
　１ 保育所での感染症の取り扱い
　２ 手洗い・うがい・マスク・
　　 咳エチケットの実際
　３ 予防接種

Ⅳ　保育における子どもの生活と
　　保健的対応
　１ 乳児の生活
　２ 1，2 歳児の生活
　３ 3，4，5 歳児の生活
　４ 身体の清潔と衣服
　５ 子どもの歯
　６ 排泄の世話

　７ 健康状態の観察
　８ 突然死
　９ 乳幼児突然死症候群

Ⅴ　個別的な配慮を要する
　　子どもへの対応
　１ 慢性疾患の子どものかかえる
　　 問題
　２ アレルギー疾患の子どもへの
　　 対応
　３ 知的能力障害のある子どもと
　　 その対応
　４ 身体障害のある子どもと
　　 その対応
　５ 発達障害のある子どもと
　　 その対応

Ⅵ　健康及び安全の管理の実施体制
　１ 職員間の連携と組織的取り組み
　２ 保健計画の作成と活用
　３ 保健活動の記録と自己評価
　４ 母子保健，地域保健における
　　 自治体との連携
　５ 家庭，専門機関，地域の関係
　　 機関等との連携

現場で役立つ救急時等の対応
　１ 救急時の初期対応（救急処置）
　２ ぐったりしている
　３ 息をしていない
　４ 高い所から落ちた，頭を打った，
　　 扉に挟まれた
　５ お腹を打った，胸を打った
　６ 熱が出た
　７ 熱中症
　８ ぼーっとしている，反応が鈍い

　９ けいれんした
　10 変な動きをした，ピクついた
　11 くらくらする，ふらつく，
　　 目が回る
　12 頭が痛い
　13 胸が痛い
　14 咳が出た，ゼーゼーする，
　　 息苦しい
　15 お腹が痛い
　16 嘔吐した
　17 うんちが出ない，うんちに血が
　　 混じる
　18 下痢をした
　19 おしっこが出にくい，おしっこ
　　 に血が混じる
　20 おちんちんが痛い，おしもが
　　 かゆい
　21 やけどした
　22 手足が腫れている
　23 ぶつぶつが出てきた
　24 目やにが出た，目が腫れた
　25 鼻血が出た，鼻血が止まらない
　26 喉につめた，耳や鼻に物を入れた
　27 耳が痛い，耳だれが出た
　28 変な物を飲んだ
　29 虫に刺された，動物に咬まれた，
　　 友達に嚙まれた
　30 髪に何かついている，肌に虫が
　　 ついている
　31 午睡時の注意点，夜驚症
　32 長時間移動時の注意点，
　　 乗り物酔い

巻末資料
さくいん
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B5判美装/256頁　定価：2,750円（本体2,500円+税）
ISBN 978-4-623-08910-9　2020年4月刊行

『子どもの保健 演習ブック』を，講義科目「子ども
の保健」と演習科目「子どもの健康と安全」の両方
に対応する形にリニューアル。学生が苦手意識を持
ちやすい保健関連の科目を，親しみやすい文体，豊
富な図解で平易に解説した。

◎ １冊で「子どもの保健」「子どもの健康と安全」に対応
◎ 学生が苦手意識を持ちやすい保健関連の科目をやさ
　 しく解説
◎ 授業で取り組める演習課題を豊富に収載

松本峰雄 監修

よくわかる！ 保育士エクササイズ 7　　　　　　　　

子どもの保健と安全 演習ブック
小林 玄／桜井ますみ／長谷川美貴子／堀田正央 著

ここが

ポイント
!!

はじめに
第１章　講義編　子どもの保健
　１コマ目　子どもの健康と保健の意義
　　　　　　を理解しよう
　　１ 子どもの保健とは何か
　　２ 子どもの保健の対象
　　３ 視野を広げて見た子どもの保健
　　演習課題
　２コマ目　子どもの発育を理解しよう
　　１ 乳幼児の発育の特徴
　　２ 乳幼児の身体測定
　　３ 乳幼児の発育の評価
　　４ 母子健康手帳
　　演習課題
　３コマ目　子どもの体を理解しよう１
　　１ ヒトの体とその働き
　　２ 呼吸器系
　　３ 循環器系
　　４ 消化器系
　　演習課題
　４コマ目　子どもの体を理解しよう２
　　１ 免疫機能
　　２ 排泄機能：尿の生成
　　３ 内分泌ホルモン
　　４ 神経系
　　演習課題
　５コマ目　子どもの発達を理解しよう１
　　１ 発達とは
　　２ 各領域における発達
　　演習課題
　６コマ目　子どもの発達を理解しよう２
　　１ 発達障害とは
　　２ 発達障害の子どもへの支援
　　演習課題
　７コマ目　子どもの健康状態を知ろう１
　　１ 子どもの健康観察
　　２ 子どもの一般状態
　　３ 子どもの水分の出入り
　　演習課題
　８コマ目　子どもの健康状態を知ろう２
　　１ 新生児（生まれて4週間まで）
　　２ 健康診断（健康診査）
　　３ 保護者との情報共有
　　演習課題
　９コマ目　子どもの病気とその対処法
　　　　　　について理解しよう１
　　１ 病気に対する子どもの特徴
　　２ 子どもの諸症状への対応（前半）
　　演習課題

　10コマ目　子どもの病気とその対処法
　　　　　　  について理解しよう２
　　１ 子どもの諸症状への対応（後半）
　　２ 与薬のしかた
　　演習課題
　11コマ目　子どもの病気とその対処法
　　　　　　  について理解しよう３
　　１ 感染症の概要
　　２ 感染症の種類
　　３ 感染源
　　４ 感染経路
　　演習課題
　12コマ目　子どもの病気とその対処法
　　　　　　  について理解しよう４
　　１ 子どもの病気の特性
　　２ 子どもによくみられる病気
　　３ 呼吸器疾患
　　４ 消化器系疾患
　　５ その他
　　演習課題
　13コマ目　子どもの病気の予防に
　　　　　　  ついて理解しよう
　　１ 乳幼児における予防接種の重要性
　　２ 予防接種の目的
　　３ ワクチンの種類
　　４ 定期接種と任意接種
　　５ ワクチンの接種方法
　　６ 予防接種の副反応
　　７ 保育所における予防接種の留意点
　　８ 予防接種のスケジュールと同時接種
　　演習課題
　14コマ目　地域の保健活動と
　　　　　　 子ども虐待防止について
　　　　　　 理解しよう
　　１ 地域における保健活動
　　２ 虐待の現状とその防止
　　演習課題
　15コマ目　子どもの健康と保育の環境
　　　　　　  について理解しよう
　　１ 子どもの成長・発達における環境と
　　　の相互作用
　　２ 施設内の環境整備
　　演習課題
第２章　演習編　子どもの健康と安全
　16コマ目　子どもの事故について
　　　　　　  理解しよう
　　１ 子どもの事故の特徴
　　２ 保育施設での子どもの事故
　　３ 事故防止および安全対策
　　演習課題

　17コマ目　災害への備えについて
　　　　　　 理解しよう
　　１ 災害への備え
　　２ 定期的な避難訓練の実施
　　３ 災害時の対応
　　４ 災害時におけるこころのケア　　
　　演習課題
　18コマ目　子どもの体調不良への対応
　　　　　　  について理解しよう
　　１ 子どもの発熱への対応
　　２ 子どもの下痢への対応
　　３ 子どもの嘔吐への対応
　　４ 子どもの咳への対応
　　５ 子どもの痛みへの対応
　　６ 子どもの熱性けいれんへの対応
　　７ 子どもの脱水への対応
　　８ 薬の取り扱い方
　　９ 罨法
　　演習課題
　19コマ目　子どもの応急処置・救急
　　　　　　  処置について理解しよう
　　１ 応急処置の基本
　　２ 応急処置の方法
　　３ 応急処置
　　演習課題
　20コマ目　子どもの感染症とその予防
　　　　　　  について理解しよう１
　　１ 病原微生物
　　２ 感染経路と感染様式
　　３ 保育所等における感染症対策の
　　　特徴
　　４ 保育所等における感染症対策の
　　　体制
　　５ 保育所等における感染症発生時
　　　の対応
　　６ 保育所等における登園停止と
　　　登園停止の解除
　　演習課題

　21コマ目　子どもの感染症とその予防
　　　　　　  について理解しよう２
　　１ 保育所等における感染症の予防
　　２ 保育所等における感染源・感染
　　　経路対策の具体的な方法
　　演習課題
　22コマ目　子どもの保健的対応に
　　　　　　  ついて理解しよう１
　　１ 保育所等における保健管理とは何か
　　２ 病児・病後児保育
　　演習課題
　23コマ目　子どもの保健的対応に
　　　　　　  ついて理解しよう２
　　１ 健康教育とは何か

　　２ 子どもへの健康教育
　　３ 職員への健康教育
　　演習課題
　24コマ目　子どもの保健的対応に
　　　　　　  ついて理解しよう３
　　１ 子どもの飲食
　　２ 乳歯と永久歯
　　３ 子どもの睡眠
　　演習課題
　25コマ目　子どもの保健的対応に
　　　　　　  ついて理解しよう４　
　　１ 抱っことおんぶ
　　２ お風呂の入れ方
　　３ 衣服の着せかえ
　　４ 排泄
　　５ 育児用品
　　演習課題
　26コマ目　慢性疾患のある子ども
　　　　　　  への対応を理解しよう
　　１ 子どもの慢性疾患とは
　　２ 神経・筋疾患（てんかん）
　　３ 内分泌疾患（糖尿病）
　　４ 先天性心疾患
　　演習課題
　27コマ目　障害のある子どもへの
　　　　　　  対応を理解しよう
　　１ 保育所における障害児保育
　　　（統合保育）
　　２ 障害のある子どもへの具体的な　
　　　対応
　　演習課題
　28コマ目　アレルギーのある子ども
　　　　　　  への対応を理解しよう
　　１ アレルギー疾患の概要と種類
　　２ アレルギーへの対応
　　演習課題
　29コマ目　地域保健活動と保育との
　　　　　　  関係を理解しよう
　　１ 地域における子ども・子育て支援
　　２ 子育て世代包括支援センター
　　３ 地域における社会資源との連携
　　４ 医療的ケア児への支援
　　演習課題
　30コマ目　保健活動の計画と評価に
　　　　　　  ついて理解しよう
　　１ 保育所における保健活動
　　２ 保育所における保健計画
　　３ 保健活動を含めた保育の評価　
　　４ 地域や保護者との連携
　　演習課題
　演習課題の解答例／参考文献／索引
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好評の旧版を生かし，「日本人の食事摂取基準」「授
乳・離乳の支援ガイド」「保育所におけるアレルギ
ー対応ガイドライン」など，各種ガイドラインや資
料を最新版にリニューアル。最近の食にまつわるト
ピックも掲載した。

◎ 「日本人の食事摂取基準」「授乳・離乳の支援ガイド」 
　 「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン」など，
　 各種ガイドラインや資料を最新版にリニューアル
◎ 豊富な事例や図解を掲載
◎ コラムを追加し，演習課題をより使いやすく，さらに
 　親しみやすいテキストに改訂

松本峰雄 監修

よくわかる！ 保育士エクササイズ 3

子どもの食と栄養 演習ブック［第２版］

大江敏江／小林久美／土田幸恵／林 薫／廣瀬志保 著
ここが
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はじめに

第 1 章　子どもの健康と食生活の意義
　1 コマ目　なぜ子どもの食と栄養を学ぶのか
　　１ 健康のとらえ方と子どもの健康
　　２ 子どもにとっての食べることの意義
　　３ 保育所等における子どもの食と栄養
　　４ 乳幼児期の食生活が生涯に及ぼす影響
　　５ 大切な食生活
　　演習課題

　2 コマ目　子どもの心身の健康と食生活
　　１ 子どもの健やかな成長と食生活の意義
　　２ 乳幼児の身体発育
　　３ 子どもの健康な食生活とは
　　演習課題

　３コマ目　子どもの食生活をめぐる現状１
　　１ 子どもの食生活の現状
　　２ 子どもの食生活を取り巻く課題
　　演習課題

　４コマ目　子どもの食生活をめぐる現状２
　　１ 「乳幼児栄養調査」と子どもの食生活
　　２ 平成27年度の調査結果からみた
　　　食生活状況
　　演習課題

第２章　栄養に関する基本的知識
　５コマ目　栄養とは何か
　　１ 栄養と栄養素
　　２ 食欲の起こるしくみ
　　３ 栄養素の種類
　　４ 水
　　演習課題

　６コマ目　栄養素の種類と機能１
　　１ 炭水化物
　　２ 脂質
　　演習課題

　７コマ目　栄養素の種類と機能２
　　１ たんぱく質
　　２ たんぱく質の栄養価と働き
　　演習課題

　８コマ目　栄養素の種類と機能３
　　１ ビタミン
　　２ 無機質（ミネラル）

　　演習課題

　９コマ目　栄養素の消化と吸収
　　１ 食物の消化
　　２ 消化器系のしくみと働き
　　３ 栄養素の消化，吸収
　　演習課題

第３章　日本人の食事摂取基準と調理の基本
　10コマ目　日本人の食事摂取基準１
　　１ 食事摂取基準とは
　　２ エネルギー代謝
　　演習課題

　11コマ目　日本人の食事摂取基準２
　　１ エネルギー産生栄養素
　　２ ビタミン
　　３ 無機質（ミネラル）
　　演習課題

　12コマ目　献立作成と調理の基本
　　１ 献立とは何か
　　２ 調理について
　　３ 献立作成の手順
　　演習課題

第４章  子どもの発育・発達と食生活
　13コマ目　妊娠・授乳期の食生活
　　１ 妊娠期の特徴と食生活
　　２ 母乳分泌と母乳分泌促進の食生活
　　３ 妊娠期の健康管理
　　４ 出生体重と健康の関係
　　演習課題

　14コマ目　乳児期の食生活１
　　１ 乳児期の食生活の特徴
　　２ 調乳
　　３ 授乳婦の健康管理と食生活
　　演習課題

　15コマ目　乳児期の食生活２
　　１ 離乳とは
　　２ 離乳食で困ったこと
　　３ ベビーフード
　　演習課題

　16コマ目　幼児期の食生活１
　　１ 身体発育
　　２ 幼児期の食生活の特徴

　　３ 生活リズムと食生活
　　演習課題

　17コマ目　幼児期の食生活２
　　１ 間食（おやつ）の意義と与え方
　　２ 食行動問題に対する保育者としての対応
　　演習課題

　18コマ目　学童期・思春期の食生活
　　１ 学童期・思春期の定義と心身の特徴
　　２ 学童期・児童期の食生活と栄養
　　３ 学校給食
　　演習課題

　19コマ目　生涯発達と食生活
　　１ 生涯発達とは
　　２ 食事摂取基準の役割
　　３ 食生活指針
　　演習課題

第５章　食育の基本と内容
　20コマ目　食育における養護と教育の一体性
　　１ 食育とは
　　２ “食べる力”を育てる
　　３ 保育所・幼稚園等での食育
　　４ 「保育所保育指針」に示されている
　　　食育の推進
　　演習課題

　21コマ目　食育の内容と計画
　　１ 食育のねらいと内容
　　２ 食育の計画
　　３ 食育の評価と改善
　　演習課題

　22コマ目　食育のための環境
　　１ 「めざす子ども像」と食育
　　２ 食育の環境
　　演習課題

　23コマ目　食育を通じた家庭や地域への支援
　　１ 保育所に求められる２つの子育て支援
　　２ 食育を通じた入所児の保護者への支援
　　３ 地域の保護者に対する食をとおした
　　　子育て支援
　　演習課題

第６章　家庭や児童福祉施設における食事と
　　　　栄養
　24コマ目　家庭における食事と栄養
　　１ 家庭における食生活の問題
　　２ 家庭における食育のポイント
　　演習課題

　25コマ目　児童福祉施設における食事と栄養１
　　１ 児童福祉施設の特徴と食生活の基本
　　２ 児童福祉施設における食事の提供
　　３ 保育所給食の実際と保育者の対応
　　演習課題

　26コマ目　児童福祉施設における食事と栄養２
　　１ 障害のある子どもの食生活
　　２ 障害のある子どもの摂食機能と食事指導
　　３ 障害児入所施設および障害児通所
　　　施設における食事
　　４ 地域の関係機関との連携
　　演習課題

第７章　特別な配慮を要する子どもの食と栄養
　27コマ目　疾病および体調不良の子ども
　　　　　　への対応
　　１ 体調不良の子どもへの対応
　　２ 食中毒予防と衛生管理
　　演習課題

　28コマ目　食物アレルギーのある子どもへの
　　　　　　対応１
　　１ アレルギーについて
　　２ 食物アレルギーへの対応と食事
　　３ アトピー性皮膚炎との関連
　　演習課題

　29コマ目　食物アレルギーのある子どもへの
　　　　　　対応２
　　１ 保育所における食物アレルギーへの対応
　　２ 保護者への対応
　　演習課題
　30コマ目  慢性疾患のある子どもへの対応
　　１ 子どもの疾病と食事療法
　　２ 子どもの慢性疾患とその対応
　　演習課題

巻末資料／参考文献／索引
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近年の児童福祉法改正等を踏まえ，「こども家庭セ
ンター」「里親支援センター」等に関する項目を新
たに設けるなど，より詳しく・わかりやすくした全
面改訂版。重要トピックを見開きで解説しており，
子ども家庭福祉の要点を網羅的に理解できる。

◎ 重要なトピックをそれぞれ見開きでわかりやすく解説
◎ 「こども家庭センター」「里親支援センター」等の項目
 　を新たに掲載
◎ 近年の児童福祉法改正等を踏まえた最新の内容

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ　　　　

新版 よくわかる子ども家庭福祉［第２版］

吉田幸恵／山縣文治  編著

はじめに

Ⅰ　子ども家庭福祉の状況と基本的考え方
　１ 少子高齢社会の姿と子どもの育ち
　２ 現代社会における多様な子ども
　　 家庭福祉問題
　３ 子ども家庭福祉の理念
　４ 子ども家庭福祉の意義と基本的枠組み

Ⅱ　子どもの権利と子ども観
　１ 子どもとは何か
　２ 子ども観の変遷と子どもの権利保障の
　　 あゆみ
　３ 児童の権利に関する条約
　４ 子どもの権利保障に関する取り組み

Ⅲ　子ども家庭福祉の展開
　１ 欧米の子ども家庭福祉の展開
　２ 明治期に子どもを支えた民間活動
　３ 第二次世界大戦以前の子ども関連施策
　　 の展開
　４ 戦後混乱期と児童福祉法の成立
　５ 子ども家庭福祉法制の整備
　　 （1950～1980年代）
　６ 子ども家庭福祉法制の改革
　　 （1990～2000年代）
　７ 子ども家庭福祉法制の展開
　　 （2010年代以降）
　８ 社会福祉の計画的推進
　９ 社会福祉改革と子ども家庭福祉
　10 子ども・子育て支援新制度

Ⅳ　子ども家庭福祉の制度
　１ 子ども家庭福祉を支える主要な法律１
　　 ──児童福祉法
　２ 子ども家庭福祉を支える主要な法律２
　　 ──児童福祉法以外の児童福祉 6 法
　３ 子ども家庭福祉に関連する法律
　４ 子ども家庭福祉の行政
　５ 子ども家庭福祉の審議機関
　６ 子ども家庭福祉の財政
　７ 子ども家庭福祉の費用負担

Ⅴ　子ども家庭福祉の実施機関
　１ 児童相談所
　２ 福祉事務所・家庭児童相談室
　３ 児童家庭支援センター
　４ こども家庭センター
　５ 保健所・市町村保健センター
　６ 要保護児童対策地域協議会
　７　家庭裁判所

Ⅵ　子ども家庭福祉の施設及び里親制度
　１ 子ども家庭福祉に関わる施設の種類と
　　 類型
　２ 子ども家庭福祉に関わる施設の運営
　３ 子ども家庭福祉に関わる施設の
　　 権利擁護
　４ 保育所
　５ 幼保連携型認定こども園
　６ 児童厚生施設
　７ 児童発達支援センター・障害児入所施設
　８ 乳児院
　９ 児童養護施設
　10 母子生活支援施設
　11 児童自立支援施設
　12 児童心理治療施設
　13 自立援助ホーム
　14 里親・特別養子縁組制度
　15 里親支援センター
　16 子ども家庭福祉に関連する施設
　17 子ども家庭福祉に関わる施設及び里親
　　 制度の課題と展望

Ⅶ　子ども家庭福祉の援助
　１ 社会福祉の援助の基本と
　　 子ども家庭福祉の特性
　２ 子ども家庭福祉を支える人々に
　　 求められる倫理
　３ 児童相談所の専門職
　４ 福祉事務所及び家庭児童相談室の
　　 専門職
　５ 施設に配置される職員
　６ 児童委員・主任児童委員

　７ スクールカウンセラーと
　　 スクールソーシャルワーカー
　８ その他の専門職等

Ⅷ　在宅児童を対象にした子ども家庭福祉
　　の実際
　１ 母子保健
　２ 子ども・子育て支援の位置づけと考え方
　３ 就学前教育・保育施設の現状とあゆみ
　４ 保育所・幼稚園・認定こども園
　５ 地域型保育・病児保育・認可外保育施設
　６ 利用者支援事業
　７ 地域子育て支援拠点事業
　８ さまざまな訪問支援事業
　９ 子育て援助活動支援事業
　　 （ファミリー・サポート・センター事業）
　10 子どもの健全育成
　11 放課後等デイサービス
　12 子ども家庭福祉に関連する地域活動
　13 在宅児童を対象にした子ども家庭福祉
　　 の課題

Ⅸ　さまざまな状況にある子どもを支える  
　　子ども家庭福祉の実際
　１ 子どもの貧困とひとり親家庭への支援
　２ 外国籍等の子どものいる家庭への支援
　３ 障害のある子どもへの支援
　４ 虐待を受けている子どもへの支援
　５ 社会的養護経験者への支援
　６ 心理的な課題を抱える子どもへの支援
　７ 非行等の問題行動のある子どもへの
　　 支援
　８ さまざまな状況にある子どもを支える
　　 子ども家庭福祉の課題

さくいん
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A5判美装/248頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-09496-7　2022年11月刊行

近年の児童福祉法改正などの法令改正や今後の動向
など，最新の内容を掲載したテキスト。子どもの人
権擁護に関する内容を充実させるとともに，現代社
会に生きる子どもと家庭等への支援の現状と問題点
も解説。

◎ 法令改正に深く関わった著者による高校生から読める
　 入門書
◎ ここ数年大きく変化した子ども家庭福祉をわかりやす
 　く解説
◎ 近年の児童福祉法改正等を踏まえた最新の内容

シリーズ・福祉を知る 3　　

子ども家庭福祉論［第３版］

山縣文治 著
ここが

ポイント
!!

第３版はじめに／第２版はじめに
はじめに

　第Ⅰ部　子ども家庭福祉とは何かを知る
第１章　少子高齢社会と子ども家庭福祉
　　　　問題
　１ 少子高齢社会の姿
　２ 少子高齢社会を促進している要因
　３ 子どもの育ちと環境
　４ 現代社会における子ども家庭福祉問題

第２章　子ども家庭福祉の基本的考え方
　１ 児童福祉から子ども家庭福祉へ
　２ 子ども家庭福祉の意義と基本的枠組み
　３ 子ども家庭福祉の基本理念
　４ 子ども家庭福祉と保育

第３章　子どもという存在と子ども家庭福祉
　１ 子どもおよび保護者という存在の特性
　２ 子ども観の変遷
　３ 子どもの人権・権利保障

第４章　子ども家庭福祉の展開
　１ 社会福祉の原初形態
　２ 日本における子ども家庭福祉の展開
　３ 欧米の子ども家庭福祉のあゆみ
　４ 特徴的な世界の就学前施策

第５章　子ども家庭福祉の制度
　１ 子ども家庭福祉の法律
　２ 子ども家庭福祉の行政機構・審議会・
　　 実施機関
　３ 子ども家庭福祉の財政
　４ 子ども家庭福祉施策の体系と類型
　５ 子ども家庭福祉施設

　第Ⅱ部　子ども家庭福祉の実際
第６章　子ども家庭福祉の援助
　１ 社会福祉の援助の基本と
　　 子ども家庭福祉の特性

　２ 子ども家庭福祉を支える人々
　３ 子ども家庭福祉を支える人々に
　　 求められる倫理

第７章　母子保健・子どもの健全育成と
　　　　子ども家庭福祉
　１ 母子保健と子ども家庭福祉
　２ 子どもの健全育成と子ども家庭福祉

第８章　地域子育て支援と子ども家庭福祉
　１ 地域子育て支援の位置づけ
　２ 地域子育て支援の考え方
　３ 代表的な地域子育て支援施策
　４ 地域子育て支援の課題

第９章　就学前の拠点型保育・教育と
　　　　子ども家庭福祉
　１ 就学前の拠点型保育・教育の現状
　２ 就学前の拠点型保育・教育のあゆみ
　３ 代表的な拠点型保育・教育施設
　４ 就学前の拠点型保育・教育における課題

　第Ⅲ部　さまざまな状況にある子どもを
　　　　　支える子ども家庭福祉
第10章　社会的養護と子ども家庭福祉
　１ 社会的養護の現状
　２ 社会的養護改革への取り組み
　３ 社会的養護の基本理念と原理
　４ 代表的な社会的養護サービス
　５ 社会的養護施策の課題

第11章　虐待を受けている子どもと子ども
　　　　家庭福祉
　１ 子ども虐待の現状
　２ 子ども虐待とは何か
　３ 子ども虐待への対応
　４ 子ども虐待支援の課題

第12章　心理的支援の必要な子ども・少年
　　　　非行と子ども家庭福祉
　１ 心理的支援の必要な子どもと
　　 子ども家庭福祉
　２ 少年非行と子ども家庭福祉

第13章　子どもの貧困・ひとり親家庭と
　　　　子ども家庭福祉
　１ 子どもの貧困と子ども家庭福祉
　２ ひとり親家庭と子ども家庭福祉

第14章　障がいのある子どもと子ども家庭
　　　　福祉
　１ 障がいのある子どもの状況
　２ 障がいのとらえ方
　３ 障がい福祉施策の動向と新たな
　　 福祉理念
　４ 障がいのある子どもに対する主な
　　 福祉施策
　５ 障がいのある子どもに対する福祉施策
　　 の課題

終　章　子ども家庭福祉サービスの動向と
展望
　１ 社会福祉改革の展開
　２ 社会福祉改革と子ども家庭福祉
　３ 子ども家庭福祉の課題

さくいん



B5判美装/232頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09293-2　2022年5月刊行

倉石哲也／伊藤嘉余子 監修

MINERVA はじめて学ぶ子どもの福祉 1

子ども家庭福祉［第２版］

伊藤嘉余子／澁谷昌史 編著

「授業に合わせた30レッスン形式，初学者にも親し
みやすく，わかりやすい」というコンセプトはその
ままに，法律や制度，ガイドラインの改訂に対応し
た保育士養成課程テキストの最新版。現代的な諸問
題やトピックについての解説を加えた

ここが

ポイント
!!

◎ 法律や制度，ガイドラインの改訂に対応した
◎ 現代的な諸問題やトピックを加筆
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はじめに

第１章　現代社会と子ども家庭福祉
　レッスン１　なぜ子ども家庭福祉を学ぶのか
　　①子どもの幸せを守る社会
　　②保育だけでは子どもの幸せは守れない
　レッスン２　子ども家庭福祉とは何か
　　①子どもをどのように理解するか
　　②子ども家庭福祉を理解する
　　③子ども家庭福祉の体系
　レッスン 3　現代社会と子ども家庭福祉
　　　　　　 ニーズ
　　①少子化
　　②子育てにかかる負担感
　　③子育て・子育ちの失調
　レッスン４　保育と子ども家庭福祉
　　①乳幼児の発達保障と保育
　　②子ども家庭福祉が求める保育士
　コラム　見逃されたＳＯＳ

第２章　子ども家庭福祉の歴史的展開
　レッスン５　子ども家庭福祉の歴史⑴
　　　　　 　古代～大正
　　①古代における子どもの救済
　　②中世における子どもの救済
　　③近世における子どもの救済　
　　④明治期における子どもと家庭に
　　　対する社会事業
　レッスン６　子ども家庭福祉の歴史⑵
　　　　　 　昭和以降
　　①昭和前期
　　②第二次世界大戦後の混乱と
　　　子どもの福祉　
　　③「児童福祉法」の制定　
　　④「児童憲章」の制定　
　　⑤児童福祉の整備拡充　
　　⑥オイルショックから平成まで
　レッスン７　子ども家庭福祉に関わる
　　　　　 　国の施策
　　①「児童福祉法」の改正の経緯　
　　②「少年法」の改正
　　③「児童虐待の防止等に関する法律」の
　　　制定と改正
　　④「ＤＶ防止法」の制定と改正
　　⑤「次世代育成支援対策推進法」の制定
　　⑥「少子化対策」から
　　   「子ども・子育て支援」へ
　レッスン８　近年の子ども家庭福祉の課題
　　①「子ども・子育て支援新制度」の創設
　　②「子ども・子育て支援新制度」のポイント

　　②子どもの権利擁護に関する
　　　地方自治体の取り組み　
　　③子どもの権利擁護と児童福祉施設
　コラム　現物給付と現金給付

第４章　子ども家庭福祉施策の現状と課題
　レッスン16　少子化と子育て支援サービス
　　①少子化の現状と子育て支援の意義
　　②地域子育て支援サービスの概要
　レッスン17　多様な保育ニーズへの対応
　　①「子ども・子育て支援新制度」の概要
　　②施設型給付
　　③地域型保育事業
　　④地域子ども・子育て支援事業
　　⑤仕事・子育て両立支援事業
　　⑥認可外保育施設
　レッスン18　母子保健サービス
　　①母子保健の現状　
　　②「健やか親子 21」　
　　③母子保健サービスの体系　
　　④その他の母子保健施策
　レッスン19　障害のある子どもへの支援
　　①障害のある子どもの現状　
　　②障害のある子どもへの福祉施策の
　　　動向 
　　③障害児通所支援
　　④障害児入所支援　
　　⑤経済的支援
　レッスン 20　健全育成
　　①子どもの健全育成　
　　②児童厚生施設　
　　③放課後児童健全育成事業
　　④新・放課後子ども総合プラン
　レッスン 21　子ども虐待対策
　　①子ども虐待の定義　
　　②子ども虐待の実態　
　　③子ども虐待が起こる背景
　　④子どもを虐待から保護するしくみ
　レッスン 22　ＤＶへの対応
　　①日本におけるＤＶの現状
　　②「配偶者からの暴力の防止及び
　　　被害者の保護等に関する法律」
　レッスン 23　社会的養護
　　①社会的養護の体系　
　　②社会的養護の原理　
　　③社会的養護の充実のための取り組み
　　④里親委託の推進
　　⑤里親制度

　　③給付の全体像と新たな事業
　　④認定こども園
　　⑤利用者支援事業
　　⑥「子ども・子育て支援新制度」の課題
　コラム　日本における「子ども観」
　　　　　「子育て観」の変遷

第３章　子ども家庭福祉に関する
　　　　法制度と実施体制
　レッスン９　子ども家庭福祉の制度と法体系
　　①子ども家庭福祉の法体系
　　②児童福祉六法
　　③子ども家庭福祉を支える法律
　レッス10　子ども家庭福祉を実施する
　　　　　 　行政機関
　　①国の子ども家庭福祉行政のしくみ
　　②地方の子ども家庭福祉行政のしくみ
　　③児童相談所
　　④福祉事務所，家庭児童相談室
　　⑤その他の関連機関
　レッスン 11　児童福祉施設等
　　①児童福祉施設とは　
　　②社会的養護の施設等　
　　③障害児施設
　　④その他の児童福祉施設
　　⑤児童福祉施設以外の施設
　レッスン12　子ども家庭福祉の費用
　　①子ども家庭福祉を推進するための財源
　　②児童福祉施設の整備にかかる費用
　　③児童福祉施設等の運営にかかる費用
　　④利用者負担
　レッスン13　子ども家庭福祉の専門職
　　①子ども家庭福祉の関係機関の専門職
　　②子ども家庭福祉の関係施設の専門職
　　③その他の専門職等
　レッスン14　子ども家庭福祉のネットワーク
　　①子ども家庭福祉におけるネットワークの
　　　意義　
　　②子ども虐待に対応するための
　　　ネットワーク　
　　③障害のある子どもの支援のための
　　　ネットワーク
　　④子ども・若者支援のための
　　　ネットワーク　
　　⑤子どもの貧困対策のための
　　　ネットワーク
　レッスン15　子ども家庭福祉と権利擁護
　　①子どもの権利擁護に関する国の
　　　取り組み　

　レッスン 24　ひとり親家庭福祉サービス
　　①ひとり親家庭への支援の必要性
　　②ひとり親家庭への支援施策　
　　③ひとり親家庭を支援する施設
　レッスン 25　少年非行への対応
　　①少年非行の現状　
　　②少年非行への福祉的対応
　　③児童自立支援施設
　　④少年院，少年鑑別所，保護観察所
　レッスン 26　貧困家庭の子どもと
　　　　　　　その家族への対応
　　①子どもの貧困をめぐる問題　
　　②「子どもの貧困対策法」の内容　
　　③「子どもの貧困対策に関する大綱」の
　　　内容
　　④子どもの貧困がもたらすもの　
　　⑤子どもの貧困への具体的支援
　レッスン 27　外国籍の子どもとその家族
　　　　　　　への対応
　　①わが国における国際化の動向　
　　②外国籍の子どもの受け入れ状況　
　　③保育所等での受け入れの課題
　　④保育所等における支援
　　⑤地域における支援
　コラム　支援を必要としている子どもとは
　　　　　誰か

第５章　子ども家庭福祉の援助活動
　レッスン 28　諸外国の動向
　　①諸外国の動向を知る意義
　　②デンマーク
　　③韓国
　　④オーストラリア
　レッスン 29　子どもの発達・成長と
　　　　　　　 保育者に求められる視点
　　①学校と家庭をとりまく問題
　　② 10代の自殺
　　③性的マイノリティの子どもたちへの支援
　レッスン 30　これからの子ども家庭福祉
　　　　　　　の展望
　　①つながることの大切さ 
　　②すべての人が個人として尊重される
　　　社会へ　

　コラム　専門職連携のために
　　　　　――保育士の専門性とは
　　　　　　　何か，考えよう

さくいん
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子ども家庭福祉の教科書。こども家庭庁の創設や児
童福祉法の改正など，最新の子ども家庭福祉をめぐ
る動向・法制度の改正等を網羅。子ども家庭福祉の
全体像を捉えるのに役立つ一冊。

◎ 実践事例を多数掲載
◎ 養護問題研究会の研究成果を基に執筆。
◎ 児童福祉法の改正など，最新の法令改正を踏まえた内容

「そだちあい」のための子ども家庭福祉

藤田哲也／安形元伸 編著
ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　現代社会における子ども家庭福祉の意義と
　　　　歴史的変遷
　１ 子ども家庭福祉の理念と概念
　２ 子ども家庭福祉の歴史的変遷
　３ 現代社会と子ども家庭福祉

第２章　子どもの人権擁護
　１ 子どもの人権擁護の歴史的変遷
　２ 子どもの権利に関する条約の理解
　３ 子どもの人権擁護と現代社会における課題

第３章　子ども家庭福祉の制度と実施体系
　１ 子ども家庭福祉の制度と法体系
　２ 子ども家庭福祉の実施体系
　３ 児童福祉施設等
　４ 子ども家庭福祉の専門職

第４章　子ども家庭福祉の現状と課題
　１ 少子化と地域子育て支援
　２ 多様化するニーズに対応する母子保健と
　　 子どもの健全育成

　３ 多様な保育ニーズへの対応
　４ 子ども虐待・ドメスティックバイオレンスの
　　 防止
　５ 社会的養護
　６ 障害のある子どもへの対応
　７ 非行少年のための児童自立支援施設
　８ 貧困家庭の子どもへの支援
　９ 外国人の子どもとその家庭への支援

第５章　子ども家庭福祉の動向と展望
　１ 次世代育成支援と子ども家庭福祉の推進
　２ 地域における連携・協働とネットワーク
　３ 諸外国の動向
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A5判美装/264頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09527-8　2023年2月刊行

近年の児童福祉法改正などの法令改正や今後の動向
など，最新の内容を掲載したテキスト。子どもの人
権擁護に関する内容を充実させるとともに，現代社
会に生きる子どもと家庭等への支援の現状と問題点
も解説。

◎ 図表を豊富に用い，統計的なデータも充実
◎ 専門用語など，学生がつまずきそうな箇所には注を設
　 け，わかりやすく解説
◎ 近年の児童福祉法改正を踏まえた最新の内容

子ども家庭福祉
―― 子どもと家庭を支援する

大津泰子 著
ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　現代社会と子ども家庭福祉
　１ 少子高齢社会と子どもの健全育成
　２ 変化する家族形態
　３ 家族機能の変化
　４ 子どもの遊びの変化
　５ 情報メディアと子どもの健全育成
　６ 食生活の変化と食育の推進
　７ 地域社会の変化
　８ 学校に関する子どもの問題
　９ コロナ禍と子どもの育ち

第２章　子ども家庭福祉の歴史
　１ イギリスにおける子ども家庭福祉の歴史
　２ アメリカにおける子ども家庭福祉の歴史
　３ 日本における子ども家庭福祉の歴史

第３章　子ども家庭福祉の理念と法律
　１ 子ども家庭福祉の理念
　２ 児童福祉六法
　３ その他の児童福祉に関する法律

第４章　子ども家庭福祉の機関と専門職
　１ 行政および審議機関
　２ 実施機関
　３ 子ども家庭福祉の財源
　４ 子ども家庭福祉に関わる専門職

第５章　児童福祉施設
　１ 児童福祉施設とは
　２ 児童福祉施設の運営
　３ 児童福祉施設の種類

第６章　子ども家庭福祉サービス
　１ 社会的養護を必要とする子どもへの施策
　２ ひとり親世帯の施策
　３ 障害のある子どもへの施策
　４ 母子保健施策
　５ 健全育成

第７章　保育サービス
　１ 保育サービスの多様化
　２ 待機児童問題への取り組み 
　３ 保育所における保育サービス
　４ 認定こども園
　５ 子ども・子育て支援新制度による保育サービス
　６ 認可外保育サービス
　７ 保育に関する課題

第８章　困難を抱える子どもと家庭への支援
　１ 子ども虐待の防止と支援
　２ ドメスティック・バイオレンス（DV）の防止と支援
　３ 貧困家庭への支援
　４ 外国籍等の子どもとその家庭への支援
　５ 非行児童への支援

第９章　少子化対策と子育て支援
　１ これまでの少子化対策の流れ
　２ 仕事と生活の調和（ワーク ･ ライフ ･ バランス）
　　 のための就労支援
　３ 新たな少子化対策と子育てを応援する新しい
　　 システム
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B5判美装/164頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08854-6　2020年5月刊行

子どもと子育て家庭を支援するための基礎的・専門
的な知識や技術をわかりやすく解説する。「子ども
家庭福祉の理念・法制度と子育て家庭を支援するソ
ーシャルワーク」を学ぶことに主眼を置いた。

◎ 「子ども家庭福祉」の理論と実際をわかりやすく解説
◎ 現場で求められる基礎的・専門的知識を網羅

子ども家庭福祉入門

芝野松次郎／新川泰弘／宮野安治／山川宏和 編著
ここが

ポイント
!!

はしがき

第１章　超少子高齢社会における子ども家庭福祉
　１ 超少子高齢社会における子どもと子育て家庭の現状
　２ 子ども家庭福祉の基本的な視点
　　 ──改正児童福祉法の理念と新しい社会的養育ビジョン
　　　　 を踏まえた「子ども家庭中心児童福祉サービス」
　３ 子どもと子育て家庭と制度・サービスとの接点における
　　 ソーシャルワーク（PEIM）
　　 ──「市区町村子ども家庭総合支援拠点」における
　　　　 子ども家庭中心児童福祉サービス

第２章　子ども家庭福祉の理念と専門職
　１ 子ども家庭福祉の概念と理念
　２ 子ども家庭福祉の専門職
　３ 子ども家庭福祉専門職の倫理

第３章　子ども家庭福祉の展開
　１ 古代・中世の救済と子ども
　２ 明治期以降の子どもに関わる社会事業
　３ 昭和以降の児童福祉と先駆者たち

第４章　子どもの権利擁護
　１ 子ども人権擁護の歴史的変遷
　２ 児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）
　３ 子どもの人権擁護と現代社会における課題

第５章　子ども家庭福祉の法体系
　１ 児童福祉六法の概要
　２ 児童福祉六法以外の子ども家庭福祉に関連する法律の概要
　３ 子ども家庭福祉領域の法律の動向

第６章　子ども家庭福祉の制度・事業
　１ 少子化と子育て支援施策
　２ 地域子ども・子育て支援事業
　３ 子ども・子育て支援新制度

第７章　子ども家庭福祉の実施行政機関
　１ 子ども家庭福祉の実施体系
　２ 児童相談所
　３ 福祉事務所などの機関

第８章　子ども家庭福祉に関連する施設
　１ 児童福祉施設とは
　２ 社会的養護・障がいのある子ども・心理的な治療を必要
　　 とする子どもへの支援
　３ ひとり親家庭への支援と非行少年などへの支援

第９章　地域の子育て家庭への支援の現状と課題
　１ 地域の子育て家庭への支援
　２ 母子保健サービスと子どもの健全育成
　３ 多様な保育ニーズへの対応

第10章　要保護・要支援児童への支援
　１ 児童虐待・ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）とその防止
　２ 保護・要支援児童への支援の現状
　３ 新しい社会的養育ビジョン

第11章　子ども家庭福祉の動向とソーシャルワーク
　１ 次世代育成支援対策の推進
　２ 子ども家庭福祉の新たな動向
　３ 子ども家庭福祉の対象，方向性，枠組み，ソーシャルワーク

人名索引／事項索引

コラム
　１ 諸外国の子ども家庭福祉の動向① イギリス
　２ 諸外国の子ども家庭福祉の動向② フランス
　３ 諸外国の子ども家庭福祉の動向③ フィンランド
　４ 諸外国の子ども家庭福祉の動向④ カナダ
　５ 諸外国の子ども家庭福祉の動向⑤ ニュージーランド
　６ 子ども家庭福祉の専門職
　７ 里親支援：中核市と民間フォスタリング機関の挑戦
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A5判美装/予190頁　予価：2,200円（本体予価2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09683-1　2023年12月刊行予定

社会福祉の考え方・歴史・サービス体系ならびにソー
シャルワーク等の基本知識を網羅。初学者・実践者
に「社会福祉」という科目を学ぶ意義とおもしろさ
を伝える。近年の法令改正や最新のデータを反映し
た改訂版。

◎ 授業１回につき１章，１冊を１学期間で網羅できる分
 　量にまとめて構成
◎ 最新のデータや法改正を反映し，現状に合った理解が 
 　できる好評書籍の改訂版

新・プリマーズ／保育／福祉　　　　

社会福祉［第６版］

石田慎二／山縣文治 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　社会福祉の考え方
　１ 社会福祉とは何か
　２ 社会福祉の構造
　３ 社会福祉における価値と倫理

第２章　社会福祉を取り巻く環境
　１ 少子高齢社会の現状
　２ 現代家族の動向
　３ 現代の貧困問題

第３章　社会福祉の歴史
　１ 戦前の社会福祉の歴史
　２ 戦後の社会福祉の歴史
　３ 社会福祉基礎構造改革
　４ 2000年以降の動向

第４章　社会福祉の仕組み
　１ 社会福祉の法律
　２ 社会福祉を支える行政の
 　　仕組み
　３ 社会福祉を支える財政
　４ 社会福祉の費用負担

第５章　社会福祉サービスの利用
　　　　の仕組み
　１ 社会福祉事業の範囲
　２ 社会福祉サービス利用手続き
 　　の仕組み
　３ 社会福祉サービス利用者を
 　　支える仕組み

第６章　社会福祉の機関と施設
　１ 社会福祉を支える機関
　２ 社会福祉を支える施設

第７章　社会保障
　１ 私たちの生活を守る社会保障
　２ 年金制度の仕組み
　３ 医療保険の仕組み

第８章　低所得者福祉
　１ 所得保障と生活保護
　２ その他の低所得者施策

第９章　子ども家庭福祉
　１ 子ども家庭福祉の法律
　２ 子ども家庭福祉の施設
　３ 子ども虐待への対応

第10章　高齢者福祉
　１ 介護保険制度の理念
　２ 介護保険制度でどんな
 　　サービスが利用できるか
　３ 介護保険制度の課題

第11章　障害者福祉
　１ 障害者福祉について考える
　２ 障害者福祉の基本となる理念
　３ 障害者（児）福祉の法律・制度

第12章　地域福祉
　１ 地域福祉とは
　２ 地域福祉を支える機関・団体
　３ 地域福祉活動の内容

第13章　利用者保護制度
　１ 利用者保護の背景
　２ 成年後見制度
　３ 日常生活自立支援事業など

第14章　ソーシャルワーク
　１ 保育士とソーシャルワークと
 　　の関係を学ぶ
　２ ソーシャルワークの展開過程
　３ これからの保育士としてもつ
 　　べき視点・果たすべき役割

第15章　社会福祉の担い手
　１ 社会福祉に関する職場・職種
　２ 社会福祉分野の資格
　３ 社会福祉専門職が大切にし，
 　　守らなければならないこと
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A5判美装/202頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09395-3　2023年3月刊行

保育士養成課程の社会福祉のテキスト。保育士とし
て身に付けるべき社会福祉の基礎的内容をわかりや
すく解説。保育士が持つべき視点・考えに基づき学
びが深められる一冊。各章末に「コラム」「用語解説」
等を掲載。

◎  「各章のポイント」や「図表」を活用したわかりやす
　 いテキスト
◎  「コラム」「用語解説」「振り返り問題」も豊富に掲載
◎  児童福祉法等の法令改正を踏まえた最新版

子どもの未来を育む社会福祉

野島正剛／大塚良一／田中利則 編著
ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　現代社会における社会福祉の意義と
　　　　子ども家庭支援
　１ 現代社会における社会福祉の意義
　２ 保育士が社会福祉を学ぶ意義

第２章　社会福祉の歴史的変遷
　１ 西洋における社会福祉の発展
　２ 日本における社会福祉の発展

第３章　社会福祉の制度と行財政
　１ 社会福祉の制度・法体系および社会福祉行財政
　２ 児童福祉関連法と児童福祉の実施機関

第４章　社会福祉施設と専門性
　１ 社会福祉施設の展開
　２ 社会福祉施設従事者と専門性

第５章　ソーシャルワーク
　１ 保育士に求められる業務の拡充とソーシャル
　　 ワークを担う必要性
　２ 保育士が担うソーシャルワークの対象と
　　 展開過程・原則

第６章　社会福祉における利用者の保護
　１ 社会福祉における利用者の保護
　２ 契約関係と利用者
　３ 利用者の保護のための制度
　４ 利用者の権利擁護と苦情解決

第７章　社会福祉の動向と課題
　１ 少子・高齢化の進行と子育て家庭への支援
　２ 共生社会の実現と障害者施策
　３ 在宅福祉・地域福祉の推進
　４ 諸外国の動向
　　 ──各国のＳＤＧｓの取り組みと課題

あとがき
索　　引

コラム
　１ 資本主義の維持形態としての社会福祉
　２ 「懲戒権」の変遷
　３ ノーマライゼーション
　４ 他者に対する変わらぬ気持ち
　５ ヤングケアラー問題
　６ 人質児相？
　７ 新型コロナウイルスと施設クラスター
　８ 保育士さん笑顔で働いている？
　９ 児童発達支援責任者の実務の現状
　10 ソーシャルワーク実践と展開過程
　11 障害者施設と契約制度
　12 成年後見制度と医療同意
　13 子育ての風景
　14 障害は個性ではなく特性です
　15 民生委員による学習・就職支援
　16 新型コロナウイルスとＳＤＧｓ

新　刊
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B5判美装/220頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-09105-8　2021年５月刊行

保育士養成課程の「社会福祉」の教科書。社会福祉
の法・制度とソーシャルワークを学ぶことに主眼を
置いた。子どもと子育て家庭を支援するにあたって
の様々な基礎的・専門的な知識や技術を網羅して取
り上げる。

◎ 子どもと子育て家庭を支援するための理論と実際
　 をわかりやすく解説
◎ 現場で求められる基礎的・専門的知識を網羅

社会福祉入門

芝野松次郎／新川泰弘／山縣文治 編著
ここが

ポイント
!!

はしがき

第１章　社会福祉の法・制度に基づいたソーシャルワーク
　１ ケースワーク，そしてソーシャルワーク
　２ 社会福祉士法，そしてソーシャルワークの特性
　３ 人と環境（法・制度）との接点で機能するソーシャルワーク
　　 （PEIM）

第２章　社会福祉の動向と子ども家庭福祉の課題
　１ 少子高齢社会の姿とその要因
　２ 現代社会における福祉問題
　３ 近年の社会福祉の動向

第３章　社会福祉専門職の倫理
　１ 専門職の特性と社会福祉専門職
　２ 社会福祉専門職の倫理綱領
　３ 倫理的ジレンマと支援体制

第４章　ソーシャルワークにおける対象理解とケースマネジメント
　１ ソーシャルワークの対象とは
　２ ソーシャルワーク対象の発見と援助の開始
　３ ケースマネジメント

第５章　ソーシャルワークの展開過程と評価
　１ ソーシャルワークの展開過程
　２ 子ども家庭福祉におけるソーシャルワークの評価
　３ 子ども家庭福祉サービス利用の効果測定

第６章　ソーシャルワークの方法
　１ ソーシャルワークの対象レベル
　２ 実践モデルとアプローチ
　３ 社会資源を活用したソーシャルワークの方法

第７章　援助関係とコミュニケーション技術
　１ 対人援助の専門職による援助関係の形成
　２ コミュニケーション技術
　３ 記録の技術

第８章　社会福祉六法と社会福祉制度
　１ 社会福祉法と生活保護法
　２ 児童福祉法と母子及び父子並びに寡婦福祉法
　３ 身体障害者福祉法・知的障害者福祉法・老人福祉法

第９章　社会福祉の実施機関と福祉施設
　１ 社会福祉の行政機関
　２ 子ども家庭福祉の行政と施設
　３ 社会福祉を支える民間人材

第10章　利用者保護に関わる社会福祉制度
　１ 福祉サービスの情報提供
　２ 福祉サービスの自己評価と第三者評価
　３ 利用者の権利擁護と苦情解決

第11章　共生社会の実現と障害者施策
　１ ノーマライゼーション・インクルージョンの理念と共生社会の実現
　２ 障害の定義とその理解
　３ 障害者施策の動向と展開

第12章　日本の社会福祉の歴史的変遷
　１ 明治から昭和までの制度的変遷
　２ 社会事業を行った篤志家たち
　３ 第二次世界大戦後の民主主義と社会福祉の成立

第13章　欧米の社会福祉の歩みと諸外国の動向
　１ イギリスの社会福祉の歴史
　２ アメリカの社会福祉の歴史
　３ 諸外国の動向

第14章　在宅福祉・地域福祉の推進
　１ 市町村の福祉計画
　２ 在宅福祉・地域福祉の推進
　３ 社会福祉法人・社会福祉協議会の今後の役割

第15章　社会保障
　１ 社会保障制度
　２ 社会保障の各制度
　３ 社会保障制度の費用と財源

人名索引／事項索引
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保育士養成課程の社会福祉のテキスト。保育現場で
必要な事項と様々な機関・施設と連携するための基
礎知識を網羅。また福祉を社会全体の活動と捉え，
その考え方・しくみ・方法についてわかりやすく解
説。

◎ 保育現場で求められる基礎知識を網羅
◎ 事例を踏まえ，多職種連携で生じる問題点と解決方
　 法を解説
◎ 災害対策・地域との協働・終末期ケアなど，福祉が
　 対応すべき問題を保育の観点から考察

シリーズ・保育の基礎を学ぶ 1

実践に活かす社会福祉
井元真澄／坂本 健 編著

ここが

ポイント
!!

「シリーズ・保育の基礎を学ぶ」刊行にあたって
まえがき

第１章　現代社会と福祉
　　　　──固有の理念と社会状況による変化を見る
　１ 社会福祉とは何か──その理念と概念
　２ 子ども家庭支援と社会福祉

第２章　社会福祉の歩み
　１ 第２次世界大戦以前
　２ 第２次世界大戦後から高度経済成長期
　３ 低経済成長と福祉見直し・日本型福祉社会
　４ 社会福祉基礎構造改革とその後の展開
　５ 諸外国の動向
　　 ──イギリス・アメリカ・スウェーデン

第３章　社会保障・社会福祉の制度と法体系
　１ 社会保障及び関連制度
　２ 社会福祉の制度と法体系

第４章　社会福祉の行財政と実施体系
　１ 社会福祉の行財政
　２ 社会福祉の実施機関
　３ 社会福祉の担い手

第５章　ソーシャルワークの理論と方法
　１ ソーシャルワークとは何か
　２ ソーシャルワークの理論・視点
　３ ソーシャルワークの意義と機能
　４ ソーシャルワークの対象と実践過程
　５ ソーシャルワークの方法と実践技術

第６章　現代の社会問題と保育・福祉サービス
　１ 利用者の保護に関わる仕組み
　　  ──虐待予防と利用者・職員の自己実現に
　　　　  向けて 
　２ 子どもの貧困と保育
　３ 終末期ケアと子どもの関わり
　４ 災害弱者を守るまちづくり
　５ 矯正施設退所者への社会復帰支援
　６ 地域福祉の推進と社会福祉
　７ 共生社会の実現──障害者福祉から見た課題

索　引
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定義から基本原理，ソーシャルワークの進め方など，
社会的養護の基本知識を網羅。事例や社会的養護問
題の背景も取り上げ，初学者だけでなく実践者にも
お勧めの入門書。近年の法令改正と最新のデータを
反映した改訂版。

◎ 授業 1 回につき 1 章，1 冊を 1 学期間で網羅できる分
 　量にまとめて構成
◎ 最新のデータや法改正を反映し，現状に合った理解が
 　できる好評書籍の改訂版

新・プリマーズ／保育／福祉　　　　

社会的養護［第５版］

小池由佳／山縣文治 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに
第１章　社会的養護とは何か
　１ 社会的養護と関連概念
　２ 社会的養護の基本的考え方と体系
　３ 社会的養護問題および政策の特徴

第２章　現代社会に暮らす子どもと家庭
　１ 現代の日本社会
　２ 日本における子どもと家族の
　　 置かれた現状
　３ 子どもを生み育てることの意味
　４ 家族は今
　　 ――理想と現実の狭間で葛藤する
　　 　　家族

第３章　子どもの権利
　１ 子どもの権利とは
　２ 児童の権利に関する条約
　３ 子どもの権利をどうとらえるか
　４ 社会的養護を必要とする子どもたち
　　 の権利
　５ 子どもの権利に関する取り組み

第４章　子どもの養護の歴史
　１ 子どもの養護のはじまり
　２ 子どもの養護の展開
　３ 現代の子どもの養護に求められる
　　 発想の転換

第５章　社会的養護の体系
　　　　――予防的支援・家庭養護・
　　　　　　家庭的養護
　１ 社会的養護の体系
　２ 社会的養護の体系の今後の展開

第６章　社会的養護の制度
　１ 社会的養護の制度

　２ 相談機関
　３ 家庭養護
　４ 施設養護

第７章　施設養護の特質
　１ 施設養護の役割
　２ 「集団」で暮らすということ
　３ 施設養護における「集団」のあり方

第８章　施設養護の基本原理
　１ 施設養護における「養育」と運営指針
　２ 運営指針における社会的養護の
　　 基本理念
　３ 運営指針における基本原理
　４ 施設養護とこども基本法

第９章　施設養護の実際
　　　　――日常生活および自立支援
　１ 施設養護の役割とは
　２ 日常生活支援の実際
　３ 自立支援の実際

第10章　施設養護の実際
　　　　――治療的・支援的援助
　１ 施設養護における治療的援助の
　　 必要性
　２ 施設養護における治療的・支援的
　　 援助の実際

第11章　施設養護の実際
　　　　――親子・地域との関係調整
　１ 施設養護における親子関係調整の　
　 　必要性
　２ 家族支援の視点
　３ 家族支援の実際
　４ 地域支援の必要性
　５ 地域支援の実際

第12章　社会的養護とソーシャルワーク
　　１ ソーシャルワーク
　　２ 社会的養護と児童自立支援計画と
　　　 ソーシャルワーク
　　３ ファミリーソーシャルワーカー

第13章　児童福祉施設の運営管理
　１ 設立の経緯と理念
　２ 法人理事会と施設運営との関係
　３ 施設所在地の特徴を活かす
　４ 施設の建物・運営形態
　５ 児童福祉施設の設備及び運営に
　　 関する基準とは
　６ 職員の勤務体制・形態
　７ 措置制度と施設の会計
　８ 職員会議
　９ 施設内虐待の防止，苦情解決，
　　 第三者評価

第14章　子ども家庭福祉の援助者として
　　　　の資質・倫理
　１ 子ども家庭福祉・社会的養護の
　　 援助者を目指す学生に見られる傾向
　　 と特徴
　２ 子ども家庭福祉という仕事の特徴と
　　 援助者に求められる資質

第15章　社会的養護のあるべき姿へ
　１ 施設内の加害・暴力・虐待
　２ 社会的養護とソーシャルアクション
　３ 生活単位の小規模化と養育体制
　４ 社会的養護の地域化
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保育士として身に付けるべき基礎的内容を網羅する
とともに，保育士が持つべき視点・考えに基づき学
びが深められる構成。また保育士養成基準に沿いつ
つ，社会的養護の実際が感じられる「事例」「コラム」
等を掲載。

◎ 各章の冒頭にあげるキーワードで学ぶポイントを押さ
　 える
◎ 豊富な事例から社会的養護の実際が学べる
◎ 「社会的養護Ⅰ」と「社会的養護Ⅱ」の内容を網羅

子どもの未来を育む社会的養護Ⅰ・Ⅱ

大塚良一／田中利則／吉田博行 編著
ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　社会的養護の原理	
第１章　現代社会における社会的養護の意義
　１ 社会的養護の理念と概念
　　 ――権利の主体としての子どもを守る仕組み
　２ 社会的養護を必要とする子どもたち
　３ 社会的養護の取り組みの基本的な方向

第２章　社会的養護の歴史的変遷
　１ 欧米における社会的養護の歴史的変遷
　２ 日本における社会的養護の歴史的変遷
　３ 社会的養護に求められるこれからの方向性

第３章　社会的養護の基本
　１ 子どもの人権擁護と社会的養護
　２ 社会的養護の基本原則
　３ 社会的養護における保育士の倫理と責務

第４章　社会的養護の制度と実施体系
　１ 社会的養護の理念と法律・制度
　２ 社会的養護の実施体系
　３ 児童相談所の機能と社会的養護

第５章　社会的養護の対象・形態・専門職
　１ 社会的養護の対象
　２ 家庭養護と施設養護
　３ 社会的養護に関わる専門職

第６章　社会的養護の現状と課題
　１ 社会的養護に関する社会的状況
　２ 施設の運営と管理
　３ 社会的養護に関わる虐待防止・権利擁護
　４ 社会的養護の視点から見た地域福祉
　５ 社会的養護の変化――新しい社会的養護の提案

　第Ⅱ部　社会的養護の実際
第 7 章　社会的養護における子ども理解と支援
　１ 児童養護施設「守山学園」の実践と地域支援の構築
　２ 児童発達支援センター「ひなどり学園」の実践と
　　 家庭支援の構築
　３ 「新しき社会的養育ビジョン」と乳児院の現状と課題

第８章　施設養護の生活特性及び実際
　１ 施設養護における生活
　２ 事例を通して学ぶ施設養護の実際
　３ 演習を通して施設養護の理解を深める

第９章　家庭養護の生活特性および実際
　１ 家庭養護の特徴
　２ 里親制度の実際
　３ ファミリーホームの実際
　４ 里親への支援体制

第10章 支援の計画と記録および自己評価
　１ アセスメントと自立支援計画
　２ 記録および自己評価

第11章　社会的養護に関わる専門的技術
　１ 保育の専門性に関わる知識・技術とその実践
　２ 事例を通して学ぶ相談援助の実際
　３ 演習を通して学ぶ社会的養護の展望

第12章 今後の課題と展望
　１ 社会的養護における家庭支援
　２ 社会的養護の課題と展望

あとがき
索　　引

コラム
　１ 子どもたちによってつくられた「川崎市子どもの権利条例」
　２ 保護者の養育責任とは？
　３ ルーズベルトとウエスト
　４ 赤ちゃんあっせん事件
　５ 戦後まもなくの子どもの保育
　６ 子育ての社会化
　７ 児童相談所の役割
　８ 映画監督の山本昌子さん
　９ 優れていることと自己決定
　10 グレーな支援
　11 ブレインストーミング・ＫＪ法
　12 ロール・プレイ（role play）とは
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社会的養護入門

芝野松次郎／新川泰弘／山川宏和 編著

社会的養護の意義，理念，歴史的変遷と基本を平易
に解説。制度，実施体系，対象や形態，関係する専
門職等，子どもの人権・擁護を踏まえた社会的養護
の実際について演習事例も交えて解説する。

ここが

ポイント
!!

◎ 何を大切にすべきなのか，その原理をわかりやすく
　 解説
◎ 豊富な事例から具体的に検討

はじめに
『社会的養護入門』と「保育士養成カリキュ
ラム」との対応表
第１章　現代社会における社会的養護の
　　　　意義
　１ 社会的養護と関連概念
　２ 社会的養護の基本的考え方と体系
　３ 社会的養護の現状と方向
第２章　社会的養護の歴史的変遷
　１ 欧米における社会的養護の歴史的変遷
　２ 日本における社会的養護の歴史的変遷
第３章　社会的養護の基本，制度，法体系
　１ 社会的養護における子どもの人権擁護
　２ 社会的養護の基本原則
　３ 社会的養護における保育士等の
　　 倫理と責務
第４章　社会的養護の仕組みと実施体系
　１ 社会的養護の仕組み
　２ 社会的養護の実施体系
　３ 児童福祉法改正と
　 　「新しい社会的養育ビジョン」
第５章　里親，ファミリーホーム，養子縁組
　１ 家庭養護の推進
　２ 里親制度
　３ 小規模住居型児童養育事業
　　 （ファミリーホーム）
　４ 養子縁組
　　 （特別養子縁組・普通養子縁組）
第６章　社会的養護の実際①
　　　　児童養護施設，児童自立支援施設，
　　　　自立援助ホーム
　１ 児童養護施設
　２ 児童自立支援施設
　３ 自立援助ホーム
 　　（児童自立生活援助事業）
第７章　社会的養護の実際②
　　　　乳児院，母子生活支援施設，
　　　　児童心理治療施設
　１ 乳児院
　２ 母子生活支援施設

　３ 児童心理治療施設
第８章　社会的養護の専門職
　１ 児童福祉施設に配置されている
　 　主な職種
　２ フォスタリング機関（里親養育包括
　 　支援機関）とその職種
　３ 社会的養護におけるソーシャルワークの
　 　視点
第９章　社会的養護の施設等の運営管理
　１ 乳児院・児童養護施設の高機能化
　 　及び多機能化・機能転換，小規模化
　 　かつ地域分散化の進め方
　２ 被措置児童等の虐待防止と
　 　その取り組み
　３ 第三者評価
第10章　社会的養護における
　　　　子ども理解と支援の実際
　１ 社会的養護における子どもの理解
　２ 日常生活支援
　３ 演習事例「治療的支援と自立支援」
第11章　社会的養護における生活特性と
　　　　支援の実際
　１ 演習事例「児童養護施設の学習指導」
　２ 演習事例「地域小規模児童養護施設
　 　（グループホーム）の子どもたち」
　３ 演習事例「委託児童 H と
　 　養育里親 G 夫妻」
第12章　社会的養護における支援の
　　　　計画と記録及び自己評価
　１ 演習事例「アセスメントと自立支援
　 　計画の作成」
　２ 演習事例「ケース記録（ジェノグラム・
　 　エコマップ）」
　３ 演習事例「自己評価・ケース
　 　カンファレンス」
第13章　母子生活支援施設における
　　　　ＤＶ被害者・被虐待児と
　　　　家庭への支援
　１ 母子生活支援施設における入所家庭
　 　の特徴

　２ 母子生活支援施設における
　 　アドミッションケア
　３ 母子生活支援施設におけるインケア
　４ 母子生活支援施設におけるアフターケア
　５ 演習事例「ＤＶ被害を受けた母親と　
　　 子どもへのインケア」
第14章　社会的養護に関わる専門技術
　１ 演習事例「社会的養護における保育
　 　の専門性に基づく実践」
　２ 演習事例「社会的養護に関わる相談
　 　援助の実践」
　３ 演習事例「社会的養護における家庭
　 　支援の実践」
第15章　社会的養護の課題と展望
　１ 米国における子ども虐待に対する
　 　法制度的対応の変遷と家庭維持の
　 　取り組み，日本の社会的養護改革へ
　 　の機運の高まり
　２ 社会的養護の課題と将来像，家庭的
　 　養護・家庭養護と高機能化の推進
　３ 児童福祉法改正と新しい社会的
　 　養育ビジョン，展望
索　引
コラム
　１ 里親支援専門相談員
　２ 児童養護施設における小規模化，
　 　地域分散化，多機能化の取り組み
　３ 社会的養護における子どもの理解と
　 　支援
　４ 社会的養護経験者の思いを知る
　 　──インケアとつながるアフターケア
　５ 地域小規模児童養護施設（ホーム）
　 　での取り組み
　６ 児童養護施設における子どもの
　 　権利を擁護するための支援
　７ 要保護児童対策地域協議会における
　 　発達支援相談票の活用
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A5判美装/252頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-08921-5　2020年4月刊行

社会的養護Ⅰの教科書。新しい社会的養育ビジョン
を踏まえ，保育者に必要不可欠な知識を網羅。また，
支援が必要な子どもが生み出される社会的背景を掴
む視座と，子どもの言動を理解し地域と連携しなが
ら家族を支援する手法等を解説。

◎ 保育現場で求められる基礎知識を網羅
◎ 事例を踏まえ，多職種連携で生じる問題と解決方法
　 を解説

シリーズ・保育の基礎を学ぶ 3

実践に活かす社会的養護Ⅰ
小川恭子／坂本 健 編著

ここが

ポイント
!!

「シリーズ・保育の基礎を学ぶ」刊行にあたって
まえがき

第１章　社会的養護の現代的課題と基本理念
　１ 社会的養護に関する今日的状況
　２ 社会的養護の基本理念

第２章　社会的養護の歩み
　１ 明治期以前の子どもの養護
　２ 明治期の子どもの養護
　３ 大正・昭和前期の社会的養護
　４ 第２次世界大戦後の社会的養護の復興と
　　 ホスピタリズム論争

第３章　社会的養護の基本原則
　１ 子どもの権利擁護
　２ 社会的養護の基本原理
　３ 社会的養護の過程

第４章　社会的養護の仕組みと法・実施体系
　１ 社会的養護の仕組み
　２ 社会的養護の法体系
　３ 社会的養護の実施体系

第５章　社会的養護の対象と求められる環境
　１ 社会的養護の対象
　２ 社会的養護に求められる生活環境

第６章　社会的養護を担う施設の役割と機能
　１ 乳児院

　２ 児童養護施設
　３ 母子生活支援施設
　４ 児童心理治療施設
　５ 児童自立支援施設
　６ 自立援助ホーム
　７ 障害児支援施設
　８ 婦人保護施設

第７章　家庭養護を担う機能・制度
　１ 里親とファミリーホーム
　２ 社会的養護から見る養子制度

第８章　社会的養護を担う人々
　１ 社会的養護に関わる専門職
　２ 専門職の倫理と責務

第９章　児童福祉施設の運営管理と多職種連携
　１ 児童福祉施設の運営管理
　２ 多様な職種による機関の連携
　　 ──児童家庭支援センター・要保護児童対策
　　　　 地域協議会の取り組みから

第10章　社会的養護従事者が取り組むべき課題
　１ 社会的養護とパーマネンシー保障
　２ 被措置児童等の虐待防止
　３ 社会的養護経験者の当事者組織との協働

索　引



B5判美装/250頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる社会的養護Ⅱ
小木曽 宏／宮本秀樹／鈴木崇之 編著

保育士養成課程「社会的養護Ⅱ」の教科書。社会的
養護の目標と基礎的な内容，社会的養護の実際を平
易に解説する。演習科目であるため，短い事例の中
で，学びを深められるような作りにしている。

ここが

ポイント
!!

◎ 法令や制度の改正等を反映した最新版
◎ 巻頭の「本書の特徴と活用」により，授業の具体を
　 イメージしやすくした

社
会
的
養
護

はじめに
本書の特徴と活用
　第１部　社会的養護の内容
Ⅰ　社会的養護とは何か
　１ 社会的養護とは何か
　２ 家庭養護・家庭的養護・施設養護
　３ 日本の社会的養護の歴史
　４ 社会的養護の実施体系
　５ 社会的養護の決定に関する基本的仕組み
Ⅱ　社会的養護における子どもの理解
　１ 社会的養護における子どもの現状
　２ 社会的養護における子どもの発達論的理解
　　 ──アタッチメントの安定的発達とアタッチメント障害
　３ 社会的養護における子どもの存在論的理解
　　 ──子どものイノセンス
　４ 社会的養護における子どもの医学的理解
　５ 社会的養護における子どもの家族観
　６ 社会的養護における子どもの権利
　７ 社会的養護のもとで暮らすということ
Ⅲ　日常生活支援
　１ 社会的養護における日常生活支援の捉え方
　２ 食生活・食育
　　 ──発達段階に応じた食育のあり方とは
　３ 衣生活
　　 ──本人の気持ちと周囲の善意のはざまのなかで
　４ 住生活
　　 ──小集団生活における家庭的環境への可能性
　　　　 と限界性
　５ 遊び──伝承遊びの奥深さ
　６ レクリエーション・行事
　　 ──子どもの自発的活動・権利保障として
　７ 学習の遅れ
　　 ──児童福祉施設における学習支援体制とは
　８ 生活リズムの形成──日課は何のためにあるの
　９ 病と健康
　　 ──本人の気持ちに寄り添うことと失敗する権利
　10 安全・安心──安全・安心は誰のもの？
　11 衛生──不潔行為と周囲との折り合いのつけ方
Ⅳ　治療的支援
　１ 治療的支援の目的と特徴
　２ 心理治療のモデル
　３ 虐待を受けた子どもの心理治療
　４ 発達段階ごとの心理治療的アプローチの違い
　５ 生活のなかの治療
V　自立支援
　１ 子どもの自立支援の基本

　２ 入所前・入所時（利用開始時）の支援
　　 （アドミッションケア）
　３ 入所中の支援（インケア）
　４ 退所前・退所時（利用終了時）の支援
　　 （リービングケア）
　５ 退所後の支援（アフターケア）
　６ 通所による支援
　　 ── 1 人暮らしを視野に入れた自立支援を
　７ 児童養護施設における自立支援
　８ 自立援助ホームにおける自立支援
　第２部　社会的養護の実際
Ⅵ　施設養護の生活特性および実際
　１ 児童相談所・一時保護所
　２ 乳児院
　３ 児童養護施設
　４ 児童自立支援施設
　５ 母子生活支援施設
　６ 児童心理治療施設
　７ 福祉型障害児入所施設（旧・知的障害児施設）
　８ 福祉型障害児入所施設（旧・自閉症児施設）
　９ 医療型障害児入所施設（旧・肢体不自由児施設）
　10 医療型障害児入所施設（旧・重症心身障害児施設）
Ⅶ　家庭養護の生活特性および実際
　１ 里親制度の現状と課題
　２ 事例で学ぶ里親制度の実際
　３ 養子縁組制度の現状と課題
　４ 事例で学ぶ養子縁組の実際
　５ ファミリーホームの現状と課題
　６ 事例で学ぶファミリーホームの実際
　７ 里親会による里親の支援
　８ 施設と里親の連携の現状と課題
　第３部　社会的養護における支援の計画と
　　　　　記録および自己評価
Ⅷ　アセスメントと個別支援計画作成
　１ 子ども理解（アセスメント）について
　２ 児童相談所の「援助指針」と入所型児童福祉
　　  施設の「自立支援計画」
　３ 自立支援計画の作成の実際
　　──支援プラン作成の留意点
　４ 事例を通して理解する支援計画と内容
　５ 生活場面での面接
Ⅸ　記録および自己評価・第三者評価
　１ 記録
　２ スーパービジョン
　３ コンサルテーション
　４ 自己評価と業務改善
　５ 施設運営と第三者評価

　第４部　社会的養護に関わる専門的技術
Ⅹ　保育の専門性に関わる知識・技術とその実践
　１ 保育士等の援助者の種類・役割と倫理
　２ 保育士等による生活支援の基本
　３ 保育士等による遊び・余暇活動の支援
　４ 保育士等による施設環境の整備
　５ 行動上の問題への対応
　６ 保育士等と権利擁護
　７ 保育士等と苦情解決
Ⅺ　ソーシャルワークに関わる知識・技術とその実践
　１ ソーシャルワークの体系
　２ ケアワーク・ソーシャルワーク・レジデンシャルワーク
　３ ファミリーソーシャルワークとケースマネジメント
　４ ネットワーキング
　　 ──保育士等と関連職種との協働のために
　５ 基本的応答技法
　６ ジェノグラムとエコマップ
　７ ケースカンファレンス
　８ 援助者のメンタルヘルス
　第５部　今後の課題と展望
ⅩⅡ　社会的養護における家庭支援
　１ 社会的養護における家庭支援
　　 ──保護者・里親への支援
　２ 親子関係再構築支援
　３ 通信・面会・許可外出・一時帰宅等による
 　　家族関係調整
　４ 支援プログラムによる保護者への支援
　５ 強引な引き取りなどへの対応
ⅩⅢ　社会的養護の課題と展望
　１ 社会的養護の展望と「新しい社会的養育ビジョン」
　２ 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準の
　 　意味と課題
　３ 施設の小規模化の課題と展望
　４ 措置と契約
　５ パーマネンシープランニングと措置変更
　６ 被虐待児の増加による関わり困難事例
　７ 被措置児童の大学・短大・専門学校への進学と
　　 その支援
　８ 被措置児童等虐待の防止
　９ 性問題
　10 社会的養護の担い手
　11 親権制度の改正と施設長の役割
　12 異なる文化的ルーツをもつ子どもと家族への支援
さくいん



A5判美装/264頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-08922-2　2023年4月刊行

社会的養護Ⅱの教科書。「新しい社会的養育ビジョ
ン」を踏まえ，保育者に必要不可欠な知識を網羅。
また，支援が必要な子どもが生み出される社会的背
景を掴む視座と，子どもの言動を理解し地域と連携
しながら家族を支援する手法等を解説。

◎ 保育現場で求められる基礎知識を網羅
◎ 筆者自身の事例を踏まえ，多職種連携で生じる問題点
　 と解決方法を解説
◎ 近年の児童福祉法改正など，最新の法令改正を踏まえ
　 た内容

シリーズ・保育の基礎を学ぶ 4　　　　

実践に活かす社会的養護Ⅱ
小川恭子／坂本 健 編著

ここが

ポイント
!!

「シリーズ・保育の基礎を学ぶ」刊行にあたって
まえがき

第１章　子どもの理解と日常生活支援
　　　　――社会的養護における基本的な視座と
　　　　　　取り組み 
　１ 社会的養護における子ども理解
　２ 日常生活支援

第２章　特別な配慮が必要な支援
　１ 治療的支援
　２ 自立支援
　３ 胎児性アルコール・スペクトラム障害児への支援

第３章　施設養護の過程と自立支援計画
　　　　――アドミッションケアからアフターケアまで 
　１ 施設養護（施設における子どもへのケア）の過程
　２ 施設養護の過程を支える自立支援計画

第４章　施設養護の生活特性と支援
　１ 乳児院
　２ 児童養護施設
　３ 母子生活支援施設
　４ 児童心理治療施設
　５ 児童自立支援施設
　６ 自立援助ホーム
　７ 障害児支援施設
　８ 婦人保護施設

第５章　地域の身近な相談機関による支援と連携
　１ 児童家庭支援センター
　２ 児童館

第６章　社会的養護に求められる専門職
　１ 個別支援計画・記録・自己評価
　２ 子どもの生活とかかわるための専門技術
　　 ――保育の専門性を踏まえて

第７章　社会的養護に求められる相談援助の知識・
　　　　技術
　１ 個別援助技術
　２ 集団援助技術
　３ チームワークと連携

第８章　今後の課題と展望
　１ 社会的養護における家庭支援
　２ 社会的養護の課題と展望

索　　引
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B5判美装/202頁　定価：2,420円（本体2,200円＋税）
ISBN 978-4-623-08546-0　2020年3月刊行

保育者を目指すすべての人が経験する実習。実習に
臨むにあたり押さえておきたいポイントを，事例を
交えてイメージしやすくまとめた，実践に役立つテ
キスト。

◎ 実際の実習をイメージしやすいようにまとめている
◎ 各章の扉に設けた写真と問いから保育の実際を考え
　 る
◎ 事例や写真を豊富に掲載
◎ 章末のExerciseを通して，さらに学びが深められる

新しい保育講座 12

保育・教育実習
大豆生田啓友／三谷大紀／松山洋平 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　実習って何だろう
　１ 実習とは何か
　２ 実習から学ぶこと――先輩たちの実習体験から
　３ 実習の種類等

第２章　実習を迎えるまでのステップ
　１ 実習の意義と目標の理解
　２ 実習中の学びの深まりの理解
　３ 実習までの流れと準備

第３章　実習日誌の書き方，活かし方
　１ 実習日誌の役割
　２ 実習での目標や課題を明確にするために
　３ 実習日誌の構造と記載方法の理解
　４ 実習日誌を書く時の基本的な注意点
　５ 実習日誌の活かし方

第４章　実習に必要な心構え等の準備
　１ 実習に向けての基本的な心構えと準備
　２ 実習期間中の留意事項
　３ 実習を終えての留意事項
　４ 保育者の専門性としての職業倫理

第５章　指導案作成の仕方
　１ 指導案作成にあたって
　２ 指導案作成の手順
　３ 子どもの姿と対話した指導計画をつくるために

第６章　３-５歳児クラスでの部分実習・
　　　　責任実習の実際
　１ 部分実習・責任実習の実際とポイント
　２ 部分実習の指導案と保育の実際
　３ 責任実習の指導案と保育の実際

第７章　０-２歳児クラスでの部分実習・
　　　　責任実習の実際
　１ ０-２歳児クラスでの実習のポイント
　２ ０歳児クラスでの実習
　３ １歳児クラスでの実習
　４ ２歳児クラスでの実習

第８章　施設での実習の実際
　１ 保育実習における「施設」での実習の概要
　２ 施設における実習の目的と心構え
　３ 社会的養護に重点を置いた施設
　４ 障害児・者のための施設

第９章　実習を終えてからのステップ
　１ 実習を終えてからの園との関わり
　２ 実習日誌の提出と受け取り
　３ 実習における評価とその活かし方
　４ 実習の振り返りと自己課題の抽出

第10章　困った場面での対応Ｑ＆Ａ
　１ 実習の準備でのさまざまな「困ったこと」
　２ 実習中のさまざまな「出来事」
　３ 実習全般にわたっての「悩み」
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A5判美装/208頁　定価：2,200円（本体2,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09290-1　2022年1月刊行

汐見稔幸／大豆生田啓友 監修

アクティベート保育学 12　

保育・教育実習
矢藤誠慈郎／髙嶋景子／久保健太 編著

実際の実習をイメージできるワークと事例を豊富に
掲載。大切な学びの機会である実習で，学生それぞ
れが「やりたいこと」を見つけられるよう様々な視
点を提供する。アクティブに学ぶ工夫が満載の保育
者養成テキストシリーズ第12巻。

ここが

ポイント
!!

◎ 教育要領，保育指針，教育・保育要領改訂（2018年）
　 に対応したシリーズ
◎ コアカリ，新しい保育士養成課程にも対応
◎ アクティブラーニングの視点を取り入れたワークや
 　事例を豊富に掲載

はじめに

第１章　実習とは何か
　１ 実習の意義と目的
　２ 実習の内容と過程
　３ 実習の課題とこれからの実習のあり方

第２章　実習の内容と課題
　１ 実習の段階と学習内容
　２ 実習のねらいと実習課題（実習目標）
　３ 実習課題の設定：実際に立ててみよう
　４ 実習課題と日々の目標，自己評価との関係

第３章　実習に向けた事前準備
　１ 「やりたいこと」を確かめ直す
　２ 学生たちのレポートから
　３ 実習に向けての基本的な心構えなど

第４章　実習における記録
　１ 保育における「記録」とは
　２ 実習における記録
　３ 多様な記録のありようとそれぞれの特徴

第５章　実習における計画
　１ 保育における計画の意義
　２ 実習における保育の計画
　３ 指導案の作成
　４ これからの指導実習のあり方

第６章　実習における実践
　１ 保育における実践とは
　２ 保育における実践の特徴
　３ 実習生として求められる実践へのアプローチ

第７章　実習における評価
　１ 自己評価と他者評価により振り返る意義
　２ 責任実習の実践と振り返りによる評価
　３ 様々な実習評価のあり方

第８章　実習の振り返りと課題の抽出
　１ 振り返りの意味とＰＤＣＡサイクルを活用した
　　 振り返りの実践
　２ 振り返りによる自己評価と保育における
 　　自己課題の抽出

第９章　幼稚園における教育実習の実際
　１ ３，４，５歳児クラスの姿
　２ ３歳児の部分実習：エピソードの子どもの
　　 姿から計画を考える
　３ ４歳児の実習：写真の子どもの姿から計画を
　　 考える
　４ ５歳児の実習：DVDの子どもの姿から計画を
　　 考える
　５ 保護者や地域との関わりを学ぶ
　６ 子どもからはじまる保育を子どもと共に創る

第10章　保育所における保育実習の実際
　１ 保育所での実習の前に学んでおきたいこと
　２ 保育所実習の部分実習・責任実習
　３ 保護者や地域との関わり
　４ 保育所保育士に求められる専門性

第11章　施設における保育実習の実際
　１ 施設における保育実習とは
　２ 施設における保育実習での学習の概要
　３ 主な実習施設の特徴と実習内容

巻末資料
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実践につながる 新しい教育・保育実習
―― 自ら学ぶ実習を目指して

谷口征子／大浦賢治 編著

幼稚園教諭，保育士養成課程における実習のテキス
ト。前半では，実習とは何かから始まり，実習全体
の流れを解説する。 後半では，実習で役立つあそび，
日誌の書き方，ＩＣＴ，子どもと向き合うためのコツ
などを実践的に学べる。

ここが

ポイント
!!

◎ 実習の流れを具体的に理解できる
◎ 実習で役立つあそびを多数掲載
◎ 学生の目線で実習への不安に対する解決方法を多数
　 提示

実
習
テ
キ
ス
ト

はじめに
本書の使い方

　Part Ⅰ　実習のための基礎知識
Lesson０　実習について学ぼう
　Step １ 実習では何を学ぶか
　Step ２ どのように学ぶか
　Step ３ 実習の心構え
　Step ４ 実習のスケジュール

Lesson１　実習に行く前に
　Step ５ 子どもとともにある生活
　Step ６ 確かめておこう専門的教養
　Step ７ 知っておきたい今日的課題
　Step ８ 園の先生方からのメッセージ

Lesson２　実習先が決まるまでに
　Step ９ 実習のための発声法
　Step 10 指導案とは
　Step 11 指導案を書く前に
　Step 12 指導案を書いてみよう

Lesson３　実習先が決まったら
　Step 13 実習生としてのモラル・マナー
　Step 14 オリエンテーションの日程調整
　Step 15 オリエンテーションに向けて
　Step 16 オリエンテーション当日

Lesson ４　実習前日まで
　Step 17 実習の目標を立てる（ルーブリック）
　Step 18 前日までに行うチェックリスト
　Step 19 服装・持ち物リスト
　Step 20 先輩からのアドバイス

Lesson ５　こんなときどうする？
　Step 21 子どもとの関わり
　Step 22 実習園とのやりとり
　Step 23 保護者対応
　Step 24 実習中の心配ごと あれこれ

Lesson ６　実習初日
　Step 25 実習中の注意点
　Step 26 観察の仕方・子どもの何をみるか
　Step 27 観察の仕方 · 先生方の動きの何を
 　　　　 みるか
　Step 28 １日の振り返り

Lesson７　実習最終週
　Step 29 実習初日からの振り返り
　Step 30 部分実習をまかされたら
　Step 31 責任実習をまかされたら
　Step 32 実習最終日に向けて

Lesson８　実習を終えて
　Step 33 実習終了後の実習先との関わり
　Step 34 実習の評価とは（ルーブリック）
　Step 35 自分で実習を振り返ってみよう
　Step 36 実習を今後どう生かすか

　Part Ⅱ　実習に役立つ実践集
Lesson９　弾き歌い楽譜集
　Step 37 弾き歌いの基本と留意点
　Step 38 春の実習に向けて
　Step 39 秋の実習に向けて
　Step 40 あそびうた

Lesson10　音楽あそびの活動と指導案
　Step 41 音楽あそびの基本と留意点
　Step 42 ０・１・２歳の音楽あそび
　Step 43 ３・４・５歳の音楽あそび
　Step 44 音楽あそびの種類と特性

Lesson11　造形あそびの活動と指導案
　Step 45 造形あそびの基本と留意点
　Step 46 ０・１・２歳の造形あそび
　Step 47 ３・４・５歳の造形あそび
　Step 48 造形あそびの種類と特性

Lesson12　言葉あそびの活動と指導案
　Step 49 言葉あそびの基本と留意点
　Step 50 ０・１・２歳の言葉あそび

　Step 51 ３・４・５歳の言葉あそび
　Step 52 言葉あそびの種類と特性

Lesson13　運動あそびの活動と指導案
　Step 53 運動あそびの基本と留意点
　Step 54 ０・１・２歳の運動あそび
　Step 55 ３・４・５歳の運動あそび
　Step 56 運動あそびの種類と特性

Lesson14　実習日誌の書き方
　Step 57 実習日誌を書くための注意点
　Step 58 実習に必要な用語・文例集
　Step 59 用語・文例でよく使われる漢字
　Step 60 実習日誌を書いてみよう

Lesson15　ふれあい時間の活動集
　Step 61 ふれあい時間について
　Step 62 楽しい手あそび
　Step 63 楽しくあそべる活動集
　Step 64 ふれあい時間のための絵本や
 　　　　 保育教材

Lesson16　実習のためのＩＣＴ
　Step 65ＩＣＴを使ったドキュメンテーション
 　　　　 の作成
　Step 66 ドキュメンテーションの活用例
　Step 67 活用アイデア集
　Step 68 実習に役立つWebサイト

Lesson17　あなたらしく子どもと向き合う
　　　　　 ためのコツ
　Step 69 人間のポジティブな特徴を
 　　　　 探究する科学
　Step 70 人間のいきいきした状態の特徴を
 　　　　 理解しよう
　Step 71 自分の「強み」を発見しよう
　Step 72 自分の「強み」を活用しよう

巻末資料／参考文献／演習課題の解答例／
索引
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松本峰雄 監修
よくわかる！ 保育士エクササイズ 11

子どもの文化 演習ブック
遠藤 純／大野雄子／岡崎裕美／尾山祥子／
才郷眞弓／鈴木範之／髙橋小百合／髙橋 司／
田中 幸／福澤惇也／藤田佳子／松本峰雄 著 

◎ 児童文化の理論から実践までを，第一線で活躍する
 　研究者や実務家がわかりやすく解説する
◎ イラストや図解，動画などの副教材を豊富に収録し
 　た
◎ 実習のテキストとしても最適 B5判美装/208頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）

ISBN 978-4-623-09277-2　2022年4月刊行

パネルシアター，ペープサートなどの実践等を，各
分野の第一線で活躍する研究者や実務者がわかりや
すく解説する。実践に役立つイラストや図解，動画
などの副教材を豊富に収録したテキスト。

はじめに
 
第１章　子どもの文化とは何か
　１コマ目　子どもの文化の歴史
　　１ 「児童文化」および「子ども文化」
　　　 の範囲
　　２ 前史，および明治期の歩み
　　３ 「児童文化」の誕生
　　４ 戦後の「児童文化」と「子ども文化」
　　　 の出現
　　演習課題

 　２コマ目　子どもの遊び
　　１ 遊びの正体
　　２ 乳幼児期の遊びと学び
　　演習課題

　３コマ目　子どもの発達と児童文化財の
 　　　　　　選び方
　　１ 子どもの発達を理解する
　　２ 各時期における子どもの発達の
　　　 特徴と児童文化財の選び方
　　演習課題

第２章　児童文化財と保育
　４コマ目　素話・おはなし
　　１ 口演童話の歴史
　　２ おはなしの選択
　　３ おはなしの組み立て方
　　４ おはなしの仕方
　　５ 子どもがワンダーランドに遊ぶ
　　　 おはなしを
　　６ おはなしの実践例
　　演習課題

　５コマ目　絵本
　　１ 絵本とは
　　２ 保育所や幼稚園での読み聞かせ
　　　 ポイント

　　３ 乳児と絵本
　　４ 幼児と絵本
　　演習課題

　６コマ目　紙芝居
　　１ 紙芝居の歴史
　　２ 絵本と紙芝居の違い
　　３ 紙芝居の準備
　　４ 紙芝居の場の設定
　　５ 紙芝居の演じ方
　　演習課題

　７コマ目　劇遊び①：
 　　　　　　ペープサート・エプロンシアター®
　　１ ペープサート
　　２ エプロンシアター®	
　　演習課題

　８コマ目　劇遊び②：パネルシアター
　　１ パネルシアターとは
　　２ パネルシアターをつくろう
　　３ パネルシアターを演じよう
　　演習課題

　９コマ目　劇遊び③：オペレッタと手袋人形
　　１ オペレッタ
　　２ 手袋人形
　　演習課題

　10コマ目　わらべうたと手遊び
　　１ わらべうたと手遊びについて　　
　　２ 保育におけるわらべうたと
　　　 手遊びの実践	
　　３ 保育におけるわらべうたと
　　　 手遊びの意義
　　４ ソーシャルメディアの普及による
　　　 メリットとデメリットについて
　　演習課題

　11コマ目　玩具と遊具
　　１ 乳幼児と玩具
　　２ 乳幼児と遊具
　　演習課題
 
第３章　伝統行事と伝承遊び
　12コマ目　保育における１年の行事
　　１ 保育における行事の意味
　　２ 園で行われる主な年中行事
　　演習課題

　13コマ目　伝承遊び
　　１ 伝承遊びと保育
　　２ さまざまな伝承遊び
　　演習課題

第４章　子どもの文化の実践
　14コマ目　実際に演じてみよう !　
 　　　　　　 「パネルシアター」
　　１ パネルシアターの楽しみ
　　２ 作品紹介「おはぎのよめいり」
　　３ 「おはぎのよめいり」の脚本
　　４ 楽譜・歌詞・手遊び
　　５ 下絵，しかけのつくり方
　　６ 「演じ方」と「子どもとのやりとり」
　　　 のポイント

　15コマ目　実際に演じてみよう !　
 　　　　　　 「ペープサート」
　　１ ペープサート「日天さん月天さん」
　　　 とは
　　２ 「日天さん月天さん」の内容

14コマ目の下絵
15コマ目の下絵
参考文献
索　引
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ポイント
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